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指導変革の軌跡

宮城県・私立仙台城南高校
発問・課題設定をキーに見る 
主体的・対話的で深い学び　授業実践

総合的な探究の時間
山梨県立甲府西高校　細倉真

ま

美
み

数学
岐阜県立大垣北高校　落合一

た だ ひ ろ

大
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ウェブサイト では、
授業のダイジェストを 動画 で紹介！

3KVOL3

しばつじ・のりこ　同校に赴任して18年目。英語科主任。生徒指導副主任。高１学年主任。
東京都・私立瀧野川女子学園中学高校　1926（大正15）年設立／全日制／普通科／女子校／１学
年約120人／ 2022年度卒業生進路実績　私立大は、学習院女子大、昭和女子大、東京農業大、東
京薬科大、東京理科大、東邦大、東洋大、日本女子大、明治大、明治薬科大などに延べ88人が合格。

　「英語をもっと自然に使えるようになってほしい」という思いから、授業を見直
したという英語科主任の芝辻先生。英語表現の幅を広げて、海外の文化や歴史な
どの理解を深める場にしようと、2021年度から全学年の教科書を変更した。教科
書の特長を生かした授業の進め方を英語科内で研究し、カリキュラムに反映。授業
後には、生徒の様子や理解度を共有し合い、生徒に合った課題設定や、より分かり
やすい説明の仕方などを工夫してきた。「生徒が私たちの指導に懸命に応えてくれ
たからこそ、授業が大きく改善されました。今の授業は生徒と一緒につくってきた
ものです」と語る芝辻先生に、「先生の留学時代のことなど、関連する楽しい話も織
り交ぜて授業をしてくださるので、教科書が難しくても頑張って学べました」と生
徒たち。３年次の英語の授業はすべてネイティブスピーカーが担当するが、どの生
徒も英語で担当教師に質問ができるほど力をつけた。「普段から英語を使う本校の
環境を生かし、英語力を強みとして活躍の場を広げていくことを願っています」。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

英語が広げる世界
東京都・私立瀧野川女子学園中学高校　芝辻憲子先生年内入試支援

─引き出し、共に創る
「マイ・ストーリー」

特 集

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く
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関大学を目指す 3 年生から、こんな相談を受けたこと

があります。「6 月の運動部の地区大会の結果、上位大

会出場が決まれば、8 月まで練習が続きます。自分は受験勉強

を優先したいので、上位大会への出場資格を得ても辞退しよう

と思っているのですが、顧問の先生や家族からは、『ほかの生

徒に失礼だ。絶対に辞退してはいけない』と言われてしまって

……」。考え抜いた結論を理解してもらえなかったつらさを言

葉ににじませながら、生徒はこう続けました。「3 年生の中には、

上位大会に進まないで済むように、わざと負けることを考えて

いる人もいます。自分もそうするしかないのかと……」。

　わざと負けるしかない ─ 残念な言葉でしたが、生徒の表

情から、その結論に至るまでにどれほど悩んだのかも理解でき

ました。受験勉強も部活動も両方頑張った方がよいことは生徒

も分かっている。その上で悩んでいる生徒に何を伝えればよい

のか。ひと呼吸置いて、私は生徒に語りかけました。

ずは地区大会で全力を尽くし、結果が出た時に、改め

て自分に向き合ってみてはどうだろう。上位大会への

出場資格を得て、まだ頑張りたいと思うなら出場すればよいし、

もうやり切ったと思うなら、辞退するのも 1 つの選択肢だ。あ

なたの選択に対して周囲はあれこれ言うかもしれないが、あな

たの人生の選択はあなた自身がすればよい。ただ、わざと負け

るのは、大義名分が立たない行為だ。その選択をすることで、

あなたの心に傷が残ってしまうのではないかということが心配

だ」。私は 1 人の人間としての信念を生徒に伝えた後、教師と

しての経験を踏まえて、言い添えました。「今のあなたの力を

見ると、約 2 か月間の勉強の遅れは、その後の努力次第で個別

試験までに取り返すことは可能だと思うよ」。

　「大義名分が立たない……。そうですよね」。生徒は心のつか

えが取れたような様子で言いました。「友達は『わざと負ける

のも“あり”だね』と、賛成も反対もしないんです。でもそれ

は、自分を気遣ってくれていたんですよね。先生にはっきりと

『大義名分が立たない』と言われて、すっきりしました。確かに、

個別試験までを見据えると、挽回できる時間はありますよね」。

　生徒は「地区大会、頑張ります」と、晴れ晴れとした顔で言

いました。受験勉強も部活動も両方頑張ることは、簡単なこと

ではありません。もし同じような相談を生徒からされたら、読

者の先生方は生徒にどんな言葉をかけますか？

生徒からの相談に回答する際、迷いは生じなかったの
か？　本エピソードの土台となる寺島先生の指導観に
ついて、ウェブオリジナル記事ではより詳しく紹介し
ています。ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article16396/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。
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てらしま・もとむ●同校に赴任して4 年目。数学科。
複数の東京都立高校で、進路指導に長く携わる。

教師としてのモットー「凡事徹底」は、
進路を切り開くために生徒に求める生き方でもある。

東京都立新宿高校　寺島求

先生なら、
どうしますか？

難

ま

イラスト：カモ

0-01-J-23300-001 2023 年度 VIEW next 高校版 8 月号 表 2 ＣＭ
ＹＫ

念
校

08/03
庄司

再
念
校

08/07
松下 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
H2_view-next-koukou-8g.indd   42H2_view-next-koukou-8g.indd   42 2023/08/07   10:582023/08/07   10:58

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article16396/?s_oid=s002
https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article16396/?s_oid=s002


https://view-next.benesse.jp/
本誌記事は、ウェブサイト でもご覧いただけます。
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発問・課題設定をキーに見る 
主体的・対話的で深い学び　授業実践22

 22 総合的な探究の時間　
	 	 山梨県立甲府西高校　細倉真

ま み

美
	 	 ３年次の論文作成を目標に、１年次から論理的思考力を醸成

 26 数学
  岐阜県立大垣北高校　落合一

た だ ひ ろ

大
	 	 生徒に教え過ぎず、問いかけや生徒同士の対話で、理解に導く

	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

探究学習　伴走する教師たち30

  宮崎県立都
みやこのじょう

城商業高校　北
ほ ん ご う

郷晶子
	 	 調べ学習に終わらせない！
	 	 生徒とともに新たな課題を設定し、エシカルな売店作りに挑んだ

  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

そうだったのか！学習評価32

  負担感も軽減！　
  学習評価の本質を押さえる
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

指導変革の軌跡34

  宮城県・私立仙台城南高校
	 	 学年団の指導改革
	 	 学年全体で個々の生徒に寄り添い、
	 	 目標意識や学力の向上を支える

  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

新課程レポート38

  新課程２年目「情報Ⅰ」の授業実践と
  入試対応を考える
	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

追跡！　働き方改革
 生き生きと働き続けられる学校づくりへの挑戦42

  愛媛県立松山南高校編
	 	 第１回　自校の現状と向き合う　
	 	 長時間勤務の解消に向け、既存業務の見える化を

	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

教室から始める　
ウェルビーイングな社会

44

	 	 福岡県立ありあけ新世高校　定時制課程
	 	 11人の社会人が向き合った
	 	 多様な生徒の「ありのまま」の学び

  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

創
つ く り び と

り人からのメッセージ　
For Society , For School

46

  発明家　高橋鴻
こ う す け

介
	 	 目でも指でも読める点字「ブレイルノイエ」に見る
	 	 みんながつながる未来

  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌
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　弊誌は、創刊４００号を迎えた前号において、これからの高校教育のあり方について考える記念特集を組みました。
同特集ではバックキャスティングの視点で、望まれるこれからの社会像を考えた上で、そうした社会の創り手を育む
ために必要な、高校教育が今後取り組むべき課題を、「学び続ける人材の育成」「地域・家庭とともに生徒を育てる」「教
師が生き生きと働き続けられる環境づくり」の３つに焦点化しました。
　今号以降はフォアキャスティングの視点で、それら３つの課題につながる、今まさに現場の先生方が直面している
テーマの連載コーナーがスタートします。例えば、「学び続ける人材の育成」につながるものとして、探究学習（「探究
学習 伴走する教師たち」）や学習評価（「そうだったのか！ 学習評価」）をテーマとしたコーナーの連載を始めます。３
つめの働き方改革につながるものとしては、働き方改革の実践を追うコーナー（「追跡！ 働き方改革」）が該当します。
　特集も現場の今課題をテーマとして取り上げてまいります。今号は、一般選抜を上回るまでその募集枠が拡大して
いる「年内入試」（※）における生徒支援のあり方について考える特集を組みました。「マイ・ストーリー」「引き出す」「共
に創る」をキーワードに、ぜひご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　  編集部　統括責任者　柏木　崇

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集

※総合型選抜（旧ＡＯ入試）と学校推薦型選抜を指す。９～12月の年内に試験が実施され、合否が決まることが多い両選抜を、ここでは「年内入試」
と総称する。

  P. 4	 課題整理

  生徒の内面を引き出す問いかけで、「マイ・ストーリー」の構築を支援
	 	 東京都・私立トキワ松学園中学校高校 進路指導部長  加藤美恵子	
	 	 広島県・私立広島桜が丘高校 １学年主任  沖村将彦	
	 	 	熊本県立宇

う
土
と

中学校・宇土高校 探究部長、進路指導主事  後藤裕市		
	 	 ベネッセコーポレーション 高大接続部 部長  富田泰成	
	 	 ベネッセコーポレーション 教育情報センター センター長  谷本祐一郎
  P. 10	 実践事例

 P. 10	 実践事例１●東京都・私立トキワ松学園中学校高校
	 	 １年次から学校設定科目や対話で関心を掘り起こし、表現力も育む　
 P. 13	 実践事例２●広島県・私立広島桜が丘高校
	 	「桜が丘６マインド」を軸に、生徒のよさや成長を教師が語る　
 P. 16	 実践事例３●熊本県立宇

う と

土中学校・宇土高校
	 	 探究の学びを軸に、UTO-LOGICを駆使して「問い」を創る力を養う　
P. 19		 自己理解を促すかかわり方を考える

	 	 教師の共感的なかかわりの中で、生徒は自身の思いを再構築する
  富山大学保健管理センター 客員准教授　西村優紀美　
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谷
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ず
、
こ
こ
数
年
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年
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理
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。
年
内
入
試
に
よ
る
大
学

入
学
者
の
割
合
は
、
２
０
２
１
年
度
入
学
生

で
５
割
に
達
し
、
22
年
度
入
学
生
で
は
一
般

選
抜
に
よ
る
入
学
者
の
割
合
を
上
回
り
ま

し
た
（
図
１
）。
国
公
立
大
学
で
も
年
内
入

試
の
募
集
枠
は
拡
大
し
て
お
り
（
図
２
）、

今
後
も
そ
の
傾
向
が
続
く
と
考
え
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ま

す
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加
藤
　
年
内
入
試
の
拡
大
は
、
本
校
の
受
験

状
況
か
ら
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
７
年
前
に

私
が
３
年
生
の
担
任
を
務
め
た
時
、
ク
ラ
ス

の
３
分
の
２
の
生
徒
は
一
般
選
抜
の
受
験
者

で
し
た
。
そ
れ
が
一
転
し
て
、
昨
年
度
担
任

を
務
め
た
３
年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、
３
分
の

２
の
生
徒
が
年
内
入
試
を
受
験
し
ま
し
た
。

谷
本
　
そ
れ
は
大
き
な
変
化
で
す
ね
。
大
学

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、

年
内
入
試
の
選
抜
で
最
も
重
視
す
る
の
は

＊１　総合型選抜（旧 AO入試）と学校推薦型選抜を指す。９～ 12月の年内に試験が実施され、合否が決まることが多い両選抜を、ここでは「年内入試」と総称する。

ベネッセコーポレーション
教育情報センター　センター長

谷本祐一郎
全国の高校教師向けのセミナー
の企画、大学入試や教育動向
の分析を統括

東京都・私立トキワ松学園中学校高校
進路指導部長

加藤美恵子
プロフィールは P.10

広島県・私立広島桜が丘高校
１学年主任

沖村将彦
プロフィールは P.13

熊本県立宇
う と
土中学校・宇土高校

探究部長、進路指導主事

後藤裕市
プロフィールは P.16

ベネッセコーポレーション
高大接続部　部長

富田泰成
高校生と卒業後の進路先の接
続を深めるためのサービス・教
材の開発を統括

課題整理

生徒の内面を引き出す問いかけで、
「マイ・ストーリー」の構築を支援

　

総合型選抜と学校推薦型選抜（以下、年内入試［＊１］）の募集枠の拡大に伴い、
同選抜による大学入学者数が増加している。教科指導に加え、年内入試で重視される

志望理由書の作成や面接などに臨む生徒に対する支援が教師に求められる中で、学校、そして教師は、
どのような課題に直面しているのだろうか。P.10 以降の実践事例に登場する３校の教師が語り合った。

拡
大
を
続
け
る
年
内
入
試
で
は

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」が
鍵
に

近年の入試環境
の変化における
注目点は？

「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力が、これからの大学入試
で希望進路を実現するために必要とされることを検証し、そうした
力を生徒に育む教師の指導や支援のあり方・方法を、実践事例を通
じてお伝えした 高校版 2021年８月号・特集はこちら

▲

「マイ・ストーリー」とは……
生徒一人ひとりの「自分のこれまでの学びや活動、その成
果や結果に至るまでのプロセス、これからの展望」を指す

D
ISC

U
SS
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「
明
確
な
志
望
動
機
」
で
、
思
考
力・判
断
力・

表
現
力
等
の
資
質
・
能
力
の
ほ
か
、「
マ
イ
・

ス
ト
ー
リ
ー
」
に
不
可
欠
な
「
卒
業
後
の
展

望
」
も
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

沖
村
　年
内
入
試
の
対
応
と
し
て
は
、
探
究

学
習
な
ど
を
通
じ
て
生
徒
に
資
質
・
能
力
を

育
む
と
と
も
に
、
生
徒
自
身
の
学
び
の
経
験

に
基
づ
い
た
志
望
動
機
や
将
来
像
を
、
生
徒

が
他
者
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

谷
本
　そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
方

と
年
内
入
試
に
つ
い
て
お
話
を
す
る
と
、「
本

校
で
は
年
内
入
試
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
探

究
学
習
は
で
き
て
い
な
い
し
、
華
々
し
い
実

績
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
」
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
が
、
大
学
は
そ
の
よ
う
な
実
績
だ
け
を

評
価
す
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
あ
る

大
学
の
入
試
担
当
者
は
、
ど
の
よ
う
な
経
験

か
ら
何
を
学
び
、
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
将
来
に
ど
う
つ
な

げ
て
い
く
の
か
を
明
確
化
し
、
語
れ
る
こ
と

を
、
年
内
入
試
に
お
い
て
重
視
し
て
い
る
と

話
し
て
い
ま
し
た
（
本
誌
22
年
10
月
号
特
集

を
参
照
［
＊
２
］）。
ま
さ
に
図
３
の
調
査
結

果
が
示
し
て
い
る
通
り
で
す
。

後
藤

　年
内
入
試
で
合
格
し
た
本
校
の
生
徒

の
志
望
動
機
を
見
て
も
、
学
校
内
外
で
の
学

び
を
通
じ
て
育
ん
だ
資
質
・
能
力
と
、
大
学

入
学
後
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
展
望
を
、
自

分
の
言
葉
で
表
現
で
き
て
い
ま
し
た
。

＊２　2022 年度 10 月号の特集「高大接続の視点で見通す 2025 年度大学入試」では、多面的・総合的評価を推進する４大学が、2025 年度入試に関
する方針や、その背景にある大学が求める人材像、大学の学びを通じて育成する資質・能力などについて語った。ウェブサイト『VIEW next ONLINE』
の「高校版バックナンバー」（https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/）、または右の２次元コードからアクセスしてご覧ください。

注１）2021 年度以降は「その他の選抜」の区分が新設されたため、20 年度以
前に学校推薦型選抜に含まれていた一部の選抜が別集計となった。
注２）値は「一般選抜、総合型選抜及び学校推薦型選抜の入学者の合計」に対
する各選抜の入学者の割合。

※文部科学省「国公私立大学入学者選抜実施状況」を基にベネッセ教育情報
センターが作図。

※ベネッセコーポレーション「2021 年度　学校推薦型選抜・総合型選抜に関する大学アンケート調査結果」を基に編集部で作成。

■ 2024年度入試　国公立大学の募集枠の変更点

■ 総合型選抜・学校推薦型選抜で重視すること

■ 総合型選抜・学校推薦型選抜の入学者の割合の推移

会津大学
コンピュータ理工学部で学校推薦型選抜30人増（前
期日程 30 人減）

宇都宮大学
工学部基礎工学科で総合型選抜を新規実施（定員
10 人）、学校推薦型選抜５人増（前期日程 15 人減）

埼玉県立大学
保健医療福祉学部で学校推薦型選抜 27 人増（後期
日程 40 人を廃止、前期日程 13 人増）　

東京工業大学
総合型選抜 48 人増、学校推薦型選抜 30 人増（前
期日程 78 人減）。総合型選抜では、一般枠 118 人、
女子枠 58 人

大阪大学
医学部保健学科で学校推薦型選抜４人増（前期日程
４人減）

広島大学 総合科学部で総合型選抜６人増（前期日程６人減）

鹿児島大学 農学部で学校推薦型選抜36人増（前期日程36人減）

※ベネッセコーポレーション調べ。最新の情報は、大学のウェブサイト等でご確
認ください。

重視すること 学校推薦型選抜総合型選抜

明確な志望動機（大学・学部・学科で学びたい理由）

基礎学力

思考力、判断力、表現力などの資質・能力

コミュニケーション能力

何事にも前向きに取り組む姿勢

卒業後の展望（社会に出た後にやりたいことやその理由）

自らの興味・関心に応じて行動できる力

協調性

社会の諸課題に対する関心や課題意識

興味・関心のある分野についての専門的な知識

リーダーシップ

各種大会や資格、探究活動などの目標を達成するためのプロセス

各種大会での受賞歴、各種資格の取得状況、探究活動の実績
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総合型選抜・学校推薦型選抜

一般選抜

　　国公立大学で年内入試の募集枠が拡大

年内入試で重視されるのは、「明確な志望動機」  

　年内入試による入学者が５割超に図１図２

図３

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」
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谷
本
　
年
内
入
試
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
各
校

は
進
路
指
導
体
制
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。例
え
ば
、大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
５

教
科
を
受
験
さ
せ
、
後
期
日
程
ま
で
志
望
校

を
諦
め
さ
せ
な
い
指
導
が
基
本
だ
っ
た
学
校

も
、今
後
は
年
内
入
試
志
望
者
の
支
援
が
一

層
求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。そ
う

な
る
と
、志
望
理
由
書
や
面
接
な
ど
で
表
現

す
る「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」は
生
徒
一
人

ひ
と
り
で
異
な
る
た
め
、
個
別
支
援
が
必
要

と
な
り
ま
す（
図
４
）。担
任
な
ど
の
特
定
の

教
師
に
負
担
が
偏
ら
な
い
よ
う
な
体
制
の
整

備
も
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

沖
村
　
私
は
担
当
教
科
の
地
理
歴
史
科
に
関

す
る
分
野
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
の
支

援
は
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
支
援
が
難

し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
点
で
も
、

学
校
全
体
で
の
支
援
体
制
が
必
要
で
す
ね
。

谷
本
　
生
徒
の
進
路
意
識
の
面
で
も
気
に
な

る
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
指
定
校
型
の
学
校

推
薦
型
選
抜
を
希
望
す
る
２
年
生
の
約
５
割

が
、
志
望
校
が
未
定
で
し
た
（
図
５
）。

沖
村
　
年
内
入
試
で
は
「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
を
語
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

を
早
期
に
生
徒
に
伝
え
、
安
易
な
進
路
選
択

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
に

よ
っ
て
目
指
す
方
向
性
や
自
己
理
解
の
解
像

度
は
異
な
り
ま
す
か
ら
、
支
援
の
方
法
も
１

つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
生
徒
一
人
ひ
と

り
と
対
話
を
し
な
が
ら
、
一
緒
に
生
徒
の
志

向
や
将
来
像
を
掘
り
下
げ
て
い
ま
す
。

加
藤
　
私
も
同
じ
で
す
。生
徒
が「
マ
イ
・
ス

ト
ー
リ
ー
」を
語
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、生
徒
が
自
分
の

学
び
の
経
験
と
未
来
を
つ
な
げ
る
た
め
に
は

必
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。生
徒
と
の
対
話
を

通
じ
て
、一
緒
に「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

つ
く
り
上
げ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

後
藤
　
本
校
の
探
究
学
習
で
は
、
生
徒
が
自

分
の
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
様
々

な
学
問
や
文
献
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
考
察

を
深
め
て
い
く
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
探
究
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
ど
う
つ
な
が

る
の
か
も
考
え
る
よ
う
、
生
徒
に
伝
え
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
志
向
と

将
来
が
つ
な
が
り
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
徒
は
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
持
て
る

よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

年内 年始

担任・進路指導部・国語科教師
の負担が増える。小論文、志望理
由書、面接、提出書類等への対応。

従
来
の
入
試

推薦入試

一層求められる
個別指導

国公私立大学

入学者の50.3%（注）に。
5教科900点から
新課程6教科1,000点に。

限られた時間の中で全教科の得
点を伸ばしていく必要性。

一層工夫すべき
集団指導

年内入試 一般選抜 一般選抜
（後期日程）（前期日程）（総合型選抜・

学校推薦型選抜）

（前期日程）
一般入試 一般入試

最
新
の
入
試

（後期日程）

※スタディーサポート2021年度２年生２回の結果。

注）値は「一般選抜、総合型選抜及び学校推薦型選抜の入学者の合計」に対する各選抜の入学
者の割合。

※文部科学省「国公私立大学入学者選抜実施状況」を基にベネッセ教育情報センターが作図。

■ 指定校型の学校推薦型選抜を希望する生徒
の志望校決定状況 

■ 入試指導のボリュームのイメージ 

決まっていない 

49.5%

決まっている

48.4%

　　２年生で指定校型を希望しても、
 約５割が志望校“未定”

年内入試の支援が拡大する分、
指導の負担も増加

進
路
指
導
体
制
の
見
直
し
を
。

担
任
に
負
荷
が
偏
る
ケ
ー
ス
も

年内入試の
支援における
課題は？

図４図５
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富
田
　
生
徒
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
づ

く
り
を
ど
う
支
援
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え

る
た
め
に
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
状

態
を
図
式
化
し
ま
し
た
（
図
６
）。
例
え
ば
、

幼
少
期
の
経
験
を
起
点
に
語
ら
れ
た
志
望
動

機
が
、
そ
の
経
験
と
志
望
校
の
つ
な
が
り
が

不
明
瞭
で
あ
る
が
た
め
に
、
説
得
力
に
欠
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
幼
少
期
の

経
験
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
断

片
的
に
回
想
し
て
、
志
望
学
問
に
後
づ
け
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
志
望
動
機
で
す
。
一
方
、

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
説
得
力
を
持
っ

て
語
れ
る
生
徒
は
、
自
身
の
関
心
や
興
味
と

い
っ
た
自
分
の
軸
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
そ
れ

ま
で
の
学
び
や
活
動
と
を
結
び
つ
け
て
志
望

動
機
を
語
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

後
藤
　
本
校
で
は
生
徒
に
、
探
究
学
習
と
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
を
結
び
つ
け
る
視
点
を
意
識

さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
マ
イ

ン
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
自
分
が
や
り
た
い

こ
と
な
ど
を
認
識
さ
せ
る
の
で
す
が
、
周
辺

に
位
置
す
る
個
別
の
関
心
を
書
く
こ
と
が
で

き
て
も
、
真
ん
中
に
位
置
す
る
も
の
を
書
け

な
い
生
徒
は
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
が

不
明
瞭
だ
と
感
じ
ま
す
。

加
藤
　
本
校
の
生
徒
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で

す
。
そ
こ
で
、
自
分
の
内
面
を
掘
り
下
げ
る

た
め
の
方
法
を
教
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、１

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
て
、「
〇
〇
と
は
何

か
」「
な
ぜ
〇
〇
な
の
か
」
な
ど
の
６
種
類

の
問
い
を
立
て
、
答
え
る
と
い
う
方
法
で
す
。

自
分
に
つ
い
て
の
問
い
を
立
て
、
そ
の
答
え

を
考
え
る
こ
と
を
通
じ
て
自
分
の
内
面
を
深

め
、
自
分
の
軸
を
見
い
だ
し
て
い
き
ま
す
。

沖
村
　
生
徒
が
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

語
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
教
師
が
問

い
か
け
て
、
生
徒
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
引

き
出
す
こ
と
が
一
層
大
事
に
な
り
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
教
師
に
は
、「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」

以
上
に
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
力
が

求
め
ら
れ
、
生
徒
と
一
緒
に
探
究
し
て
い
く

姿
勢
が
必
要
だ
と
、
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

谷
本
　
入
試
の
多
様
化
に
よ
る
進
路
指
導
上

の
課
題
は
、
生
徒
に
情
報
を
「
教
え
る
・
伝

え
る
」
こ
と
で
は
な
い
か
と
弊
社
で
は
想
定

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、

生
徒
の
希
望
進
路
や
自
主
性
を
「
引
き
出
す
」

こ
と
に
腐
心
し
て
い
る
と
い
う
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
図
７
）。

内面を掘り下げると、自分の関心や強みといった軸が明確に。そして、その軸を
基に自分の経験や志向を整理すると、感銘を受けた本や教科学習での気づき、探
究学習の取り組みが結びつき、大学で学びたい学問は文学部にあると判明。それ
らを踏まえると、説得力を持って志望動機を語れるように。

幼少期の経験から法学部を志望し、志望動機も幼少期の経験を踏まえて語ってい
たが、その経験と志望校のつながりが薄く、説得力に欠けている。

■ これからの指導に求められる教師の姿勢

■  「マイ・ストーリー」になっていない状態（例）

■ 「マイ・ストーリー」になっている状態（例）

感銘を
受けた本

感銘を
受けた本

探究学習
の取り組み

幼少期の経験

幼少期の経験

教科学習
での気づき

Ａ大学
文学部

Ａ大学
文学部

Ｂ大学
法学部

Ｂ大学
法学部

探究学習
の取り組み

生徒の経験（生徒のこれまでの学びや活動）

生徒の経験（生徒のこれまでの学びや活動）

学問（これからの展望）

学問（これからの展望）

関心や
強み

教科学習
での気づき

教師に求められる
「引き出す」力

　自分の軸に基づき、経験や志向を整理する

自
分
の
軸
を
持
っ
て
、

経
験
や
志
向
の
関
係
性
を
整
理

「マイ・ストーリー」
が語れる状態
とは？

図７ 図６

教える
伝える

引き
出す

教師が
持っているものを

生徒が
持っているものを

入試の多様化による課題は、情報を「教える・
伝える」ことだけではなく、生徒の希望進路や
自主性を「引き出す」こと。

教える
伝える

引き
出す

教師が
持っているものを

生徒が
持っているものを

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」
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富
田
　
自
校
に
ど
の
タ
イ
プ
の
進
路
選
択
を

す
る
生
徒
が
多
い
の
か
に
よ
っ
て
、学
校
の

課
題
は
異
な
り
、教
師
の
役
割
も
変
わ
る
と

想
定
さ
れ
ま
す（
図
８
）。先
生
方
は
、ど
の
よ

う
な
役
割
を
特
に
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

沖
村
　
図
８
の
❸
に
近
い
本
校
で
は
、
希
望

進
路
に
向
か
う
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
ま
ず

は
生
徒
に
自
信
を
持
た
せ
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
育
成
を
目
指
す
６
つ
の
非
認

知
能
力
を
設
定
し
、
そ
の
到
達
度
を
可
視
化

し
て
、
褒
め
て
伸
ば
す
指
導
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
教
科
学
力
と
は
異
な
る
観
点
で
多

面
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
、
生
徒
に
自
分
の

可
能
性
に
気
づ
き
、
進
路
に
前
向
き
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

後
藤
　
図
８
の
❶
に
近
い
本
校
で
は
、
生
徒

本
人
が
気
づ
い
て
い
な
い
視
点
に
気
づ
か
せ

た
り
、
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
働
き
か

け
た
り
し
て
、
自
分
の
こ
だ
わ
り
を
引
き
出

す
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。例
え
ば
、本
校
が

10
分
間
の
午
睡
の
時
間
を
設
け
て
い
る
こ
と

を
受
け
て
、
睡
眠
を
テ
ー
マ
に
自
分
の
関
心

を
掘
り
下
げ
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
大
学

で
睡
眠
を
研
究
し
た
い
と
い
っ
た
生
徒
も
い

れ
ば
、健
康
に
関
心
を
持
っ
て
看
護
系
学
部

を
志
望
し
た
生
徒
が
い
た
り
、
睡
眠
の
分
析

か
ら
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
心
を
持
っ
た

生
徒
が
い
た
り
と
、
生
徒
た
ち
の
関
心
は
１

つ
の
テ
ー
マ
か
ら
様
々
に
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
関
心
を
掘
り
下
げ
ら
れ
な
い
生
徒
に

は
、「
あ
な
た
は
睡
眠
そ
の
も
の
よ
り
、
分

析
機
器
の
開
発
に
興
味
が
あ
り
そ
う
だ
ね
」

な
ど
と
助
言
し
、
気
づ
き
を
促
し
ま
し
た
。

加
藤
　
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
潜
在
的
な

関
心
や
疑
問
を
顕
在
化
さ
せ
て
、
取
り
組
み

た
い
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
は
、
生
徒
を

ず
っ
と
見
取
っ
て
い
る
教
師
だ
か
ら
こ
そ
果

た
せ
る
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
校

の
有
志
の
生
徒
で
海
岸
の
清
掃
活
動
を
し
た

際
、
あ
る
生
徒
が
風
力
発
電
の
騒
音
に
疑
問

を
持
ち
、
魚
と
振
動
の
関
係
を
研
究
し
ま
し

た
。
別
の
生
徒
は
、
海
岸
で
拾
っ
た
海
藻
を

使
っ
て
光
合
成
に
つ
い
て
調
べ
、
ま
た
別
の

生
徒
は
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
衣
類
を
問
題
視

し
、
自
然
に
還
る
繊
維
の
開
発
に
挑
み
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
清
掃
活
動
中
に
出
て
き
た
生

徒
の
ち
ょ
っ
と
し
た
発
言
を
拾
い
、
生
徒
と

や
り
取
り
を
し
な
が
ら
疑
問
を
引
き
出
し
た

こ
と
が
、
探
究
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

■ 希望進路タイプ別　生徒の課題と目指す姿、教師の役割

学校・生徒の状況によって異なる教師の役割

生
徒
の
見
え
な
い
部
分
を

引
き
出
し
、
今
後
を
考
え
さ
せ
る

「マイ・ストーリー」
づくりの

支援における
教師の役割

教師の役割は　入試形式に左右されない志望動機づくり。年内入試は手段の１つ

❶
国公私立大学を
一般選抜・
年内入試で

目指す生徒が多い
学校のケース

生徒
BEFORE

学校現場で
よく聞くお声

生徒
AFTER

一般選抜と年内入試の両にら
みの状況に対し、安易に志望
を下げてしまう姿勢から

●志望校へのこだわりがなく、教師・保護者の
認める大学へという志向は強い。

希望する進路実現のために
学びに向かう姿勢に。

教師の役割は　「こだわり進路」の醸成で、進学後の後悔の回避を

❷
国公私立大学を
年内入試で目指す
生徒が多い
学校のケース

生徒
BEFORE

学校現場で
よく聞くお声

生徒
AFTER

拡大した年内入試に対して安
易な進路選択を行う姿勢から

●進路選択についての問いかけを工夫しても、
生徒の反応が薄い。大学選択は「行きたい」よ
り「入れる」。指定校や総合型での選択となる。

自分が生かせる志望先を探
索・研究し、こだわりを持っ
た進路選択ができる状態に。

教師の役割は　積極評価で、生徒の自己肯定感を高め続ける

❸
大学・専門学校・
就職など、

生徒の希望進路が
多様な学校のケース

生徒
BEFORE

学校現場で
よく聞くお声

生徒
AFTER

これまでの経験によって自己
肯定感が低い状態から

●生徒の基礎学力と自己肯定感を高めたい。「や
ればできる」を実感させたい。

自分自身の可能性に気づき、
進路・学習に前向きになれ
る状態に。

図８
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谷
本
　
先
生
方
の
お
話
か
ら
、「
マ
イ
・
ス

ト
ー
リ
ー
」
づ
く
り
の
支
援
と
し
て
、
教
師

が
生
徒
の
内
面
か
ら
関
心
や
こ
だ
わ
り
感
な

ど
を
「
引
き
出
す
」
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

加
藤
　
教
師
が
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
私
は

「
結
ぶ
」
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
生

徒
同
士
の
探
究
、
企
業
や
大
学
な
ど
、
生
徒

を
他
者
や
社
会
と
結
ぶ
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で

に
は
な
か
っ
た
視
点
を
得
て
自
分
の
世
界
を

広
げ
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
づ
く
り
に

つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
自
然
に
還
る
繊
維
の

開
発
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
は
実
験
を
重
ね
、

稲
わ
ら
を
用
い
て
繊
維
を
つ
く
り
ま
し
た
。

次
の
段
階
の
実
用
化
に
は
企
業
の
力
が
必
要

だ
と
助
言
す
る
と
、
自
ら
ア
パ
レ
ル
企
業
60

社
以
上
に
連
絡
し
、
そ
の
結
果
、
あ
る
企
業

か
ら
資
金
提
供
を
受
け
、
実
用
化
に
向
け
た

研
究
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
は
そ
の
経
験
を

基
に
、
大
学
で
は
循
環
型
地
捨
地
消
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
と
「
マ
イ・

ス
ト
ー
リ
ー
」
を
語
り
、
第
１
志
望
校
に
総

合
型
選
抜
で
合
格
し
ま
し
た
。

後
藤
　
挑
戦
し
、
そ
れ
を
振
り
返
っ
て
価
値

づ
け
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
経
験

に
意
味
を
見
い
だ
し
て
、
自
分
の
軸
が
定

ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本

校
の
生
徒
も
、
１
年
次
は
自
分
の
志
向
や
関

心
が
曖
昧
で
す
が
、
探
究
学
習
な
ど
で
自
分

で
問
い
を
立
て
、
追
究
し
、
そ
の
成
果
を
発

表
し
て
他
者
か
ら
評
価
を
受
け
、
改
善
す
る

と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、

ど
の
テ
ー
マ
で
も
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
が
書
け

る
、
つ
ま
り
自
分
の
軸
を
持
ち
ま
す
。

富
田
　
進
路
を
自
分
の
意
志
で
選
択
す
る
た

め
の
弊
社
の
「
進
路
達
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
＊

３
）に
取
り
組
む
生
徒
の
様
子
を
見
て
も
、

生
徒
は
ま
ず
、自
分
の
軸
を
基
に
し
た
志
望

動
機
が
語
れ
な
い
と
い
う
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま

す
。そ
の
状
態
か
ら
、適
性
診
断
や
他
者
の

視
点
を
通
じ
て
自
己
理
解
を
深
め
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、大
学
な
ど
に
つ
い
て

の
多
く
の
情
報
を
得
て
か
ら
志
望
動
機
を
表

現
し
て
み
る
こ
と
で
、生
徒
は
徐
々
に「
マ
イ・

ス
ト
ー
リ
ー
」を
語
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

沖
村
　
皆
さ
ん
の
お
話
か
ら
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
す
。
私
は
担
当
す

る
歴
史
の
授
業
で
、
歴
史
的
事
象
を
知
ら
な

い
人
に
説
明
す
る
プ
リ
ン
ト
を
作
成
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
出
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
生
徒
が
楽
し
く
、前
向
き
に
課
題
に
取

り
組
む
姿
を
見
て
、問
い
の
工
夫
次
第
で
自

分
の
可
能
性
に
気
づ
か
せ
、進
路
や
学
習
に

前
向
き
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。そ
し
て
、そ
う
し
て
身
に
つ
け
た
自

分
で
学
ぶ
力
が
、
自
分
の
人
生
を
創
造
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊３　「自分の軸を持った進路選択」の達成を支援するための、ベネッセの進路学習教材。生徒それぞれが大切にしている意識や行動についての診断結果を基に、
大学などの情報を提供する無料プログラム。「進路達成プログラム」の詳細は、ベネッセハイスクールオンラインで紹介。ログインには IDと PWが必要。
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/info/shinro-pgm/index.html

生徒の「マイ・ストーリー」づくりを支援する3校の実践を、次ページから詳しく紹介

設立	 1916（大正５）年
形態	 全日制／普通科／女子校
生徒数	１学年約 130人
2022 年度卒業生進路実績　４年制大は、
青山学院大、学習院大、慶應義塾大、多摩
美術大、中央大、東京造形大、日本女子大、
法政大、武蔵野美術大、明治大、立教大な
どに延べ 137 人が合格。短大・専門学校
進学９人。

設立	 1963（昭和 38）年
形態	 全日制／普通科／共学
生徒数	１学年約 240人
2022 年度卒業生進路実績　4年制大は、
京都産業大、関西大、神戸親和大、広島経
済大、広島工業大、広島国際大、広島修道大、
安田女子大などに延べ39人が合格。短大・
専門学校進学75人。就職 66人。

設立	 1920（大正９）年
形態	 全日制／普通科／共学
生徒数	１学年約 240人（高校）
2022 年度卒業生進路実績　国公立大は、
名古屋大、岡山大、九州工業大、九州大、
熊本大などに54人が合格。私立大は、東
京理科大、同志社大、立命館大などに延べ
304人が合格。海外大学は、台湾・静宜大
などに２人が合格。

東京都・私立
トキワ松学園中学校高校

詳しくは、Ｐ．10〜12

広島県・私立
広島桜が丘高校
詳しくは、Ｐ．13〜15

熊本県立
宇土中学校・宇土高校

詳しくは、Ｐ．16〜18

実践１　高校１年次に学校設定
科目「思考と表現」で、論理的思
考力・表現力を育成し、生徒が自
分の関心を見いだす活動を行う。

実践１　「自考自創」のための６
つのマインドを設定。各教科の
単元末にそれらを自己評価し、
自己肯定感を高める場を設ける。

実践１　全教科で「問い」を起
点とした授業を行い、生徒が自
ら問いを立てる力を育む。

実践２　担任を中心に、教師と
生徒が対話を丁寧に繰り返し、
生徒が自分の関心や活動を進路に
つなげられるように後押しする。

実践２　６つのマインドを発揮
した生徒について記入するシー
トを運用。各教師が入力して共
有し、生徒を褒める。

実践２　探究学習で行うプレゼ
ンテーションなどの活動を、年
内入試の対策と結びつけて実施
する。

振
り
返
る
こ
と
で
経
験
に

意
味
を
見
い
だ
し
、軸
が
定
ま
る

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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中
高
一
貫
の
女
子
校
で
あ
る
東
京
都・私
立

ト
キ
ワ
松
学
園
中
学
校
高
校
は
、２
０
１
４

年
度
か
ら
、「
探
究
女
子
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、自
ら
探
究
学
習
を
進
め
ら
れ
る
生
徒

の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
同
校
で
は
以

前
か
ら
、
各
教
科
の
授
業
に
お
い
て
、「
自
分

の
興
味
・
関
心
を
追
究
す
る
」、「
自
ら
調
べ

て
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
」と
い
っ
た
探

究
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
れ
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
よ
う
と
、
16
年
度
か
ら
中

学
１
年
次
に
、
18
年
度
か
ら
高
校
１
年
次
に

週
１
時
間
ず
つ
、
学
校
設
定
科
目
「
思
考
と

表
現
」
を
設
置
。
す
べ
て
の
学
習
の
土
台
と

な
る
論
理
的
思
考
力
や
表
現
力
、
調
査
ス
キ

ル
な
ど
の
指
導
を
体
系
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
日
常
的
に
教
師
が
生
徒
に
声
を

か
け
、
対
話
か
ら
素
朴
な
疑
問
を
引
き
出
し
、

問
い
に
結
び
つ
け
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、

生
徒
は
課
外
活
動
で
探
究
学
習
に
熱
心
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。「
稲
わ
ら
を
利
用

し
た
新
繊
維
の
開
発
」「
強
振
動
と
急
激
な

水
温
変
化
が
及
ぼ
す
金
魚
摂
餌
の
影
響
」
と

い
っ
た
研
究
や
、
子
ど
も
の
国
際
交
流
の
支

援
な
ど
、
探
究
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
探
究
学
習
の
深
ま
り
に
伴
い
、
年
内
入
試

の
希
望
者
が
増
加
。
22
年
度
の
高
校
３
年
生

の
特
進
ク
ラ
ス
で
は
、
年
内
入
試
の
受
験
者

数
が
ク
ラ
ス
の
３
分
の
２
に
上
っ
た
。
同
ク

ラ
ス
の
担
任
を
務
め
た
進
路
指
導
部
長
の
加

藤
美
恵
子
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
探
究
学
習
で
自
分
の
疑
問
や
好
き
な
こ

と
を
突
き
詰
め
て
い
っ
た
結
果
、
生
徒
は
将

来
や
り
た
い
こ
と
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
が
お

の
ず
と
志
望
校
選
択
に
結
び
つ
い
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
大
学
調
べ
を
す
る
中
で
、

志
望
校
が
年
内
入
試
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
、『
自
分
の
頑
張
り
を
生
か
し
て
志

望
校
に
挑
戦
し
た
い
』、『
探
究
学
習
の
成
果

を
大
学
に
見
て
も
ら
い
た
い
』
と
、
年
内
入

試
を
希
望
す
る
生
徒
が
多
く
現
れ
ま
し
た
」

　
加
藤
先
生
が
前
回
高
校
３
年
生
の
担
任
を

務
め
た
７
年
前
は
、
年
内
入
試
の
受
験
者
数

は
ク
ラ
ス
の
３
分
の
１
だ
っ
た
。
年
内
入
試

を
実
施
す
る
大
学
数
の
増
加
の
影
響
も
あ

り
、
こ
こ
数
年
、
年
内
入
試
の
受
験
者
が
増

え
て
い
る
と
、
田
村
直
宏
校
長
は
語
る
。

　「
大
学
が
求
め
る
力
と
本
校
が
培
っ
て
き

た
力
が
合
致
し
て
き
た
こ
と
が
、本
校
で
年

内
入
試
の
受
験
者
が
増
え
て
い
る
要
因
の
１

つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。探
究
学
習
で
の
学

び
と
成
果
を
基
に
し
た『
マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー
』

を
表
現
す
る
こ
と
で
、一
般
選
抜
で
は
合
格

が
難
し
い
大
学
に
合
格
し
た
生
徒
は
何
人
も

い
ま
す
。探
究
学
習
と
年
内
入
試
へ
の
挑
戦

が
、生
徒
の
未
来
を
大
き
く
拓
い
て
い
ま
す
」

進
路
指
導
部
長

加
藤
美
恵
子 

か
と
う
・
み
え
こ

同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。
探
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
国
語
科
。

校
長田村

直
宏 

た
む
ら
・
な
お
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

「
思
考
と
表
現
」担
当
、
司
書
教
諭

勝
見
浩
代 

か
つ
み
・
ひ
ろ
よ

同
校
に
赴
任
し
て
34
年
目
。
教
務

部
。
国
語
科
。

学
力
向
上
推
進
部

菅
原
孝
宏 

す
が
わ
ら
・
た
か
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
探
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
２
学
年
担
任
。

理
科（
物
理
）。

「
思
考
と
表
現
」担
当
、
司
書
教
諭

小
澤
慶
子 

お
ざ
わ
・
け
い
こ

同
校
に
赴
任
し
て
23
年
目
。
広
報

部
。
社
会
科
。

実践事例 1
１年次から学校設定科目や対話で
関心を掘り起こし、表現力も育む

東京都・私立トキワ松学園中学校高校
自分の関心を突き詰め、自分の考えを表現する力を鍛える学校設定科目「思考と表現」を１年次に実施。

関心の喚起につながる対話や、生徒を学校外と「結ぶ」ことを通じて、生徒の「マイ・ストーリー」づくりを支える。

C
A
SE

探
究
学
習
を
頑
張
っ
た
生
徒
ほ
ど

年
内
入
試
を
希
望

年内入試の

現状
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高
校
１
年
次
の「
思
考
と
表
現
」で
は
、講

読
や
文
章
表
現
、
調
査
、
論
文
作
成
、
発
表

な
ど
の
ス
キ
ル
を
、
実
践
課
題
を
通
じ
て
学

ん
で
い
く
（
図
１
）。
例
え
ば
、
１
学
期
の

後
半
に
取
り
組
む
読
書
感
想
文
で
は
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
、
下
書
き
、
清
書
と
、
１
冊
で
３

回
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
行
う（
図
２
）。
授
業

を
担
当
す
る
司
書
教
諭
の
勝
見
浩
代
先
生
と

小
澤
慶
子
先
生
が
そ
の
都
度
、
誤
字
・
脱
字

や
表
現
の
誤
用
な
ど
を
添
削
。
生
徒
の
考
え

が
伝
わ
る
文
章
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

れ
も
率
直
に
指
摘
し
、
生
徒
が
本
当
に
伝
え

た
い
こ
と
を
追
究
さ
せ
て
い
る
。

　「
本
選
び
か
ら
主
題
に
対
す
る
自
分
の
考

え
に
至
る
ま
で
、
生
徒
は
自
分
の
関
心
を
突

き
詰
め
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
過
程
を
本

科
目
で
繰
り
返
し
経
験
す
る
こ
と
が
、
将
来

の
目
標
や
自
分
の
軸
を
見
い
だ
す
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
ま
す
」（
小
澤
先
生
）

　
１
年
次
の
夏
季
休
業
時
に
は
、
希
望
進
路

に
関
す
る
新
書
を
読
み
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
く

進
路
学
習
の
課
題
に
取
り
組
む
。
新
書
選
び

に
迷
う
生
徒
に
は
、
司
書
教
諭
が
伴
走
す
る
。

　「『
何
に
関
心
が
あ
る
の
？
』『
建
築
で
す
』

『
造
る
方
？
　
見
る
方
？
』
な
ど
と
生
徒
と

や
り
取
り
し
な
が
ら
生
徒
の
関
心
を
探
り
、

そ
れ
に
合
い
そ
う
な
本
を
数
冊
挙
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
目
次
と
最
初
の
数
ペ
ー
ジ
を
読
ん

で
み
て
、
１
冊
読
み
通
せ
そ
う
な
本
を
選
ぶ

よ
う
助
言
し
、
最
終
的
に
は
生
徒
自
身
に
読

む
本
を
選
ば
せ
て
い
ま
す
」（
勝
見
先
生
）

　
図
書
室
は
、各
教
科
の
探
究
的
な
活
動
で

使
う
資
料
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
も
な
っ
て
い

る
。
同
科
目
を
通
じ
て
生
徒
の
志
向
を
把
握

し
て
い
る
勝
見
先
生
と
小
澤
先
生
は
、
生
徒

か
ら
の
相
談
に
、「
前
に
こ
う
書
い
て
い
た
よ

ね
。
こ
の
本
が
探
究
に
つ
な
が
る
か
も
」
と
、

生
徒
の
関
心
に
応
じ
た
助
言
を
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
に
、
自
分
の
関
心
に
基
づ
い
て

講
読
を
重
ね
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
書
く
こ
と

で
、
希
望
進
路
の
分
野
で
使
わ
れ
る
用
語
が

身
に
つ
き
、
自
分
の
考
え
を
適
切
な
語
彙
を

用
い
て
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　「
生
徒
は
本
科
目
の
課
題
の
添
削
を
通
じ

て
、
自
分
と
他
者
の
考
え
を
混
同
し
な
い
こ

と
や
、
事
実
を
要
約
し
て
か
ら
自
分
の
考
え

を
書
く
こ
と
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。
３
年
次

の
志
望
理
由
書
や
小
論
文
の
作
成
時
に
、
そ

の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
」（
加
藤
先
生
）

読書
感想文

主題を意識してテキストを読む方法を学ぶ。読
書感想文に書くべき内容と、その順序を考える
ことを通じて、論理的な文章展開について学ぶ。

進路を
考える本

夏季休業中の進路学習の課題に向け、進路に
関する新書を選ぶ。

ブック
レポート

著者の考えを読み取り、自分の主張を確立した
上でブックレポートを作成する。

SDGs
探究
レポート

各自でSDGsに関するテーマを設定し、調べ学
習を行う。根拠のある資料を基に結論を導き出
し、レポートにまとめる（レポートの書き方の基
礎を学ぶ）。グループディスカッションを通じて、
個別の課題についての理解を深める。

ほかに、事典や新聞の縮刷版の使い方、インターネット検索の留意
点などに関するスタディースキルを学び、その実践として、新聞の社
説の要約を行う。定期考査はなく、提出物と授業に取り組む態度な
どで評価する。　　　　　　　　　※学校資料を基に編集部で作成。

〈作成の進め方〉
❶本選び　司書教諭が用意した課題図書 50タイトル以上の中から、
生徒自身で読む本を選ぶ。

❷ワークシート　印象に残った場面（感動、共感、反感、疑問など）
とその理由、主題と主題に対する自分の考えなどを書く。同シートが
感想文の土台となる。

❸下書き　司書教諭によるワークシートの添削結果も踏まえて、「本の
内容」「主題と自分の意見」「まとめ（自分はどうしたいか）」の３パー
トに分けて書く。

　

❹清書　下書きの添削結果を踏まえて、800 字以内で仕上げる。

※学校資料を基に編集部で作成。

動いている図書室
同校の図書室は、年間約1,500 冊を購入。廃棄できな
い書籍かどうかを慎重に検討し、蔵書を入れ替えている。
全教師が担当教科の購入候補の書籍を検討し、購入の可
否を決めている。「探究学習でこのテーマに取り組んでい
る生徒がいる」「授業で使う」など、生徒の学びに合った
書籍をそろえることを心がけている。

●読書感想文のルーブリック（抜粋）
A B

文章
文章 主語・述語の不一致、文意

が通らない文章がない
主語・述語の不一致、文意
が通らない文章がある

論理的な
文章表現

論旨が一貫している（矛盾が
ない）

論旨が一貫していないとこ
ろがある（矛盾がある）

小澤先生「生徒は、何事に対しても『すごい』を使いがちで、自分の意見を
他者に伝わるように表現するのが苦手です。添削では、例えば『すごい』を
どういった意味で使っているのかなどを問いかけます」

〈学習評価〉
❷〜❹では、生徒はルーブリックを用いて自己評価を行う。教師も添
削後に同じルーブリックを用いて評価をつけ、生徒に返却する。

勝見先生「形成的評価として、自分の力を認識できるようにしています。生
徒には、『CならB、BならAと、１つでもよいから上を目指そう』と声をか
けています」 注目注目

高校１年次「思考と表現」の主な学習内容読書感想文作成の指導概要 図１図２

高校１年次
学校設定科目
「思考と表現」

関
心
を
広
げ
、
深
め
な
が
ら

表
現
力
を
鍛
え
る

実践1

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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同
校
の
生
徒
と
教
師
の
距
離
は
近
く
、
普

段
か
ら
よ
く
話
を
す
る
。
そ
の
際
に
教
師
は

生
徒
の
関
心
を
把
握
し
、
探
究
学
習
や
志
望

校
選
択
の
き
っ
か
け
と
な
る
材
料
を
提
供
す

る
。
ま
た
、図
書
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
思

考
と
表
現
」
で
の
成
果
物
を
見
た
り
、
生
徒

個
々
の
貸
し
出
し
履
歴
か
ら
各
教
科
や
探

究
学
習
で
活
用
し
た
書
籍
を
確
認
し
た
り
し

て
、
話
の
糸
口
を
探
る
と
、
学
力
向
上
推
進

部
の
菅
原
孝
宏
先
生
は
語
る
。

　「
担
任
は
、
各
教
科
担
当
の
教
師
と
の
対

話
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
で
生
徒
が
示

し
た
関
心
を
捉
え
て
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を

生
徒
に
か
け
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
ま
す
。
生

徒
の
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』
づ
く
り
に
主

に
寄
り
添
う
の
は
担
任
で
す
が
、
担
任
が
必

要
と
す
る
情
報
は
、
学
校
全
体
で
連
携
を

取
っ
て
共
有
し
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
生
徒
と
の
対
話
の
前
段
階
と
し
て
、

信
頼
関
係
の
構
築
も
重
視
し
て
い
る
。

　「
学
問
の
本
質
を
伝
え
る
授
業
を
す
る
こ

と
に
加
え
て
、
面
談
で
は
じ
っ
く
り
生
徒
の

話
を
聞
き
ま
す
。
学
校
行
事
な
ど
で
生
徒
の

多
様
な
面
を
捉
え
て
褒
め
る
こ
と
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
」（
菅
原
先
生
）

　
生
徒
を
他
者
や
社
会
と
結
び
、
志
望
校
選

択
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
看
護
学
部
志
望
だ
っ
た
あ
る
生
徒
は
、

救
急
医
療
や
高
齢
者
看
護
な
ど
、
大
学
ご
と

に
特
色
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
志
望
校
選
択

に
悩
ん
で
い
た
。
そ
の
生
徒
が
子
ど
も
食
堂

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
田

村
校
長
が
小
児
が
ん
の
子
ど
も
の
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
。
生
徒
は
、
最
終
的
に
小

児
医
療
に
力
を
入
れ
る
大
学
を
選
ん
だ
。

　「
探
究
テ
ー
マ
が
志
望
校
選
択
に
直
結
す

る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
多
く
の
活
動
を
し
て

い
て
も
、
自
分
の
関
心
の
軸
を
見
い
だ
せ
な

い
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
に
必
要

な
の
は
、
他
者
の
存
在
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
場
し
て
評
価
を
受
け
た
り
、
大
学
教
員

や
地
域
の
人
な
ど
、
学
校
外
の
人
と
話
し
た

り
す
る
中
で
、
自
分
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て

い
き
た
い
の
か
を
生
徒
は
お
の
ず
と
考
え
ま

す
。
自
分
の
内
面
を
見
つ
め
、
自
己
と
の
対

話
を
深
め
て
い
く
先
に
、
自
分
が
将
来
や
り

た
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
加
藤
先
生
）

　
３
年
次
の
志
望
校
を
絞
り
込
む
過
程
で

は
、
担
任
は
入
試
日
程
を
考
慮
し
な
が
ら
生

徒
個
々
に
声
を
か
け
、
年
内
入
試
の
準
備
を

始
め
る
。

　「
そ
の
頃
に
は
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』

の
軸
は
で
き
て
い
る
の
で
、
後
は
そ
れ
を
い

か
に
表
現
す
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。『
思

考
と
表
現
』
で
改
善
の
た
め
に
は
添
削
が
必

要
な
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、
生
徒

は
く
じ
け
ず
、
何
度
で
も
志
望
理
由
書
を
書

き
直
し
て
き
ま
す
」（
加
藤
先
生
）

「思考と表現」、
各教科の学習支援

探究学習、面談

各教科での
探究的な学び

学習内容の
共有

生徒の関心事
の共有

学習内容
の共有

※取材を基に編集部で作成。

生徒

クラス担任

司書教諭 各教科担当

探究の伴走、
他者と結ぶ

関心探し
の伴走

関心の
喚起

「マイ・ストーリー」づくりの支援体制図３

生徒の
活動と進路を
対話で結ぶ

教
師
が
連
携
し
て
生
徒
を

把
握
し
、対
話
に
つ
な
げ
る

実践 2

社
会
人
の
支
援
も
得
な
が
ら
探
究
学
習
を
深
化
。

教
科
指
導
も
強
化
し
、志
望
校
の
幅
を
広
げ
た
い

　
課
外
活
動
が
中
心
だ
っ
た
探
究
学
習
は
、
22
年
度
か
ら
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

で
行
っ
て
い
る
。
高
校
１
年
次
は
週
２
時
間
で
、
連
携
先
の
６
つ
の
企
業
の
研
究
や
、

企
業
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
に
取
り
組
む
。
高
校
２
年
次
は
週
３
時
間
で
、
人
文
科
学
・

社
会
科
学
・
自
然
科
学
・
美
術
デ
ザ
イ
ン
の
４
つ
の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て
探
究
学
習
を
行

う
。
専
門
的
な
テ
ー
マ
で
は
、
外
部
の
社
会
人
の
支
援
も
得
て
、
探
究
を
深
め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
教
科
指
導
を
強
化
し
て
教
科
学
力
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
、
国
公
立
大
学
の

総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
受
験
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　「
年
内
入
試
の
受
験
者
数
の
増
加
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
方
で
、
丁
寧
な
添

削
指
導
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
指
導
体
制
の
構
築
も
必
要
で
す
。
学
校
全
体
で
支
援

す
る
体
制
や
方
法
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
」（
田
村
校
長
）

展望
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広
島
県
・
私
立
広
島
桜
が
丘
高
校
は
、

２
０
２
３
年
度
か
ら
「
ス
ー
パ
ー
進
路
多
様

校
」
を
標
榜
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
希
望

進
路
を
か
な
え
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
そ
の
中
で
教
師
た
ち
が
目
指
す
の

が
、
ス
ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー
「
自
考
自
創
」
の

実
現
だ
と
、
桐き

り

原は
ら

琢た
く
ま

副
校
長
は
語
る
。

　「
す
べ
て
の
生
徒
が
自
ら
考
え
、
自
ら
を

創
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
進
路
へ
踏

み
出
す
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

『
自
考
自
創
し
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
言
葉
を

教
師
が
繰
り
返
す
だ
け
で
は
、
そ
う
し
た
生

徒
は
育
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
考
自
創
の

た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
『
桜
が
丘
６

マ
イ
ン
ド
』
と
し
て
明
確
に
し
た
上
で
（
図

１
）、
そ
の
育
成
の
た
め
に
必
要
な
教
育
活

動
を
整
理
し
ま
し
た
」

　
同
校
に
は
、
中
学
校
で
勉
強
に
苦
手
意
識

を
持
っ
た
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
る
。
こ
れ

ま
で
は
、
そ
う
し
た
生
徒
は
「
自
分
に
進
学

は
無
理
だ
」
と
早
々
に
進
路
の
選
択
肢
を
狭

め
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
っ
た
。
教
師
も
生
徒

の
そ
の
よ
う
な
考
え
を
仕
方
の
な
い
も
の
と

し
て
受
け
入
れ
て
い
た
。
し
か
し
15
年
度
大

学
入
試
に
お
い
て
、
当
時
３
学
年
担
任
を
務

め
た
沖
村
将
彦
先
生
の
ク
ラ
ス
か
ら
、
年
内

入
試
で
同
校
初
の
国
公
立
大
学
現
役
合
格
者

が
３
人
出
た
こ
と
で
、「
自
分
も
高
い
目
標

を
実
現
し
た
い
」
と
い
う
機
運
が
後
輩
の
生

徒
た
ち
の
中
で
高
ま
っ
た
と
い
う
。

　「『
自
分
に
は
進
学
は
無
理
』
と
い
う
生
徒

の
考
え
を
変
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
年
内

入
試
で
は
、
志
望
理
由
書
な
ど
で
、
高
校
生

活
を
通
じ
て
自
分
が
何
者
に
な
っ
た
の
か
、

大
学
で
何
を
学
び
、
社
会
で
何
を
し
た
い
の

か
が
問
わ
れ
ま
す
。
生
徒
に
は
、
将
来
や
り

た
い
こ
と
を
進
学
後
に
始
め
る
の
で
は
な

く
、
小
さ
な
こ
と
で
も
よ
い
か
ら
今
始
め
よ

う
と
声
を
か
け
、
学
校
行
事
や
生
徒
会
活
動

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
勧
め
ま

し
た
」

　
未
来
と
今
を
つ
な
げ
て
「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
を
つ
く
っ
た
生
徒
が
年
内
入
試
で
成

果
を
上
げ
た
こ
と
で
、
数
値
化
し
に
く
い
非

認
知
能
力
に
も
目
を
向
け
て
生
徒
の
日
々
の

成
長
を
認
め
、
自
己
肯
定
感
を
育
む
こ
と
の

重
要
性
が
校
内
に
浸
透
し
た
。
そ
れ
が
23
年

度
か
ら
の
「
自
考
自
創
」
及
び
「
桜
が
丘
６

マ
イ
ン
ド
」
の
周
知
と
、
そ
の
育
成
の
た
め

に
必
要
な
教
育
活
動
の
推
進
力
と
な
っ
て
い

る
。

自信（じ） 自分を信じ勇気を持って挑戦するマインド

向上（こ） 成長したいと願い自ら行動するマインド

探究（う） 興味関心を深く突き詰めるマインド 

受容（じ） 他者を理解し受け入れるマインド

疎通（そ） 積極的にコミュニケーションを図るマインド

協調・協働（う） 仲間と共に（のために）事を成すマインド

※学校資料を基に編集部で作成。

スクールポリシー「自考自創」を実現するために必要な
資質・能力「桜が丘６マインド」

図１

１
学
年
主
任

沖
村
将
彦 

お
き
む
ら
・
ま
さ
ひ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。
進
路

指
導
部
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

副
校
長

桐
原

　琢 

き
り
は
ら
・
た
く
ま

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

実践事例 2
「桜が丘６マインド」を軸に、

生徒のよさや成長を教師が語る
広島県・私立広島桜が丘高校

広島県・私立広島桜が丘高校では、生徒の非認知能力「桜が丘６マインド」を見取り、
自己肯定感の醸成を図ることで、年内入試への挑戦を支援している。

C
A
SE

「
自
分
に
も
で
き
る
」
と

気
づ
き
始
め
た
生
徒
た
ち

年内入試の

現状

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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同
校
が
掲
げ
る
「
ス
ー
パ
ー
進
路
多
様
校
」

と
は
、
生
徒
の
多
様
な
志
望
を
１
０
０
％
実

現
す
る
学
校
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
し

た
学
校
に
な
る
た
め
に
は
、
生
徒
に
は
志
望

を
語
る
力
が
、
教
師
に
は
生
徒
の
志
望
を
引

き
出
す
力
が
必
要
だ
と
、
桐
原
副
校
長
は
語

る
。
そ
れ
は
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
、

生
徒
と
教
師
双
方
の
力
で
つ
く
り
上
げ
て
い

く
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。

　「
進
路
に
つ
い
て
の
答
え
を
持
っ
て
い
る

の
は
、
教
師
で
は
な
く
生
徒
で
す
。
高
校
入

学
段
階
で
は
自
分
に
自
信
が
持
て
な
い
生
徒

も
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
生
徒

に
も
、『
こ
ん
な
進
路
を
歩
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
今
を
こ
の
よ
う
に
生
き
た
い
』

と
、
自
分
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
結
び
つ
け
て

語
れ
る
力
を
育
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
生
徒
に
自
分
を
語
る
力
を
育
む
た
め
に
は

メ
タ
認
知
が
必
要
だ
と
考
え
る
桐
原
副
校
長

は
、
23
年
度
か
ら
の
学
校
改
革
の
一
環
と
し

て
、
自
考
自
創
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な

桜
が
丘
６
マ
イ
ン
ド
の
観
点
で
、
生
徒
が
授

業
や
単
元
ご
と
に
自
分
を
振
り
返
る
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
（
図
2
）
を
導
入
し
た
。

　「
様
々
な
資
質
・
能
力
の
観
点
で
自
分
を

多
角
的
に
振
り
返
れ
る
よ
う
に
、
授
業
も
教

師
に
よ
る
説
明
一
辺
倒
で
は
な
く
、
生
徒
が

個
人
で
頑
張
る
時
間
、
グ
ル
ー
プ
で
考
え
る

時
間
な
ど
、
多
様
な
活
動
を
盛
り
込
む
よ
う
、

先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

『
あ
な
た
の
発
言
は
、
自
分
と
は
違
う
立
場

の
人
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ

ね
』
な
ど
と
、
6
マ
イ
ン
ド
を
意
識
し
て
生

徒
を
見
取
る
こ
と
で
、
生
徒
が
授
業
を
通
じ

て
自
分
の
よ
さ
や
価
値
観
を
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
授
業
改
善
が
進
む
こ
と
で
生
徒
の
メ
タ
認

知
は
確
実
に
促
さ
れ
る
と
、
沖
村
先
生
も
実

感
し
て
い
る
。

　「
中
学
校
ま
で
の
経
験
か
ら
『
自
分
は
勉

強
が
で
き
な
い
』
と
思
い
込
ん
で
い
る
生
徒

は
、
非
認
知
能
力
の
視
点
で
自
分
を
振
り
返

る
こ
と
で
、『
自
分
は
教
科
書
の
内
容
を
覚

え
る
の
が
苦
手
な
だ
け
で
、
物
事
の
本
質
を

深
く
考
え
る
こ
と
は
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
』

と
自
分
を
捉
え
直
し
ま
す
。
学
び
の
楽
し
さ

と
、
学
び
を
通
じ
た
自
身
の
変
容
に
気
づ
い

た
生
徒
は
、
向
学
心
が
芽
生
え
、
や
が
て
進

学
を
選
択
肢
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

自考自創を実現するために必要な桜が丘６マインドの観点で自分を振り返るワークシート図２

「
何
が
分
か
っ
た
か
・
分
か
ら
な
か
っ
た
か
」
だ
け
で
は
な
く
、「
自
分
は
ど
の
よ
う

に
学
ん
だ
か
・
そ
れ
は
な
ぜ
か
」
を
生
徒
が
振
り
返
る
。「
１
人
で
学
ぶ
の
か
、
ほ
か

の
人
と
話
し
合
う
の
か
を
自
分
で
考
え
、
自
己
決
定
す
る
よ
う
な
授
業
を
行
う
こ
と

で
、
生
徒
が
自
分
ら
し
い
学
び
方
、
生
き
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
メ
タ
認
知
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
桐
原
副
校
長
）

生徒が「桜が丘６マインド」の観点で自分を振り返っている箇所

※学校資料をそのまま掲載。

「自分を語る力」
を

生徒に育む

生
徒
の
メ
タ
認
知
を
促
す

授
業
改
善
を
推
進

実践1
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教
師
が
生
徒
の
志
望
を
引
き
出
し
た
り
、

生
徒
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
た
り
し
て
、

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
づ
く
り
を
支
援
す

る
た
め
に
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る

教
師
の
深
い
理
解
が
欠
か
せ
な
い
。

　「『
あ
な
た
は
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
ね
』

と
、
教
師
が
生
徒
の
よ
い
と
こ
ろ
を
語
る
こ

と
は
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
育
む
だ
け
で

な
く
、
自
己
理
解
も
促
し
ま
す
。
そ
の
生
徒

の
よ
さ
、
適
し
た
進
路
を
見
抜
く
力
が
教
師

に
は
求
め
ら
れ
ま
す
」（
沖
村
先
生
）

　
23
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
生
徒
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
記
録
シ
ー
ト
」
は
、
自
考
自
創
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
な
桜
が
丘
６
マ
イ
ン
ド

を
手
が
か
り
に
し
て
、
実
際
に
ど
の
生
徒
が
、

ど
ん
な
場
面
で
、
ど
ん
な
行
動
を
し
た
の
か

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
録
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
で
あ
る
（
図
３
）。

　「
本
シ
ー
ト
を
記
入
す
る
時
に
、
生
徒
の

姿
を
す
ぐ
に
思
い
出
し
、
具
体
的
な
様
子
を

語
れ
る
か
ど
う
か
で
、
教
師
が
日
常
的
に
ど

の
く
ら
い
生
徒
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
か
を
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
ま
た
、

記
入
し
た
内
容
を
教
師
間
で
シ
ェ
ア
す
る
こ

と
で
、
生
徒
の
見
取
り
を
豊
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」（
桐
原
副
校
長
）

　
自
己
肯
定
感
が
十
分
に
高
ま
っ
て
い
な
い

生
徒
は
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
他
者

に
語
る
こ
と
を
恐
れ
が
ち
だ
と
、
沖
村
先
生

は
言
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な
夢
を
語
っ

て
も
笑
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
深
く
生
徒
を
理

解
し
た
教
師
か
ら
「
あ
な
た
は
き
っ
と
大
丈

夫
だ
よ
」
と
励
ま
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
心

理
的
安
全
性
に
満
ち
た
教
室
を
つ
く
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　「
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
必
ず
持
っ
て
い

る
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
を
教
師
が
把
握
し
、
語

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
生
徒
は

堂
々
と
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』
を
話
し
始

め
ま
す
。
今
後
も
、
６
マ
イ
ン
ド
を
手
が
か

り
に
生
徒
を
し
っ
か
り
と
見
取
っ
て
い
く
こ

と
で
、
自
分
を
語
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
年

内
入
試
に
、
生
徒
が
果
敢
に
挑
戦
で
き
る
よ

う
、
支
援
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」（
沖
村
先
生
）

期間：2023 年１月３０日 ～２月５日

No. 力 誰が？
どんな

場面で？
どうした？

①

□ 自信
□ 向上
□ 探究
□ 受容
□ 疎通
□ 協調

1 年生 A
（バドミン
トン部）

2/4（土）
広島県

学年別大会
（バドミントン）

前大会は緊張に飲み込まれ
1 回戦負けだったが、顧問の

「大きな声を出せば気持ちも
大きくなる」という助言を実
践し、自信を持って試合に臨
み、ベスト８（５位）に入った。

②

□ 自信
□ 向上
□ 探究
□ 受容
□ 疎通
□ 協調

3 年生 G
1/30（月）
卒業試験

高３になるまで満点を取った
ことがなかったが、2 学期に
日本史 B の試験で初めて満
点を取ることができ、その後
も継続した努力と徹底した
準備をすることで、卒業試験
において学年で唯一の満点
を取った。

③

□ 自信
□ 向上
□ 探究
□ 受容
□ 疎通
□ 協調

3 年生 J
1/30（月）
卒業試験

年度当初は目立たない存在
で、クラスの上位ではあるも
のの、トップを取ることはな
かったが、今までで一番クラ
ス平均点が低かった卒業試験
においてクラストップと唯一の
平均９０点以上を達成した。

教師のための生徒のエピソード記録シート図３

実際の記録シートは 2 ページで、10 個のエピソードを記入できるよう
になっている。「10 個のエピソードをどれぐらいの時間で記入できるの
かを試してみることで、自分が日々生徒をどれくらい見取ることができ
ているのかを確認することができます」（桐原副校長）
※学校資料を基に編集部で作成。

「生徒を語る力」
を

教師に育む

生
徒
を
見
取
る
力
を
問
う

教
師
の
た
め
の
記
録
シ
ー
ト

実践 2

週
５
コ
マ
の
探
究
学
習
な
ど
、

生
徒
が
自
身
の
成
長
を
自
覚
す
る
場
を
拡
充

　
同
校
で
は
23
年
度
か
ら
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
週
5
コ
マ
に
拡
充
。
１
年
次

で
は
「〝
楽
し
さ
〟
と
は
何
か
？
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、e-Sports

大
会
の
開
催
な

ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
探
究
学
習
を
通
じ
て
身
近
な
興
味
・
関
心
の
価
値
に
気
づ
か

せ
る
と
と
も
に
、
自
己
有
用
感
を
取
り
戻
さ
せ
る
こ
と
も
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
２
年

次
以
降
は
、地
元
・
広
島
の
課
題
に
向
き
合
い
、理
想
の
姿
を
考
え
さ
せ
る
予
定
だ
。「
探

究
学
習
は
年
内
入
試
で
合
格
す
る
た
め
の
最
大
の
武
器
の
１
つ
で
あ
る
と
い
う
共
通
認

識
の
下
、
全
教
師
が
探
究
学
習
に
か
か
わ
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
」（
桐
原
副
校
長
）

　
同
校
は
、
進
学
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
言
い
出
せ
な
い
ま
ま
生
徒
を
卒
業
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
生
徒
が
非
認
知
能
力
の
向
上
を
果
た
せ
る
よ
う
な
場
を
充
実
さ
せ
、
そ

こ
で
の
成
長
を
メ
タ
認
知
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
考
え
だ
。

展望

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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２
０
２
３
年
度
に
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
3
期
目
を
迎
え

た
熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
宇
土
高
校
。
か

つ
て
3
年
生
の
１
割
程
度
で
あ
っ
た
年
内
入

試
出
願
者
数
は
、
近
年
は
半
数
に
迫
る
。
さ

ら
に
、
18
年
に
同
校
か
ら
、
世
界
の
最
難
関

大
学
の
１
つ
と
さ
れ
る
米
国
・
ミ
ネ
ル
バ
大

学
に
合
格
者
が
九
州
で
初
め
て
出
て
以
来
、海

外
大
学
合
格
者
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
高
度
な
科
学
研
究
へ
の
取
り
組

み
は
、
生
徒
の
進
路
の
選
択
肢
を
広
げ
て
い

る
が
、
多
彩
な
進
路
を
実
現
す
る
要
因
は
ほ

か
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
全
教
科
で
探
究
の

「
問
い
」
を
創
る
授
業
に
挑
戦
し
て
い
る
こ

と
だ
と
、
横
川
修
校
長
は
語
る
。

　「
探
究
と
は
、
日
常
の
気
づ
き
、
自
然
の

不
思
議
、
社
会
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
生

徒
が
問
い
を
立
て
、
そ
の
解
明
や
解
決
の
た

め
に
協
働
し
て
知
恵
を
出
し
、
行
動
し
、
試

行
錯
誤
す
る
こ
と
で
あ
り
、
世
界
を
自
分
事

に
す
る
営
み
で
す
。
本
校
で
は
、
授
業
の
中

で
生
徒
が
探
究
の
『
問
い
』
を
創
り
、
学
び

を
自
分
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、日
々

の
授
業
で
も
新
た
な
興
味
・
関
心
を
見
つ
け
、

学
校
内
外
の
探
究
の
学
び
で
育
ん
だ
資
質
・

能
力
を
生
か
し
、
年
内
入
試
挑
戦
や
海
外
大

学
進
学
な
ど
、
各
々
が
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ

ン
し
、
進
路
実
現
を
果
た
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
は
、「
問
い
」
を
創
る
力
を
生
か
し
て
、

進
路
選
択
の
キ
ー
と
な
る
出
来
事
や
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
通
じ
た
自
ら
の
成
長
を
マ
イ

ン
ド
マ
ッ
プ
（
写
真
）
な
ど
を
使
っ
て
整
理

し
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
語
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
と
、
探
究
部
長
で
進
路
指

導
主
事
の
後
藤
裕
市
先
生
は
語
る
。

　「
探
究
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
や
日
々
の
授
業

で
の
気
づ
き
、
学
び
な
ど
を
振
り
返
る
こ
と

で
自
分
の
軸
を
見
つ
け
、
高
校
卒
業
後
の
人

生
で
向
き
合
う
『
問
い
』
を
生
徒
が
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち

の
進
路
指
導
で
す
」 探

究
部
長
・
進
路
指
導
主
事
・

指
導
教
諭

後
藤
裕
市 

ご
と
う
・
ゆ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
理
科

（
生
物
）。

校
長横川

　修 

よ
こ
が
わ
・
お
さ
む

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

探
究
部
企
画
班
長
・
指
導
教
諭

梶
尾
滝
宏 

か
じ
お
・
た
き
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。
理

科
（
物
理
）。

教
務
主
任
・
指
導
教
諭

奥
田
和
秀 

お
く
だ
・
か
ず
ひ
で

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
（
日
本
史
）。

写真　後藤先生が生徒と一緒に描いたマインドマップ。探究学習での様々な気づきや
出会いを振り返る中で、「これがやりたかったんだ！」と気づく生徒は少なくない。

実践事例 3
探究の学びを軸に、UTO-LOGICを

駆使して「問い」を創る力を養う
熊本県立宇

う

土
と

中学校・宇土高校
SSH3 期目を迎え、全校体制でサイエンス人財の育成を図る熊本県立宇土中学校・宇土高校。

探究の学びを軸に、生徒の主体性を引き出し、人生100 年時代のキャリアをデザインさせる実践を紹介する。

探
究
の
学
び
で
育
ん
だ

資
質・能
力
で
進
路
を
拓
く

C
A
SE

年内入試の

現状
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同
校
で
は
、
全
教
科
で
探
究
の
「
問
い
」

を
創
る
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
教
務
主

任
の
奥
田
和
秀
先
生
は
、
日
頃
か
ら
「
問
い
」

の
視
点
を
持
っ
て
授
業
に
臨
む
こ
と
で
、
生

徒
に
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

が
醸
成
さ
れ
、
ひ
い
て
は
キ
ャ
リ
ア
を
描
く

土
壌
が
育
ま
れ
る
と
語
る
。

　「
例
え
ば
日
本
史
の
授
業
で
、『
旧
石
器
時

代
の
日
本
人
』と
い
う
授
業
タ
イ
ト
ル
を『
日

本
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
』
と
、
問
い

の
形
に
変
え
る
だ
け
で
、
生
徒
の
学
び
へ
の

姿
勢
は
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
『
問
い
』

を
単
元
の
冒
頭
だ
け
で
な
く
、
１
コ
マ
の
授

業
の
中
で
教
師
と
生
徒
双
方
が
立
て
て
い
き

ま
す
」

　
探
究
の
「
問
い
」
を
創
る
授
業
は
、
反
転

学
習
を
取
り
入
れ
、「
問
い
」
を
鍵
に
し
た

３
つ
の
活
動
で
構
成
さ
れ
る
（
図
１
）。「『
問

い
』を
つ
か
む
」で
は
、教
師
が
提
示
し
た「
問

い
」
に
向
き
合
い
、知
識
を
整
理
す
る
。「「
問

い
」
に
挑
む
」
で
は
、
論
文
な
ど
に
基
づ
い

た
「
問
い
」
を
教
師
が
提
示
し
、
話
し
合
い

な
ど
を
通
じ
て
思
考
力
な
ど
を
磨
く
。「『
問

い
』
を
創
る
」
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
学
び
を

踏
ま
え
て
生
徒
が
新
た
な
「
問
い
」
を
創
る
。

　「
授
業
の
最
後
の
『
問
い
』
創
り
は
、
本

校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

『
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
』（
図
２
）
の
い
ず
れ
か
を
切

り
口
に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
毎
日
の
問
い

創
り
を
見
守
る
中
で
、
私
た
ち
教
師
は
『
い

つ
も
は
論
理
性
を
重
視
し
た
問
い
な
の
で
、

今
日
は
創
造
性
を
重
視
し
た
問
い
を
創
っ
て

み
よ
う
』
な
ど
と
、
生
徒
に
声
を
か
け
て
い

ま
す
」（
後
藤
先
生
）

　
生
徒
は
、「
問
い
」
創
り
な
ど
の
度
に
接

す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

（
図
２
）
に
よ
っ
て
、「
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
」
を
常

に
意
識
す
る
。
ま
た
教
師
は
、「
問
い
」
創

り
を
通
じ
て
「
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
」
の
育
成
を
図

る
授
業
を
行
う
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師

の
理
想
、
生
徒
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
を

整
理
し
、
実
践
を
共
有
す
る
教
員
研
修
を
例

年
４
月
に
実
施
し
て
い
る
（
図
３
）。

　
日
々
の
授
業
で
何
を
知
り
、
何
が
分
か
っ

た
の
か
。
次
は
何
を
探
究
し
た
い
の
か
ー
。

そ
う
し
て
学
び
を
振
り
返
り
、
次
の
課
題
の

設
定
に
つ
な
げ
る
過
程
を
日
々
の
授
業
で
体

験
す
る
こ
と
も
、
生
徒
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
を
語
る
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

探究の問いを創る授業の流れ

育成を目指す資質・能力「LOGIC」とチェックリスト

資質・能力「LOGIC」を育む授業を行う
ための教員研修プログラム

図１

図２

図３

反転
学習

Logicality
〈論理性〉

Objectivity
〈客観性〉

Global
〈グローバル〉

Innovativeness
〈革新性〉

Creative
〈創造性〉

探究の
「問い」を
つかむ

補足
説明

探究の
「問い」に
挑む

探究の
「問い」を
創る

反転
学習

教科書
理解、

動画提示

概念理解、
要約、
整理

概念理解、
補足説明

論文・
資料提示

探究活動、
テーマ
設定

教科書
理解、

問題演習

家庭学習 １０分 １０分 ２０分 １０分 家庭学習

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

● 育成を目指す資質・能力「LOGIC」

● チェックリスト（Objectivity）
Objectivity〈客観性〉

情報の正確性　参考文献の出典を明らかにしたレポートができる
参考にした図書、文献、新聞記事、ウェブサイトなど、資料の名称を正
しく記載できている。（「著書名」「タイトル」「出版年」「ページまたは
URL」）

□

信頼度の高い資料（著書、出典、公的ウェブサイト等）から参考文献を
活用してレポートを構成することができている。 □
レポートのどの部分に参考文献を活用しているか、参考文献のどの内容
をレポートに活用しているか、レポートを作成する上で表記することが
できている。

□

時
間 内容 取り組み・

ICT活用

0 チェックイン
グランドルール確認・共有

□座席確認
　（教科ごと）
□ chromebook

5

ワーク１
理想の授業をイメージする
❶【教師目線】〇〇ができる、
〇〇が身につく授業　　(5 分）
❷【生徒目線】□□ができる、
□□が身につく授業　　(5 分）
＊教室空間・生徒の実態・個々
のスキルを超えた自由な発想

❶スプレッドシー
トＡ列から１セル
に１コメント入力

15

ワーク２
理想の自学をイメージする
❶【教師目線】〇〇ができる、
〇〇が身につく自学　　（3 分）
❷【生徒目線】□□ができる、
□□が身につく自学　　（2 分）
＊授業内でできないこと、自学
での取り組みが望ましいこと

❷スプレッドシー
トＢ列から１セル
に１コメント入力
❸Ａ列は青色、Ｂ
列は黄色の付せん
として Miro に添付

20

ワーク３
理想の授業設計をイメージする
❶授業でした方がよいこと、
自学でした方がよいことを整理
❷授業でしていたが自学です
る方が理想的、その逆も可視化

❹フレームに付せ
んを移動する

全教科での
探究の「問い」を
創る授業

「
問
い
」を
立
て
る
力
が

キ
ャ
リ
ア
を
描
く
力
に
な
る

実践1

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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23
年
度
、
同
校
は
進
路
行
事
と
探
究
学
習

の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
分
掌
改
編
を
実

施
し
、
進
路
指
導
部
を
探
究
部
の
中
に
置
い

た
。
探
究
学
習
の
充
実
と
進
路
を
切
り
拓
く

力
の
育
成
は
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え

た
か
ら
だ
。
科
学
部
顧
問
と
し
て
同
校
の
探

究
学
習
を
リ
ー
ド
す
る
梶
尾
滝
宏
先
生
は
、

「
探
究
学
習
の
活
動
に
は
、
年
内
入
試
対
策

に
通
じ
る
も
の
は
多
い
」
と
説
明
す
る
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
探
究
学
習
を
通
し
て

年
３
、４
回
の
発
表
を
経
験
し
ま
す
。
漫
然

と
原
稿
を
読
み
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
自
分

が
経
験
し
た
探
究
学
習
の
素
晴
ら
し
さ
を
熱

く
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

も
、
年
内
入
試
で
の
面
接
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
の
練
習
に
な
り
ま
す
。
探
究
学

習
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
年
内
入
試
出
願
時
の

指
導
の
負
担
は
明
ら
か
に
軽
減
し
ま
す
」

　
探
究
学
習
の
発
表
に
お
い
て
、「
テ
ー
マ

に
つ
い
て
何
が
分
か
っ
た
か
」
だ
け
で
は
な

く
、「
探
究
学
習
を
通
し
て
自
分
は
ど
の
よ

う
な
資
質
・
能
力
を
獲
得
し
た
の
か
」「
学

校
の
学
び
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
資

質
・
能
力
が
獲
得
で
き
る
の
か
」
を
生
徒
に

し
っ
か
り
と
語
ら
せ
て
い
る
の
は
、
特
に
下

級
生
に
探
究
学
習
を
通
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
だ
。

　「
文
系
志
望
だ
っ
た
生
徒
が
、
探
究
学
習

を
通
じ
て
理
系
の
世
界
に
興
味
を
持
ち
、
科

学
者
を
目
指
し
て
海
外
大
学
に
進
学
す
る
。

そ
ん
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
出
会
う
と
、
ど
の

生
徒
も
『
自
分
も
大
き
く
変
わ
り
た
い
』
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
学
校
で
の
学
び
を

ど
の
よ
う
に
進
路
に
つ
な
げ
る
か
を
考
え
る

上
で
、
生
徒
に
と
っ
て
先
輩
の
体
験
談
が
何

よ
り
参
考
に
な
り
ま
す
」（
梶
尾
先
生
）

　
日
々
の
授
業
で
の
「
問
い
」
創
り
や
探
究

学
習
を
通
じ
て
、「
自
分
は
何
を
獲
得
し
た

の
か
」「
次
は
何
を
獲
得
し
た
い
か
」
を
メ

タ
認
知
す
る
同
校
の
生
徒
た
ち
。
未
来
を
生

き
る
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め

の
教
科
指
導
・
進
路
指
導
の
改
革
を
通
じ
て
、

生
徒
は
着
実
に
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

描
く
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

志望理由書の作成過程をデータベースとして保存図４

● 生徒 A の学習活動の主な内容
１年　ロジックリサーチ「日本VS感染症〜社会から学ぶ感染症対策〜」
１年　プレ課題研究「ストレスマーカーを用いたプラセボ効果の検証」
２年　３年SS課題研究「ストレス減少の観点から見たプラセボ効果の証明と応

用」

● 生徒 A の主な活動歴
１年３月 　ロジックスーパープレゼンテーション・プレ課題研究代表発表
２年７月 　構想発表会
２年11月　中間発表会「熊本大学連携・大学職員、本校卒業生を交えたポスター

セッション」

● 生徒 Aの志望理由書の作成過程

〈目指す薬剤師像〉

〈きっかけ〉

•高齢化、グローバル化、災害の増加が起こっ
ている現代において、いつでもどこでも誰に
でも、安心して効果的に薬を服用できる環境
を提供することができる薬剤師として、地元
熊本に貢献したい。
•具体的には、汎用性のある豊富な知識、コ
ミュニケーション能力、英語力、説明力、適
応力がある薬剤師になりたい。

生徒が語った内容 教師の問いかけ

•いつでもどこでも
誰にでも、安心し
て効果的に薬を提
供できる薬剤師の
イメージを具体的
に教えてほしい

※学校資料を基に編集部で作成。

❶祖母と薬
•祖母が膝の治療をした際に薬が与えられた
ものの、薬の効果に疑問を持ち飲まなければ
ならない期間を待たずに勝手に服用をやめて
しまった。薬の治療効果や期間まで飲み切る
ことの重要性を薬剤師さんの説明で納得して
いたら祖母は勝手な判断をしなかったのでは
ないか。

•なぜ医療従事者の
中でも薬剤師になり
たいのか
•高齢者だけ？ ど
の年代に焦点を合
わせてもいるか

探究学習の
諸活動の充実

探
究
学
習
の
中
で

年
内
入
試
に
必
要
な
力
を
育
む

探
究
学
習
で
の
成
長
を
語
る

先
輩
の
姿
が
進
路
観
を
刺
激

実践 2

す
べ
て
の
教
師
の
力
、
経
験
を
結
集
し
、

生
徒
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
づ
く
り
を
支
援

　年
内
入
試
出
願
者
の
中
に
は
、
探
究
学
習
で
の
学
び
と
、
そ
こ
で
の
成
長
を
う
ま
く

整
理
で
き
て
い
な
い
生
徒
も
も
ち
ろ
ん
い
る
。
そ
う
し
た
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
に
、

同
校
は
23
年
度
よ
り
、志
望
理
由
書
の
作
成
段
階
か
ら
３
学
年
団
の
教
師
だ
け
で
な
く
、

そ
の
生
徒
の
過
去
の
探
究
学
習
を
伴
走
し
た
教
師
も
か
か
わ
る
よ
う
に
し
た
。

　ま
た
、
年
内
入
試
に
出
願
す
る
生
徒
と
教
師
の
や
り
取
り
を
テ
キ
ス
ト
化
し
、
指
導

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
蓄
積
す
る
よ
う
に
し
た
（
図
４
）。
活
動
歴
だ
け
で
な
く
、

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
つ
く
る
「
問
い
」
と
し
て
、
教
師
が
ど
ん
な
言
葉
を
生
徒

に
か
け
た
の
か
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
を
進
め
て
い
る
。

展望
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　生
徒
が
自
尊
感
情
を
育
み
、
自
己
理
解
を

深
め
て
い
く
た
め
の
対
話
に
お
い
て
は
、
自

分
の
思
い
や
考
え
を
他
者
に
共
有
す
る
中

で
、「
自
分
の
こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
え
た
」

「
そ
う
思
っ
て
よ
い
ん
だ
」 

と
い
っ
た
気
持
ち

に
な
る
よ
う
、
他
者
の
共
感
が
重
要
で
す
。

そ
う
し
た
生
徒
と
の
共
感
的
な
対
話
が
成
り

立
つ
た
め
に
は
、
ま
ず
は
生
徒
に
教
師
の
こ

と
を
「
対
話
の
対
象
」
と
し
て
認
識
し
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
教
師
は
日
頃
か
ら
生
徒
に
声
を
か
け
て
、

日
々
の
出
来
事
や
生
徒
が
考
え
て
い
る
こ
と

を
興
味
を
持
っ
て
聞
き
、
共
感
す
る
態
度
を

見
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　生
徒
に
か
け
る
言
葉
は
、「
最
近
、
何
だ

か
元
気
そ
う
だ
ね
！
」「
部
活
動
の
調
子
は

ど
う
な
の
？
」「
文
化
祭
の
準
備
は
、
は
か

ど
っ
て
い
る
？
」
な
ど
、
何
気
な
い
ひ
と
言

で
構
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
す
る
生
徒
の

返
事
を
「
そ
う
な
ん
だ
」「
そ
れ
は
い
い
ね
」

な
ど
と
肯
定
的
な
言
葉
で
受
け
止
め
、
生
徒

が
話
す
内
容
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
ま
す
。

　「へ
ー
、
○
○
な
ん
だ
」
な
ど
と
生
徒
が

言
っ
た
内
容
を
繰
り
返
す
こ
と
も
、「
ち
ゃ

ん
と
聞
い
て
い
る
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
そ
れ
、
詳
し

く
教
え
て
」
な
ど
と
、
話
を
広
げ
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

　大
切
な
の
は
、
特
定
の
生
徒
に
だ
け
で
は

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
生
徒
に
声
を
か
け
る
こ

と
で
す
。
誰
に
で
も
分
け
隔
て
な
く
声
を
か

け
る
教
師
の
姿
を
見
て
、
生
徒
は
「
こ
の
先

生
と
話
し
て
み
た
い
」
と
思
う
の
で
す
。

専
門
は
発
達
障
害
児
・
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
。
一
般
社
団
法
人
全
国
高
等
教
育
障
害
学
生
支
援

協
議
会
理
事
な
ど
を
歴
任
。
現
在
は
、
石
川
県
立
高
校
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
石
川
県
生
徒
指
導
・
発
達
障
害

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
委
員
な
ど
を
務
め
る
。

https://www.pen-kanagawa.ed.jp/
edu-ctr/sodan/leaflet.html

『生徒の自己理解を促す共感的な対話』
神奈川県立総合教育センターが製作した冊子『生徒の自
己理解を促す共感的な対話』では、学校生活の様々な場
面において、教師が生徒と「共感的な対話」を実現でき
るよう、具体的な対話のポイントを紹介
している。

西村客員准教授が監修した対話のヒント集

1

自己理解を促すかかわり方を考える

教師の共感的なかかわりの中で、
生徒は自身の思いを再構築する

富山大学保健管理センター 客員准教授　西村優紀美
「マイ・ストーリー」を生徒自身が語れるようになるためには、教師の日々のかかわりが重要になる。

では、どのようなことに留意して、生徒とかかわればよいのか。「共感的な対話」をキーに専門家が語った。

教
師
を
「
対
話
の
対
象
」
と

生
徒
に
認
識
さ
せ
る

AD
VIC

E

日常の
接し方

富
山
大
学

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

客
員
准
教
授

西
村
優
紀
美 

に
し
む
ら
・
ゆ
き
み

【
西
村
客
員
准
教
授
か
ら
の
提
言
】
よ
り
よ
い
生
き
方
・
進
路
を
自
分
で
選
択
す
る
た
め
に
は
、
過

去
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
自
分
の
考
え
方
や
得
意
・
不
得
意
に
向
き
合
う
自
己
理
解
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
自
分
に
対
し
て
肯
定
的
で
な
け
れ
ば
、
自
分
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
は
な
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
生
徒
の
自
尊
感
情
を
高
め
る
た
め
の
有
効
な
手
法
の
１
つ
で
あ
る
「
共
感
的

な
対
話
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。進
路
を
考
え
る
生
徒
の
支
援
に
き
っ
と
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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生
徒
が
自
分
の
興
味
・
関
心
や
将
来
の
目

標
な
ど
を
整
理
し
、
歩
む
べ
き
進
路
を
明
確

に
し
て
い
く
た
め
に
、
教
師
は
面
談
で
生
徒

に
ど
の
よ
う
に
接
す
る
と
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　
面
談
で
生
徒
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
つ

い
「
そ
れ
な
ら
○
○
を
し
た
方
が
よ
い
」
な

　
と
は
い
え
、
生
徒
の
話
に
「
う
ん
う
ん
、

そ
う
な
ん
だ
ね
」
と
聞
く
こ
と
だ
け
が
共
感

的
な
対
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
の
話
の

中
で
気
に
な
っ
た
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と

は
質
問
し
て
も
よ
い
で
す
し
、
生
徒
か
ら
問

わ
れ
た
ら
、
先
生
自
身
の
考
え
を
伝
え
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
は
、
生
徒
の
考
え

を
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
否
定

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、「
こ
の
生
徒

は
、
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
、
生

徒
に
関
心
を
持
っ
て
さ
ら
に
話
を
聞
き
ま
す
。

　
面
談
の
途
中
で
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
も

教
師
の
大
切
な
役
割
で
す
。
そ
の
際
、「
ま

と
め
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
ね
」
と
決
め

つ
け
る
の
で
は
な
く
、「
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
を
整
理
す
る
と
、
先
生
は
こ
う
理
解
し
た

の
だ
け
ど
、
そ
れ
で
い
い
か
な
？
」
と
、
生

徒
に
必
ず
質
問
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
も
し

整
理
の
仕
方
が
違
っ
て
い
る
場
合
は
、
生
徒

は
「
こ
こ
が
違
い
ま
す
」
と
指
摘
す
る
こ
と

に
な
り
、
生
徒
に
と
っ
て
自
分
の
考
え
を
再

確
認
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

　
性
急
に
答
え
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
生

徒
の
言
葉
を
待
ち
、
受
け
止
め
、
引
き
出
す

こ
と
で
、
生
徒
は
少
し
ず
つ
自
分
を
語
る
力

を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

ど
と
具
体
的
な
助
言
を
し
た
く
な
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
性
急
に
解
決
策
を
示
す
の
で

は
な
く
、
生
徒
の
考
え
や
悩
み
に
関
心
を

持
っ
て
耳
を
傾
け
、「
あ
な
た
は
ど
う
し
た

い
？
」
な
ど
と
問
い
か
け
、
生
徒
自
身
に
状

況
や
思
い
を
整
理
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
生
徒
が
稚
拙
な
考
え
を
語
っ
た
と
し
て

も
、「
あ
な
た
は
そ
う
思
っ
た
ん
だ
ね
」、「
あ

な
た
が
感
じ
た
こ
と
は
分
か
っ
た
よ
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
生
徒
の
思
い
や
考
え
を
受

け
止
め
、「
じ
ゃ
あ
１
週
間
後
に
、
ま
た
先

生
に
状
況
を
教
え
て
ね
」
な
ど
と
、
一
緒
に

考
え
続
け
る
姿
勢
を
示
し
ま
す
。

　
面
談
に
臨
む
教
師
に
ま
ず
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
、
生
徒
を
人
生
の
物
語
の
語
り
手
・
創

り
手
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
、
そ
し
て
今
後

ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
、
生
徒
自
身
の
考

え
を
聞
く
こ
と
な
の
で
す
。

2人
生
の
物
語
の
語
り
手
で
あ
る

生
徒
を
尊
重
す
る

言
葉
を
引
き
出
す
こ
と
で
、

生
徒
は
自
分
を
語
る
力
を
得
る

面談での
接し方

教師ばかりが話す面談から
生徒自身が語る面談へ

「面談では、生徒の話を聞くつもりだった
のに、ふと気がつくと、自分ばかりが一
方的に話していることがよくある」など、
面談の理想と現実に悩む教師は少なくな
い。西村客員准教授は、教師ばかりが話
をしてしまう場合は、生徒の話を聞くこ
とよりも、教師が自分の考えを伝えるこ
とを優先していることが多いと説明する。
教師の解釈を前面に出すと、生徒は教師
に対して話すことを諦めてしまう。「生徒
一人ひとりが、自分とは違う存在である
という前提に立って、生徒の言葉に耳を
傾けることが大切です」（西村客員准教授）

「今のあなたはこうだ」「こうあるべ
きだ」などと、教師の解釈を生徒
に押しつけていないか？
→生徒自身に現状認識と今後どうした
いのかを語らせる

ほかの生徒や教師自身の成功体験
を一方的に披露していないか？
→生徒が「先輩はどうしていたのです
か？」などと聞いてきた場合は答える

セルフチェック

逐語録を共有し、
面談を振り返る

面談力を高める
お勧めアクション

面談が上手な先生は必ずどの学校にもいます。面談のスキルを高めるに
は、そうした先生の、生徒との面談に同席するのが一番です。面談に同席
させてもらうことが難しければ、面談でのやり取りを逐語録としてその
まま書き起こしてもらい、それを読んでみるとよいでしょう。同じように、
自分の面談を逐語録で振り返ることもお勧めします。自分では傾聴・受
容しているつもりだったのに、「○○しないと駄目だよ。そのためにはま
ず○○から始めて……」などと、自分が答えを提示している時間が多かっ
たと気づくことも少なくないものです。ぜひ、取り組んでみてください。

専門家でもこんなことが……
共感的な対話は意外と難しいものです。私た
ち専門家でも、逐語録で面談を振り返ると、
相手に対して「ここができていませんね」「こ
うすればよいのですが」といった言い方になっ
ていることがあります。共感的な対話の学問
的な意義も理解しているから大丈夫と思わな
いで、お互いに研鑽を積みたいですね。

20 高校版  2023 August

0-01-J-23300-001 2023 年度 VIEW next 高校版 8 月号 20 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

08/03
庄司

再
念
校

08/07
三宅・松下 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P19-21_view-next-koukou-8g.indd   20P19-21_view-next-koukou-8g.indd   20 2023/08/07   17:292023/08/07   17:29



　
自
分
の
適
性
や
学
力
な
ど
と
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
志
望
を
語
る
生
徒
に
は
、
ど
の
よ
う
に

接
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　「
こ
の
ま
ま
の
あ
な
た
で
は
無
理
だ
よ
」

な
ど
と
否
定
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
、
生

徒
は
自
分
の
考
え
を
話
さ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
か
と
言
っ
て
、「
い

い
ね
、
頑
張
っ
て
！
」
と
励
ま
す
だ
け
で
よ

い
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
初
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
こ
と
は
、
生
徒

が
そ
う
し
た
志
望
に
至
っ
た
理
由
で
す
。「
人

の
命
を
救
い
た
い
か
ら
」
な
ど
、生
徒
が
語
っ

た
志
望
理
由
を
ま
ず
は
受
け
止
め
ま
す
。「
命

を
救
う
」
と
い
っ
た
、
進
路
を
考
え
る
上
で

大
切
に
し
た
い
思
い
を
生
徒
と
共
有
す
る
こ

と
で
、
志
望
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合

も
、「
命
を
救
う
仕
事
は
、
ほ
か
に
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
、
ほ
か
の
選
択
肢

を
生
徒
と
探
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
た
だ
し
、
ほ
か
の
選
択
肢
を
探
し
始
め
る

か
ど
う
か
は
、
生
徒
が
決
断
す
る
こ
と
で
す
。

教
師
が
「
別
の
道
を
探
し
た
ら
？
」
と
志
望

の
変
更
を
勧
め
て
し
ま
う
と
、
生
徒
に
と
っ

て
、
教
師
が
進
路
の
障
壁
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
現
実
と
し
て
越
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
壁
の
高
さ
を
生
徒
自
身
に
自
覚
さ
せ
、
決

断
を
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
志
望
を
か
な
え
る
た
め
に
は
何

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
生

徒
に
調
べ
さ
せ
、
一
緒
に
確
認
し
て
い
き
ま

す
。
生
徒
が
壁
を
越
え
る
た
め
の
努
力
を
始

め
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
支
援
し
、
志
望
変

更
を
検
討
し
た
い
と
考
え
た
の
な
ら
、
進
路

を
考
え
る
上
で
大
切
に
し
た
い
思
い
を
生
徒

と
確
認
し
な
が
ら
、「
あ
な
た
に
ふ
さ
わ
し

い
進
路
は
き
っ
と
見
つ
か
る
よ
」
と
、
生
徒

を
応
援
し
ま
す
。

　
生
徒
か
ら
進
路
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を

聞
く
際
に
は
、
生
徒
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

気
づ
き
を
得
た
よ
う
に
振
る
舞
い
ま
す
。「
先

生
が
言
っ
た
通
り
、
難
関
の
試
験
だ
っ
た
で

し
ょ
う
」
で
は
な
く
、「
そ
う
か
、
そ
ん
な

に
難
し
い
試
験
な
ん
だ
ね
」
と
い
っ
た
言
葉

の
方
が
、
相
手
の
自
尊
感
情
を
損
ね
な
い
と

い
う
の
は
、
大
人
も
同
じ
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
生
徒
と
の
面
談
な
ど
で
話
題
に
上
が
る

テ
ー
マ
は
、
簡
単
に
は
答
え
が
出
な
い
も
の

ば
か
り
で
す
。
生
徒
は
端
的
な
正
解
を
求
め

が
ち
で
す
が
、
答
え
は
１
つ
で
は
な
く
、
解

釈
や
選
択
肢
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
を
生
徒

に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、

面
談
な
ど
で
「
こ
う
し
て
み
よ
う
」
と
具
体

策
が
決
ま
っ
て
も
、
よ
い
意
味
で
の
「
と
り

あ
え
ず
」の
策
で
あ
り
、「
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
時
は
、
あ
な
た
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
。 

別
の
方
法
を
ま
た
一
緒
に
考
え
よ
う
」
と
、
再

考
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
も
伝
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
か
か
わ
り
を
続
け
る
う
ち
に
、

生
徒
は
「
こ
こ
が
疑
問
だ
っ
た
け
れ
ど
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
」

な
ど
と
、
自
分
の
考
え
を
整
理
・
再
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
教
師

と
の
対
話
を
通
し
て
、
生
徒
は
自
分
を
語
る

力
を
確
実
に
身
に
つ
け
て
い
く
の
で
す
。

次号から、大きく変化する大学入
試環境で求められる「新進路選択」
についての連載がスタート！

年内入試の募集枠の拡大など、大学
入試環境が大きく変化する中で、これ
からの生徒の進路選択には、どのよう
な支援が必要になるのかー。10月号
から、その考え方と実践事例を紹介す
るコーナーの連載をスタートさせます。
ご期待ください！

3

4

「
そ
の
夢
は
無
理
」で
は
な
く
、

「
な
ぜ
、そ
れ
が
夢
か
」を
聞
く

越
え
る
べ
き
現
実
社
会
の

壁
を
一
緒
に
確
認
す
る

生
徒
自
身
が
思
い
を

再
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
る

事例から
考える

対話を通した
生徒の成長

『VIEW next』高校版では、教師が生徒理解を深めるための志望
校検討会のあり方や、生徒の長所を伝える推薦書の事例、資質・
能力の育成を意識したポートフォリオのフォーマットなど、年
内入試に役立つ記事をこれまでもご紹介してまいりました。そ
れらの記事をまとめたページを、ウェブサイト『VIEW next 
ONLINE』内につくりました。ぜひ、ご覧くだ
さい。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/
article16467/

▶ 年内入試の支援に役立つ！ 記事のご紹介

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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　国際バカロレア（以下、ＩＢ。＊１）の認定校の本校に赴任して３か月が経ちました。本校には、
「総合的な探究の時間」において、３年次の論文作成を目標とした３年間の指導計画があります。
現在１年次生を担当しており、私も生徒と一緒に探究の手法を学びつつ、ＩＢと本校の探究学習
の共通の理念である論理的思考力の育成に尽力しています。
　生徒には、Serendipity を大切にしようと伝えています。それは「偶然がもたらす幸運」とい
う意味で、私のクラスの目標でもあります。興味・関心を持って探究を深め、仲間と切磋琢磨し
た先にSerendipity があり、それが自分の成長につながることを実感してほしいと思っています。

＊１　スイスのジュネーブで設立された非営利団体で、３歳から 19 歳までの国際的な教育プログラムを開発・提供している。

山梨県立甲府西高校

細倉真美  ほそくら・まみ

同校に赴任して１年目。教務部。
１年次副主任。英語科。

◎設立　1902（明治 35）年　◎形態　全日制／普通
科／共学　◎生徒数　１学年約 200 人　
◎2022 年度卒業生進路実績　国公立大は、北海道
大、筑波大、お茶の水女子大、東京外国語大、横浜国
立大、山梨大、名古屋大、都留文科大、山梨県立大
などに 124 人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智
大、東京理科大、早稲田大などに延べ 436 人が合格。

学
校
概
要

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

３
年
次
の
論
文
作
成
を
目
標
に
、

１
年
次
か
ら

論
理
的
思
考
力
を
醸
成

総
合
的
な

探
究
の
時
間
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本
時
の
概
要

前時に、研究テーマを考える前段階として、５つの領域（歴
史・芸術・数学・自然科学・人間科学）に、生徒は自分の興味・
関心をあてはめた。前時の内容を振り返った後、各自、そこか
ら派生させて考えた研究テーマの候補を共有し、よい点や改
善点を指摘し合った。

各チームが挙げた山梨の要素と研究テーマの候補をかけ合わ
せ、各自で研究テーマを設定した。「研究テーマが思い浮かば
ない場合は、キーワードマッピングを使って考えてみましょう」
と、細倉先生がアドバイス。前年度の生徒の研究内容をスライ
ドで紹介し、学問と興味・関心を結びつけるコツを伝えた。

研究テーマの候補と山梨との接点を見いだすため、４～６人
のグループを組み、「山梨の要素」を住民・環境・地理・経済
などの視点で出し合った。４分後、細倉先生が指名した３チー
ムがその内容を発表。「空き家が多い」「不登校率が高い」など、
山梨の統計を調べて要素を挙げたチームもあった。

隣の席の生徒と、設定した研究テーマを伝え合った。研究テー
マを設定できなかった生徒は、その理由を説明して、相手の
生徒にアドバイスを求めた。「感想だけでなく、改善点を具体
的に伝えるとよいですね」と、細倉先生。最後に、次時は研
究の目標や調査・実験の方法などを考えることを伝えた。

本時のキー課題

研究テーマの候補を共有1

各自、研究テーマを設定3

「山梨の要素」を出し合う2

設定した研究テーマを共有4

授業リポート

［対象］１年次生　［教科・科目］総合的な探究の時間（鳳凰学Ⅰ）
［単元］地域研究　［単元目標］２・３年次の探究学習に向けて、「山
梨に生きる」をテーマに、試行研究に取り組む。研究テーマやリサー
チクエスチョンの立て方、先行研究の検索、調査・実験、研究結果
のまとめ、考察、発表など、探究学習に必要な一連の手法を学ぶ　
［授業時数］全13 時間のうちの４時間目

10分間

12分間

15分間

8分間

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。
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本
校
の
探
究
学
習
は
、
１
年
次
の
研
究

テ
ー
マ
の
設
定
か
ら
３
年
次
の
論
文
作
成

ま
で
、３
年
間
の
指
導
計
画
を「
探
究
チ
ー

ム
」
が
綿
密
に
立
て
て
お
り
（
Ｐ
．25
コ
ラ

ム
参
照
）、
全
教
師
が
そ
れ
を
基
に
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
指
導
の
中
で
重
視
し
て
い
る
の
は
、
生

　
３
年
次
の
論
文
作
成
で
は
６
項
目
を
、

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
教
師
（
＊
２
）
が

５
段
階
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
評
価

し
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
文
系
用
と
理

系
用
の
２
種
類
が
あ
り
、文
系
用
で
は「
論

理
的
な
枠
組
み
の
構
築
」「
先
行
研
究
を

追
究
す
る
力
・
観
点
の
明
確
さ
」
な
ど
、

理
系
用
で
は
「
探
究
す
る
課
題
の
設
定
」

「
科
学
的・普
遍
的
な
論
理
の
構
築
」な
ど
、

徒
が
自
分
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
自
身

で
問
い
（
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）
を

設
定
す
る
こ
と
で
す
。
１
年
次
は
、
１
つ

の
問
い
に
つ
い
て
、
複
数
の
視
点
で
検
討

で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
指
導
し
て
い
ま

す
（
図
１
）。
自
分
で
問
い
を
立
て
れ
ば
、

探
究
学
習
が
自
分
事
に
な
り
、
最
後
の
論

文
作
成
ま
で
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
、
思
考
力
や
判
断
力
、

表
現
力
、
問
題
解
決
能
力
な
ど
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
私
が
授
業
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

生
徒
同
士
の
学
び
合
い
で
す
。
例
え
ば
、

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
感
想
や
考
え
を
共
有

す
る
際
に
は
、「
ど
こ
が
よ
い
と
思
う
の

か
」「
さ
ら
に
よ
く
す
る
た
め
の
方
法
は

何
か
」
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
を
伝
え
合
う

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
本
時
の
「
山
梨
の
要
素
」
を
出
し
合
う

活
動
に
お
い
て
は
、
指
導
案
で
は
個
人

ワ
ー
ク
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
時

は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
し
ま
し
た
。
他
者

の
考
え
を
聞
い
て
、
自
分
に
は
な
い
視
点

を
獲
得
す
る
、
そ
れ
が
学
校
で
学
ぶ
こ
と

の
よ
さ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
複
眼
的
な

視
点
を
持
た
せ
る
こ
と
が
、
Ｉ
Ｂ
が
重
視

す
る
論
理
的
思
考
力
の
育
成
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

共
通
項
目
と
し
て
「
粘
り
強
く
取
り
組
む

姿
勢
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
」
な
ど
を
評

価
項
目
に
し
て
い
ま
す
。

　
毎
授
業
で
、
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
使
っ

た
自
己
評
価
と
他
者
評
価
を
行
っ
て
い
ま

す
。
１
年
次
の
論
文
発
表
会
や
２
年
次
の

中
間
発
表
会
な
ど
で
は
、
自
己
評
価
に
加

え
、
生
徒
の
相
互
評
価
も
行
っ
て
い
ま
す

（
図
２
）。
そ
こ
で
は
、
も
っ
と
よ
く
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
っ
た
視
点

で
、
コ
メ
ン
ト
を
交
換
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
１
年
次
は
、
そ
れ
ら
の
評
価
を
１
年
間

継
続
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
取
り
組
み
を

客
観
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
メ
タ
認
知
能

力
を
養
う
こ
と
が
目
標
で
す
。

※学校資料を抜粋して掲載。

２年次「リサーチクエスチョン発表会」自己評価図２

準
備
段
階

１ 「分かっていること」と「分からないこと」を区別
する

２ 知りたいことに関して、適切に情報収集する

３ 検索した情報がどの程度信頼できるか判断する

４ 分からない問題を前にして、すぐに「答え」を探
しに行くのではなく、まず自分で考える

５
「分からないこと」「困ったこと」がある時には、
１人で解決しようとせず、適切に他者に助けを
求める

発
表
当
日

６ 他者にプレゼンすることで、自分の理解を深める

７ 自分の考えを他者に適切に伝える

８ 話し合いやフィードバックを基に、他者の意見を
取り入れながら自分の意見を柔軟に変える

９ 対話の中で新しいアイデアを出す

10 人前で物怖じせずに発表する

11 分かりやすくプレゼンテーションを行う

12 「よい聴衆」であろうとする

13 教師の指示がなくても、自ら判断し、行動する

14 時間を最大限有効に使う

15 他者のプレゼンテーションから積極的に何かを
学ぼうとする

16 自分の周囲の人の「面白さ」を積極的に見つける

各項目について、１：達成できなかった〜５：十分に達成でき
たの５段階で自己評価する。　　　※学校資料を基に編集部で作成。

＊２　生徒が探究学習のアドバイスを受ける教師のこと。スーパーバイザーの各教師の専門分野・特技・関心が書かれたリストから、生徒は自分に合う教師を選ぶ。

発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

生
徒
が
意
見
を

出
し
合
う
場
を
設
け
、

新
し
い
視
点
を
持
た
せ
る

学
習
評
価
の
工
夫

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や

振
り
返
り
シ
ー
ト
な
ど
の

評
価
項
目
は
全
校
で
統
一

本時のプリント（抜粋）図１
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本
校
が
探
究
学
習
を
今
の
形
に
し
て
５

年
が
経
ち
ま
し
た
。
全
国
規
模
の
探
究
学

習
の
発
表
大
会
に
挑
戦
す
る
生
徒
は
年
々

増
え
て
い
て
、
２
０
２
２
年
度
に
は
、「
高

校
生
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
本
大
会
に

も
出
場
し
ま
し
た
。

　
私
自
身
の
気
づ
き
は
、
同
じ
指
導
案
で

も
、
教
師
の
発
問
次
第
で
生
徒
の
思
考

の
深
ま
り
が
変
わ
る
こ
と
で
す
。「
な
ぜ
」

と
根
拠
を
追
求
す
る
こ
と
や
、
自
ら
の
論

の
主
張
・
理
由
・
具
体
例
に
一
貫
性
を
持

た
せ
る
こ
と
な
ど
、
生
徒
が
考
え
続
け
ら

れ
る
よ
う
な
声
か
け
を
、
教
科
の
授
業
で

も
意
識
し
て
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、生
徒
の
論
理
的
思
考

力
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
で
す
。筋
道
を

立
て
て
論
を
展
開
す
る
場
面
は
、社
会
に

出
て
か
ら
も
多
く
あ
り
ま
す
。Ｉ
Ｂ
で
育

成
を
目
指
す
論
理
的
思
考
力
を
私
自
身
が

高
め
、生
徒
の
思
考
を
よ
り
促
す
発
問
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊３　2023 年７月に開催された「n-Quest 西高探究の日」の模様をリポートした記事は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』の「ウェ
ブオリジナル記事」でご覧いただけます。https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article16492/　または右の２次元コード
からアクセスしてください。

　ＩＢ認定校の本校では、ＩＢの中核を成すＴＯＫ
（Theory Of Knowledge、知の理論）のノウハウを
探究学習の指導に生かしています。３年間の探究学習
の流れは、１年次は山梨の課題を題材とした試行論文
を作成し、２年次は３年次に作成する論文の研究テー
マ（リサーチクエスチョン）を決め、１年間をかけて
個人で調査・研究に取り組み、２年次１月の中間発表
会を経て、３年次６月までに論文を完成させるという
ものです。そして７月末には、優秀者 10 人が全校生
徒の前で発表をする「n-Quest 西高探究の日」（＊３）
を開催します。
　探究学習の３年間の指導計画は、「探究チーム」の教
師４人が中心となって作成しています。授業内容を考

え、各授業で用いる指導案とプリントを作成し、その
指導計画に基づいて、各学年の授業担当５人が「総合
的な探究の時間」に授業を実施します。２年次からは、
すべての教師が探究学習の「スーパーバイザー」とな
り、１人あたり５～６人の生徒を受け持ち、研究テー
マの設定や調査・実験・観察、論文作成を支援します。
　毎年、前年度の実践を踏まえて指導計画を改訂し、
取り組みを形骸化させないようにも努めています。
2023 年度は、「先行研究から研究手法を学ぼう」の
段取りを改善しました。以前は、自分の研究テーマの
先行研究が見つからない場合の方法が示されていませ
んでした。その道筋を加えることで、生徒が自己調整
をして、先行研究を探せるようにしました（下図）。

2023 年度の指導案では、
赤枠の部分を加えた。先
行研究を見つけられない
時の次の行動をあらかじ
め示しておくことで、生
徒も授業を受け持つ教師
も、活動しやすくなった。

ＲＱ：リサーチクエスチョ
ン
ＳＶ：スーパーバイザー

※学校資料を基に編集部で作
成。

Stage2 先行研究から研究手法を学ぼう

Start!

Go to next stage!

様々な切り口からＲ
Ｑに関する「キーワー
ド」を挙げる

ＳＶや司書、詳しい
人など、他者の力を
借りて、新しい切り
口を見つける

教科書Ｐ.59・60 を参
考に、先行研究で何がど
んな手順で行われてい
たかを整理・理解する

先行研究から自分のＲＱを検証するに
は、どんな方法を用いるかを考える

論文検索や図書室で
キーワードを検索

ＲＱにしたこ
とが既に先
行研究で分
かっていた

自分のＲＱに対す
る仮の答え（仮説）
を立ててみよう

ＲＱに対する仮説

仮説を立てること
と、先行研究の分
析は、行ったり来
たりしてもよい

うまく
見つからない

その先行研究でまだ分
かっていないことを見
つけよう

ＲＱをもう一歩進化させよう。
前のStage へ

◎例えば、こんな切り口から
意味・定義は？　原因は？
信ぴょう性は？　他の条件と比較
先行事例はある？　どんな影響がある？
方法・関係性は？　どの地域？
いつの時代？　どの分野？

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

成
果
と
展
望

私
自
身
の

論
理
的
思
考
力
を
高
め
、

発
問
を
工
夫
し
て
い
き
た
い

毎年進化する指導案

管
理
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教
務
担
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進
路
担
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担
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お
勧
め
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　生徒には数学の授業を通じて、自分で情報を集め、判断し、行動できる力を育成したいと考え
ています。私は高校時代に、「せっかく考えているのだから、答えを言わないでほしい」と、授
業中に思うことが何度かありました。そうした経験も踏まえて、授業では生徒に教え過ぎないよ
うにしています。そして生徒に対して、「絶対に１人も置いていかない」と宣言しています。自
分で考えたいという生徒には与えるヒントを絞り、分からないと意思表示した生徒には分かるま
でサポートします。粘り強く試行錯誤し、その結果を振り返ることができる力を育むことも目指
しています。

岐阜県立大垣北高校

落合一大  おちあい・ただひろ

同校に赴任して７年目。
２学年主任。ICT 推進担当。数学科。

◎設立　1949（昭和 24）年　◎形態　全日制／普通
科／共学　◎生徒数　１学年約 320 人　
◎2022 年度卒業生進路実績　国公立大は、東北
大、東京工業大、東京大、岐阜大、名古屋工業大、
名古屋大、京都大、大阪大、神戸大、岐阜薬科大な
どに 152 人が合格。私立大は、早稲田大、南山大、
同志社大、立命館大などに延べ 784 人が合格。

学
校
概
要

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

数
学
生
徒
に
教
え
過
ぎ
ず
、問
い
か
け
や

生
徒
同
士
の
対
話
で
、理
解
に
導
く
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本
時
の
概
要

落合先生はホワイトボードで、前時までに学習した５つのΣ
の公式を生徒に問いかけた。生徒は、まず各自で考え、その後、
席が近い生徒同士で答え合わせをした。落合先生は答えは言
わず、「完璧？」と生徒に尋ねた。多くの生徒がうなずき、質
問がないことを確認してから、本時の問題に移った。

落合先生は、「なぜn＝ 1のときとn≧2のときで場合分けす
る必要があるの？」などと問いかけ、生徒の反応から理解度を
確認し、ヒントを少しずつ増やしていった。生徒同士での相談
もさせたが、詳しい説明がほしい生徒を前に集めて、さらにヒ
ントを提示。最終的に全員が解答することができた。

数列の一般項を求める教科書の例題に取り組んだ。落合先生
は、「１、４、11……」と数列を示し、「どんな計算をすれば
一般項が求められる？」と尋ね、生徒同士で見通しを話し合わ
せた。次に、「どこを見てそう思った？」などと落合先生が問い
かけ、それについて生徒が話し合うという活動を繰り返した。

数列から離れ、１日１枚課す「日々プリ」（P.29参照）のうち、
正答率が低かった相関係数の問題を復習。落合先生は、xと y
の標準偏差と相関係数の数式を示し、「式を見て何が分かる？」
と問いかけ、生徒同士で話し合わせた。ベクトルの内積と相
関係数の共通点に気づいた生徒から、「おー」と声が上がった。

本時のキー課題

前時までの学習内容を復習1

教科書の例題に取り組む②3

教科書の例題に取り組む①2

「日々プリ」の復習4

授業リポート

［対象］２年生　［教科・科目］数学・数学Ｂ　［単元］数列
［単元目標］数列の学習を通して、その考え方を理解するとともに、
基礎知識の習得と問題解決に至る技能の習熟を目指す。様々な具体
的な事象を数学的に考察し、表現する能力を身につけ、それらを活
用する態度を醸成する　
［授業時数］全12時間のうちの７時間目

5分間

25分間

10分間

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

DOWN
ROAD

10分間
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授
業
で
は
、
教
科
書
の
例
題
を
深
く
掘

り
下
げ
て
、
基
本
が
し
っ
か
り
理
解
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
時
の
例
題
は
階
差
数
列
で
し
た
が
、

私
は
「
階
差
数
列
と
は
…
…
」
な
ど
と
説

明
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
例
題
の
数
列
に
つ

い
て
、「
次
の
数
字
は
？
」「
何
で
そ
う
な

る
？
」「
ど
こ
を
見
て
そ
う
思
っ
た
の
？
」

な
ど
と
問
い
か
け
ま
す
。
そ
の
時
に
意
識

し
て
い
る
の
は
、
生
徒
が
考
え
た
く
な
る

発
問
を
す
る
こ
と
で
す
。
生
徒
の
発
言
内

容
や
表
情
な
ど
か
ら
理
解
度
を
把
握
し
、

　
２
年
次
の
数
学
で
は
、「
知
識
・
技
能
」

と
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
評
価
は
定

期
考
査
を
対
象
に
、「
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
は
「
日
々
プ
リ
」

を
対
象
に
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

の
評
価
基
準
は
、
振
り
返
り
と
自
己
調
整

が
で
き
て
い
れ
ば
Ａ
、
粘
り
強
さ
が
見
ら

生
徒
に
投
げ
か
け
る
発
問
を
考
え
ま
す
。

生
徒
が
自
分
で
考
え
て
理
解
で
き
る
よ
う

に
し
、
取
り
残
さ
れ
る
生
徒
が
出
な
い
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
が
「
分
か
ら
な
い
」
と
意
思
表
示

し
や
す
い
よ
う
に
、
最
初
に
生
徒
全
員
が

立
ち
、
問
題
が
解
け
た
者
は
座
る
と
い
っ

た
方
法
を
採
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
写
真

１
）。
座
っ
た
生
徒
は
、「
日
々
プ
リ
」
や

次
の
例
題
に
取
り
組
み
、
立
っ
て
い
る
生

徒
は
、
座
っ
た
生
徒
に
質
問
す
る
な
ど
し

て
、
分
か
ら
な
い
点
を
解
消
し
て
い
き
ま

す
（
写
真
２
）。

　
そ
れ
で
も
問
題
が
解
け
な
い
生
徒
に

は
、
私
が
ヒ
ン
ト
を
出
し
た
り
、「
日
々

プ
リ
」
に
分
か
ら
な
い
点
を
書
い
て
も

ら
っ
た
り
し
て
、
生
徒
個
別
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

れ
れ
ば
Ｂ
、白
紙
は
Ｃ
で
す（
図
）。「
日
々

プ
リ
」
の
裏
に
評
価
基
準
を
示
し
、
生
徒

と
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
評
価
し
ま
す
。

　
数
学
に
お
け
る
「
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
」
は
、「
解
答
に
向
か
う
行

動
そ
の
も
の
」
と
捉
え
て
い
ま
す
。
試
行

錯
誤
し
て
い
る
か
、
そ
れ
を
基
に
考
察
し

て
い
る
か
を
評
価
し
ま
す
。

　
試
行
錯
誤
の
跡
を
見
る
た
め
に
重
視
し

て
い
る
の
が
「
実
験
」
で
す
。
例
え
ば
、

点
を
プ
ロ
ッ
ト
し
て
グ
ラ
フ
を
か
い
て
み

る
、
具
体
的
な
数
字
を
あ
て
は
め
て
み
る

な
ど
、
図
式
化
し
た
り
、
具
体
化
し
た
り

し
て
み
る
こ
と
で
す
。

　
そ
う
し
た
実
験
の
大
切
さ

を
生
徒
に
意
識
さ
せ
る
た

め
に
、
授
業
で
は
「
分
か
ら

な
く
な
っ
た
ら
実
験
し
て
み

よ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
本
時
の
Σ
の
計
算
の
時

に
、「
分
か
ら
な
か
っ
た
ら

数
字
を
１
つ
ず
つ
あ
て
は
め

よ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

し
た
。
実
験
の
習
慣
を
つ
け

る
こ
と
で
、
粘
り
強
さ
や
考

察
力
を
養
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

発
問
に
対
す
る
反
応
で

理
解
度
を
把
握
し
、

次
の
発
問
を
考
え
る

学
習
評
価
の
工
夫

粘
り
強
さ
と

自
己
調
整
力
が
、

数
学
科
の
求
め
る
主
体
性

「主体的に学習に取り組む態度」の評価基準図

写真２　問題が解けて座った生徒の周りに、
まだ解けない生徒が集まり、座っている生徒
に分からない点を質問。そうした輪が教室内
のあちこちにでき、学び合いが活性化してい
た。

写真１　生徒全員が立ち、教科書の例題に取
り組む。問題が解けた生徒は着席する。

「日々プリ」では、定期的に「主体的に学習に取り組む態度」を生徒
に自己評価させている。　　　　　　　　　※学校資料を抜粋して掲載。
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生
徒
に
授
業
の
感
想
を
聞
く
と
、「
知

識
と
知
識
が
つ
な
が
っ
た
」「
本
質
が
理

解
で
き
た
」「
分
か
ら
な
い
ま
ま
前
に
進

む
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
上

が
り
ま
す
。
生
徒
が
自
分
の
頭
で
考
え
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
こ
と
は
大
き
な

成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、「
も
っ
と
説
明
し
て
ほ
し
か
っ

た
」「
途
中
式
を
書
い
て
ほ
し
か
っ
た
」

と
い
っ
た
要
望
も
あ
り
ま
す
。「
日
々
プ

リ
」
な
ど
を
通
じ
て
生
徒
の
理
解
度
を
的

確
に
把
握
し
、
支
援
が
必
要
な
生
徒
に
は

時
間
を
か
け
、
自
分
で
学
び
を
進
め
ら
れ

る
生
徒
は
早
々
に
手
を
離
す
な
ど
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
適
切

な
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
日
々
プ
リ
」を
い
つ
ま
で
行
う
か
も
検

討
中
で
す
。３
年
次
前
期
に
は
、
生
徒
が

「
日
々
プ
リ
」が
な
く
て
も
、自
分
で
勉
強

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

「
日
々
プ
リ
」
を
任
意
提
出
に
す
る
な
ど
、

徐
々
に
手
を
離
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

成
果
と
展
望

個
別
支
援
の
精
度
を

高
め
て
い
き
た
い

• プリントは学年で統一し、各クラスの担当教師
が解答状況をチェック
げた箱横の机に積まれた「日々プリ」を、係の生
徒が配布。各自取り組んだら、提出用ボックスに
プリントを入れる。各クラスの数学の担当教師は、
提出されたプリントをチェック。「主体的に学習に
取り組む態度」を評価し、生徒からの質問があれ
ばアドバイスを記入して、生徒に返却する。

• 応用問題や発展問題が中心
授業では教科書の例題を中心に取り上げるため、
「日々プリ」では応用問題や発展問題を出題。生徒
が授業で学んだ基本事項を活用できるかを見取っ
ている。

• 現在、授業で扱っている分野以外からも出題
直近の授業の復習となる問題に加え、大学入試を
見据えて既習分野からも出題。例えば、二次関数、
三角関数、微分、積分といった重要度の高い分野
は繰り返し出題し、定着を図る。

• 関連する分野を連続で出題
出題分野はランダムではなく、ベクトルの問題の
後には平面図形の問題を出すなど、関連分野を連
続して出題。生徒が分野間のつながりに気づける
工夫をしている。

　２年生の数学では、１日１枚の課題「日々プリ」を配布している。１週間に５枚、１年間で130枚以
上にもなり、生徒が数学の力をつける機会となっている。教師は、プリントの解答状況から、生徒がど
の程度理解しているのか、どこでつまずいているのかを把握する。生徒の理解度が全体的に低ければ、
本時の最後に相関係数について取り上げたように、授業で復習する。
　「日々プリ」は落合先生の担当学年が始めた取り組みで、今年度は１年生でも「日々プリ」を配布して
おり、学校全体に広がりを見せている。

理解できていない点を教師に質問したい生徒は、「日々プリ」に「こ
れでもよい？」「ＯＫ？」などと書き込む。教師はそれに対して、
適宜アドバイスを記入。

生徒は、先生への質問
を赤字で書き込む

「日々プリ」で理解度把握と学力向上を実現

解答後、生徒はプリントの裏面にあるヒントと解答を見ながら自
分で添削。どこを間違えたのか忘れないように、赤ペンでコメン
トを残しておく生徒もいる。

間違えた点を忘れないよう、
生徒は自分で赤ペンでコメント
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２
０
２
２
年
度
の
前
期
、
宮
崎
県
立
都
城
商
業

高
校
の
１・２
年
生
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

に
お
い
て
、「
エ
シ
カ
ル
消
費
（
＊
）」
を
テ
ー
マ

に
し
た
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
だ
。
夏
季
休
業
前

に
は
、
エ
シ
カ
ル
消
費
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
、
後
期
は
、
１
年
生
は

自
己
理
解
を
テ
ー
マ
に
、２
年
生
は
自
分
の
興
味・

関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
探
究

学
習
に
取
り
組
ん
だ
。

　
一
方
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
事
と
し
て
考
え

続
け
ら
れ
る
場
を
校
内
に
つ
く
ろ
う
と
担
当
教
師

が
決
意
。
生
徒
た
ち
の
意
見
を
基
に
、
22
年
５
月

に
閉
店
し
た
ば
か
り
の
学
校
の
売
店
を
、
地
域
や

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
取
り
扱
い
、
生
徒
た
ち

が
経
営
す
る
店
と
し
て
再
開
さ
せ
よ
う
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
発
展
さ
せ
、17
人
の
有
志
生
徒
が
、

10
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
実
現
さ
せ
た
。

　
23
年
度
か
ら
は
、
定
期
的
な
営
業
を
開
始
。

近
隣
の
パ
ン
店
で
売
れ
残
っ
た
パ
ン
を
フ
レ

ン
チ
ト
ー
ス
ト
に
し
て
販
売
す
る
こ
と
に
よ

り
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を
防
い
だ
り
、
商
品
の
一

部
を
予
約
制
に
し
て
売
れ
残
り
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
売
店

と
し
て
工
夫
を
し
な
が
ら
営
業
を
続
け
て
い
る

（
写
真
）。
エ
シ
カ

ル
な
売
店
づ
く
り

と
い
う
実
践
的
な

課
題
を
生
徒
自
身

が
設
定
し
、
地
域

の
力
を
借
り
な
が

ら
目
指
す
べ
き
売

店
の
姿
を
整
理
・

分
析
し
、
実
現
し

た
事
例
だ
。

発
表
だ
け
で
終
わ
ら
ず

に
、
売
店
づ
く
り
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
知
り
、

こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
話
し
合
う
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
最
初
の

う
ち
は
メ
ン
バ
ー
の
話
し
合
い
が
進

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
隣
に
座
っ
た
友

達
と
話
し
て
い
る
時
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
使
い
た
く
な
い
ね
」
な
ど
と
皆
、

意
見
は
言
う
の
に
、
全
員
の
前
で
発

表
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
。
ほ
か
の
人
か
ら
「
出
し
ゃ
ば
っ

て
い
る
」
な
ど
と
思
わ
れ
る
こ
と
を

恐
れ
て
、
メ
ン
バ
ー
間
の
壁
を
取
り

払
う
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

売
店
の
営
業
再
開
に
向

け
て
、
広
報
、
仕
入
れ
、

販
売
な
ど
の
チ
ー
ム
に

１
・
２
年
生
が
学
年
の
枠
を
超
え
て
所

属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
作
業
を
進
め
ま
し

た
。
１
年
生
だ
っ
た
私
が
同
じ
チ
ー

ム
の
先
輩
の
と
こ
ろ
に
ポ
ス
タ
ー
作

り
の
打
ち
合
わ
せ
に
行
く
と
、「
私
が

も
う
作
っ
た
か
ら
大
丈
夫
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
で
き
る

人
が
早
く
作
っ
た
方
が
よ
い
と
い
う

先
輩
の
思
い
や
り
に
は
感
謝
し
つ
つ

も
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
考
え
を
出
し

合
い
な
が
ら
チ
ー
ム
の
仕
事
を
進
め

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
悩

む
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

＊ 消費者一人ひとりが、社会的課題を考慮したり、社会的課題に取り組む事業者を応援したりしながら、消費活動を行うこと。

調
べ
学
習
に
終
わ
ら
せ
な
い
！

生
徒
と
と
も
に
新
た
な
課
題
を
設
定
し
、

エ
シ
カ
ル
な
売
店
作
り
に
挑
ん
だ

宮崎県立
都
みやこのじょう

城商業高校
北
ほ ん

郷
ご う

晶子

当
初
の
年
間
計
画
を
変
更
し
、

社
会
を
変
え
る
活
動
へ
発
展

探究学習

学校概要

設立　 1904（明治 37）年
形態　全日制／商業マネジメント科、情報ソ
リューション科／共学　
生徒数　１学年約 160 人
2022 年度卒業生進路実績　国公立大は、佐
賀大、大分大、名古屋市立大、下関市立大、
宮崎公立大などに 12 人が合格。私立大は、國
學院大、中央大、福岡大などに 34 人が合格。
短大・専門学校進学 68 人。就職 29 人。

伴走 教師する たち
探
究
学
習
の
概
要

生徒のリアル

自
ら
参
加
し
た
の
に

意
見
が
言
い
に
く
か
っ
た

経
営
情
報
科
（
旧
課
程
）・
３
年
生

Ｙ
・
Ｏ
さ
ん

役
割
分
担
に

ひ
と
苦
労
し
た

情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
科
・
２
年
生

Ｋ
・
Ｈ
さ
ん
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　エ
シ
カ
ル
消
費
を
テ
ー
マ
に
し
た
探
究
学
習
が
始

ま
っ
た
当
初
、
生
徒
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
学
び
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
手
応
え
は
実
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
配
布
し
た
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
も
生
徒
は
関
心
を
示
さ
ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
理
由
を
尋
ね
て
も
「
分
か
り
ま

せ
ん
」
と
答
え
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
探
究
学
習
は
調
べ

学
習
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
夏
季
休
業
前
の
グ
ル
ー
プ
発
表
で
終
わ
る

予
定
だ
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
し
、「
校
内
で
エ

シ
カ
ル
で
は
な
い
も
の
を
探
そ
う
」
と
い
う
オ
ン
ラ
イ

ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
生
徒
に
自
分
が
で
き

る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
生
徒
の

感
想
の
中
に
、「
エ
シ
カ
ル
消
費
に
つ
い
て
考
え
続
け

ら
れ
る
場
を
つ
く
り
た
い
」「
閉
店
し
た
売
店
を
復
活

さ
せ
て
、
エ
シ
カ
ル
な
商
品
を
扱
い
た
い
」
と
い
っ
た

声
を
見
つ
け
ま
し
た
。「
こ
れ
は
、
生
徒
が
学
び
を
自

分
事
に
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
思
い
、
売
店
を
再
開
さ

せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生
徒
に
呼
び
か
け
た
の
で
す
。

　し
か
し
、
売
店
再
開
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
新
し
い
売
店
の
経
営
方
針
、
仕
入
れ
や
検
品
の
方

法
な
ど
、
生
徒
も
私
も
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。
地

域
の
商
工
会
の
方
な
ど
に
相
談
し
、
自
分
た
ち
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
強
み
・
弱
み
な
ど
の
観
点
で
整
理
し

な
が
ら
、
生
徒
と
一
緒
に
手
探
り
で
事
業
計
画
書
を
作

り
ま
し
た
。

　た
だ
、
簡
単
に
物
事
が
進
ま
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、

売
店
再
開
に
あ
た
っ
て
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
議
論
す

る
時
間
や
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。「
新
し
い
売
店
で

は
、
利
益
以
上
に
重
要
な
も
の
が
あ
る
は
ず
」「
私
た

ち
は
地
域
の
生
産
者
や
生
産
物
に
つ
い
て
も
っ
と
知
る

べ
き
」。
そ
ん
な
言
葉
が
生
徒
た
ち
か
ら
発
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
校
外
の
人
た
ち
の
力
を
借
り
な

が
ら
、
何
度
も
「
ど
ん
な
売
店
を
作
り
た
い
の
か
」
を

話
し
合
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　と
は
言
え
最
初
の
う
ち
は
、
生
徒
の
話
し
合
い
は
停

滞
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
学
年
の
壁
を
取
り
払

う
こ
と
で
心
理
的
安
全
性
を
確
保
し
よ
う
と
、
話
し
合

い
の
際
は
車
座
に
し
、
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
胸

に
つ
け
さ
せ
ま
し
た
。「
あ
の
さ
あ
」「
ね
え
」
と
恐
る

恐
る
話
し
か
け
て
い
た
生
徒
が
、「
○
○
ち
ゃ
ん
」
と

声
を
か
け
合
う
よ
う
に
な
る
と
、
話
し
合
い
も
徐
々
に

進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　チ
ー
ム
内
の
分
担
や
ほ
か
の
チ
ー
ム
と
の
連
携
が
う

ま
く
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

プ
レ
オ
ー
プ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
に
商
品
の
「
販
売
個
数
」

が
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
生
徒
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、「
ど
の
チ
ー
ム
の
、
誰
に
聞
け
ば
い
い
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
答
え
た
た
め
、
役
割
と
そ
の
担

当
者
名
を
一
覧
表
に
し
て
、
全
員
に
渡
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
学
校
の
活
動
で
は
、
多
く
の
生
徒
が
教
師
の

指
示
通
り
に
動
け
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
探
究
学
習

で
は
、
仲
間
と
相
談
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
考
え
て

動
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
教
師
に
と
っ
て
も
正
解

を
絞
り
込
め
な
い
探
究
学
習
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
は
停

滞
や
混
乱
を
た
く
さ
ん
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　売
店
再
開
ま
で
に
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、

生
徒
は
、「
も
う
や
め
よ
う
」
と
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
も
、
校
内
外
の
折
衝
が
う
ま
く
い
か
ず
、
し
ん
ど
い

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
ん
な
時
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
様
々

な
経
験
の
場
を
失
っ
た
過
去
の
教
え
子
た
ち
の
こ
と
を

思
い
出
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
生
徒
が
「
や
っ
て
み
た

い
」
と
思
っ
た
こ
と
は
全
部
か
な
え
て
あ
げ
よ
う
と
、

あ
の
当
時
、
私
は
誓
い
ま
し
た
。
目
の
前
の
生
徒
が
エ

シ
カ
ル
な
売
店
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
以
上
、
私
が
先

に
折
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

ほんごう・あきこ　同校に赴任して
５年目。探究推進委員会。国語科。

停滞！　混乱！　葛藤！　教師のリアル

生徒も教師も、分からないことだらけだったけれど、
停滞したからこそ、分かったこともあった！

「
調
べ
学
習
に
終
わ
ら
せ
な
い
」。

そ
の
思
い
に
向
き
合
っ
た
か
ら
、

生
徒
た
ち
と
一
緒
に

た
く
さ
ん
の
苦
労
と
喜
び
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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「総括的評価」と「形成的評価」を明確に区
別して評価することで、評価にかかる負担が

軽減されるとともに、適正に評価しやすくなります。

新学習指導要領が実施されてから、毎日生徒
の学習状況を評価することに追われていま

す。どうすれば評価にかかる負担を軽減できますか。

　総括的評価は “評定のための評価”、形成的評価は “指導改善のた
めの評価”と考えると分かりやすいかと思います。
　総括的評価は、育成を目指す資質・能力が顕著に表れる場面で実
施します。そのため、総括的評価は毎授業で実施する必要はなく、
１度の総括的評価で、育成を目指す能力のすべてを見取る必要もない
わけです。一方、形成的評価は、基本的に毎授業で行うべきものです。
ただ、先生方が従来から行ってきた、授業中に生徒の様子を観察し
て理解度を把握することも、形成的評価の１つです。当然、すべて
の生徒を見取ることはできませんし、その必要もありません。形成
的評価は教科の指導改善に生かすことを目的としているからです。
　先生方が負担に感じるのは、生徒の進路にも影響する評定のため
の評価である、総括的評価かと思います。生徒全員を対象にした評
価ですから、評価規準・基準や評価方法等を教師間で統一する必要
があります。ただ、前述の通り、総括的評価は毎授業で実施する必
要はありません。場面を限定して実施する総括的評価と、毎授業実
施はするが、指導改善にどう生かすのかは個々の教師に委ねられる
形成的評価、その２つの評価の違いが理解できるだけでも、評価に
対する負担感は少なからず軽減されるのではないでしょうか。

● 総括的評価と形成的評価の違い

総括的評価 形成的評価

目的 評定をつける 指導の改善に生かす

実施
タイミング

育成を目指す資質・能力が顕著に
表れると考えられる場面や成果物
などを選んで実施

基本的に毎授業で実施

対象 生徒全員を評価 生徒全員でなくてもよい

仕組み
少なくとも同一科目では、教師間
で評価規準や評価方法などを統一

教師それぞれの方法で
評価してもよい

方法
単元末テスト、パフォーマンス課
題、レポートなど

観察、振り返りシート、
小テストなど

※田村教授への取材を基に編集部で作成。

回答者

國學院大學
人間開発学部初等教育学科 教授　

田村 学
たむら・まなぶ　専門は教科教育学、教育
方法学、カリキュラム論。文部科学省初等
中等教育局教育課程課教科調査官、同省同
局視学官などを経て、現職。著書に、『学
習評価』（東洋館出版社）など多数。

負
担
感
も
軽
減
！

学
習
評
価
の
本
質
を

押
さ
え
る

今号の
テーマ

学学習習評評価価学習評価
先生方の疑問に識者が答えます！
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顕著に表れる場面は、資質・能力に
よって異なるため、評価計画を立て

ることが重要です。

形成的評価も評価規準に基づいて行
うことが望ましいですが、総括的評

価より少し緩やかなイメージで捉え、徐々
に精度を高めていきましょう。

総括的評価を実施する、育成を目指す
資質・能力が顕著に表れる場面とは、

具体的にはどのような場面なのでしょうか。

形成的評価も総括的評価と同じよう
に、評価規準などに基づいて観点別

に評価した方がよいのでしょうか。

　生徒は単元の中で様々な資質・能力を発揮しな
がら学びを進めていきます。また、教師は各単元
において、重点的に育成する資質・能力を設定し
ているはずです。それらを基に、小単元や学習活
動ごとに評価する観点と、場面や成果物を検討
します。例えば、「思考・判断・表現」の評価では、
知識を習得する活動ではなく、問題解決に取り組
む活動での生徒の姿を見取るといった具合です。
「主体的に学習に取り組む態度」として、他者と
協働して学びを深める態度を評価する場合は、協
働学習の場面などが適しています。総括的評価
の集積が評定に総括されるため、全生徒を公平
に評価できる場面を選ぶことも重要です。

　生徒が各単元の学習目標を達成しているかを
的確に把握し、その結果を指導改善に生かして
いくために、形成的評価においても、評価規準
に基づいて生徒の変容を捉えるに越したことは
ありません。
　ただ、形成的評価は、あくまでも教師が自身
の指導改善に生かすためのものです。すべての
授業で評価規準に基づいて評価することも、生
徒全員を評価することも求められていません。
　形成的評価は、まずは無理のない範囲・方法
で実施しましょう。

いきなりすべての単元ではなく、まずは次の単元の
総括的評価と形成的評価の計画を立ててみましょ
う。

分からない点は１人で悩まず、まずは相談。生徒の
資質・能力を伸ばしている校内の先生に、学習評価
の方法や工夫点について聞いてみましょう。

● 各観点の評価計画を、単元ごとに立てる
知識・
技能

思考・判断・
表現

主体的に学習に
取り組む態度

小単元１ ○

小単元２ ○

小単元３
（単元末） ○ ○

各小単元の目標に応じて、学習活動や発揮される資質・能力
は異なります。そのため、各小単元での評価の観点も異なっ
てよいわけです。　　　　　※田村教授への取材を基に編集部で作成。

● 形成的評価の方法（例）

生徒の自己評価や振り返りか
ら、目標の到達度を見取る

特定の生徒を継続的に観察し
て、活動を通じた変容を把握

田村
先生

の

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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少
子
化
の
影
響
で
生
徒
募
集
と
い
う
課

題
に
直
面
し
て
い
た
宮
城
県
・
私
立
仙

台
城
南
高
校
は
、２
０
２
０
年
度
入
学

の
学
年
に
お
い
て
、将
来
に
向
き
合
い
、

夢
や
目
標
に
挑
戦
す
る
生
徒
を
育
成
す

る
た
め
の
教
育
改
革
に
着
手
。そ
の
成

果
を
測
る
指
標
の
１
つ
に
国
公
立
大
学

合
格
者
数
を
挙
げ
、
学
年
団
で
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
し
、
学
習
・
進
路
指
導
の
強

化
を
図
っ
た
。
各
教
師
が
足
並
み
を
そ

ろ
え
て
生
徒
と
こ
ま
め
に
面
談
し
、
一

人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
指
導
に
よ
っ

て
、
生
徒
の
目
標
意
識
や
学
力
を
向
上

さ
せ
、
確
か
な
成
果
を
引
き
寄
せ
た
。

＃
学
年
団
の
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

＃
個
別
指
導
の
強
化

＊１　2021年度入学生までは、特進科、探究科、科学技術科の３学科、2022年度入学生からは、普通科（特別進学スーパーコース、特別進学アクティブコース、総
合進学コース）、科学技術科（電子機械コース、情報通信コース、デザインコース、電気エネルギーコース）。

学年全体で個々の生徒に寄り添い、
目標意識や学力の向上を支える

宮城県・私立仙台城南高校

設
立	

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
、科
学
技
術
科
（
＊
１
）

／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
３
２
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
帯
広
畜
産
大
、
北
海
道
教
育
大
、

北
海
道
大
、
室
蘭
工
業
大
、
岩
手
大
、
東
北
大
、

福
島
大
、
茨
城
大
、
埼
玉
大
、
大
阪
大
な
ど
に
18

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
東
北
医
科
薬
科
大
、
東

北
学
院
大
、
東
北
工
業
大
、
東
北
福
祉
大
、
芝
浦

工
業
大
、
東
京
電
機
大
、
法
政
大
、
明
治
大
な
ど

に
延
べ
１
６
８
人
が
合
格
。
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図１

　
東
北
工
業
大
学
と
同
じ
法
人
が
運
営
す

る
宮
城
県
・
私
立
仙
台
城
南
高
校
は
、
前

身
が
男
子
校
だ
っ
た
が
、共
学
化
を
経
て
、

２
０
１
３
年
度
に
、特
進
科
、探
究
科
、科

学
技
術
科（
＊
１
）を
擁
し
て
、現
在
の
校

名
と
し
た
。近
年
は
、少
子
化
の
影
響
で
、

同
校
が
立
地
す
る
仙
台
圏
も
生
徒
募
集
の

激
戦
区
と
な
り
、入
学
者
の
確
保
と
学
力

層
の
多
様
化
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い

た
。普
通
科
総
合
進
学
コ
ー
ス
長
の
千
葉

俊
哉
先
生
は
、こ
う
振
り
返
る
。

　「
将
来
の
目
標
が
漠
然
と
し
た
ま
ま
３

年
生
に
な
り
、
受
験
勉
強
に
身
が
入
ら
な

い
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
学
入
学
を
ス
タ
ー
ト
と
捉
え
、
人
生
を

充
実
さ
せ
て
い
け
る
生
徒
を
育
む
た
め
、

早
い
時
期
か
ら
自
分
の
将
来
に
向
き
合
わ

せ
、
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
学
力

を
つ
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　
20
年
度
に
は
学
習
と
部
活
動
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
取
り
組
む
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
ス
」

を
特
進
科
に
新
設
。
同
校
は
学
科
や
コ
ー

ス
ご
と
に
教
育
課
程
が
異
な
る
た
め
、
学

年
全
体
で
指
導
の
共
有
は
あ
ま
り
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
コ
ー
ス
新
設
を
機
に
、

学
年
全
体
で
指
導
す
る
体
制
に
改
め
た
。

　
20
年
度
の
１
学
年
団
が
ま
ず
行
っ
た
の

が
、
学
年
団
の
団
結
力

の
強
化
だ
。
学
年
主
任

を
務
め
た
鈴
木
聡
先
生

は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
先
生
方
に
感
じ
て

い
る
こ
と
を
出
し
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
生
徒

の
学
力
が
多
様
化
し
た

こ
と
で
、
コ
ー
ス
内
で

の
一
斉
指
導
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
分
か
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
中

で
も
、
生
徒
の
進
路
の

選
択
肢
を
広
げ
る
た
め

に
は
、
学
力
向
上
こ
そ

が
最
も
重
要
だ
と
、
学

年
団
で
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

社
会
が
変
化
す
る
中
で
、
教
師
自
身
も
学

び
続
け
る
こ
と
が
必
須
だ
と
、
共
通
認
識

を
図
り
ま
し
た
」

　
次
に
指
導
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
。
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
の
下
、
卒

業
時
の
生
徒
の
姿
か
ら
逆
算
し
て
指
導
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
り
、
フ
ォ
ア
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
の
下
、
生
徒
の
現
状

を
捉
え
た
上
で
週
末
課
題
や
個
別
指
導
な

ど
を
行
う
計
画
を
立
て
た
（
図
１
）。

生
徒
の
成
長
を
支
え
る
た
め
、

学
年
全
体
で
指
導
す
る
体
制
に

学年団の指導改革

普
通
科
総
合
進
学
コ
ー
ス
長

千
葉
俊
哉 

ち
ば
・
と
し
や

同
校
に
赴
任
し
て
19
年
目
。
理

科
（
物
理
）。

１
学
年
主
任

相
澤
茂
紀 

あ
い
ざ
わ
・
し
げ
の
り

同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
英

語
科
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
部
長

鈴
木
理
恵 

す
ず
き
・
り
え

同
校
に
赴
任
し
て
20
年
目
。
英

語
科
。

入
試
広
報
部

中
野
智
保 

な
か
の
・
ち
ほ

同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
理
科

（
生
物
）。

進
路
指
導
部
進
学
主
任

濱
谷

　輔 

は
ま
や
・
た
す
く

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
数

学
科
。

進
路
指
導
部
長

菊
地

　亨 
き
く
ち
・
こ
う

同
校
に
赴
任
し
て
23
年
目
。
数

学
科
。

前
３
学
年
主
任

鈴
木
　聡 

す
ず
き
・
さ
と
し

同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。
進

路
指
導
部
。
工
業
科
。

2020年度入学生の学年団のビジョン

※学校資料を基に編集部で作成。

学
年
団
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
図
る

1

入学時（１学年） 卒業時（３学年）

入学時
（１学年）

卒業時
（３学年）

卒業時
（３学年）

進路実現

何をいつまでに アクション・
プログラム
•週末課題
•個別指導
•課外活動　等•チーム形成

•目標設定
•数値目標
•スケジューリング

フォアキャスティング
現状から積み上げる

バックキャスティング
未来像から逆算する

学び続ける教師
アップデート

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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学
習
指
導
で
は
、
週
末
課
題
を
１
年
次

か
ら
学
年
全
体
で
実
施
し
た
。
具
体
的
に

は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
課
題
を
毎
週

木
曜
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
。
担
任
が

月
曜
日
に
提
出
状
況
を
確
認
し
、
未
提
出

者
に
声
を
か
け
た
。
火
曜
日
と
水
曜
日
は

放
課
後
に
未
提
出
者
を
集
め
て
、
課
題
に

取
り
組
ま
せ
た
（
図
２
）。
前
３
学
年
探

究
科
担
任
の
相
澤
茂
紀
先
生
は
、
１
年
次

の
１
学
期
が
肝
心
だ
っ
た
と
語
る
。

　「
１
年
次
の
１
学
期
は
未
提
出
者
が
多

く
、
提
出
す
る
ま
で
生
徒
個
々
に
何
度
も

声
を
か
け
、
そ
れ
で
も
未
提
出
の
場
合
は

放
課
後
に
必
ず
取
り
組
ま
せ
ま

し
た
。す
る
と
、生
徒
の
中
に『
課

題
は
必
ず
提
出
す
る
も
の
』
と

い
う
意
識
が
定
着
し
、
２
学
期

に
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
提
出
日
を

守
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
週
末
課
題
は
、
家
庭
学
習
習

慣
の
定
着
に
も
つ
な
が
っ
た
と
、

鈴
木
聡
先
生
は
言
う
。

　「
家
庭
学
習
は
、
机
に
座
っ

て
勉
強
を
始
め
る
ま
で
に
心
理

的
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
が
、

い
っ
た
ん
週
末
課
題
に
取
り
組

み
始
め
る
と
、『
ほ
か
の
勉
強
も

し
よ
う
』
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
や
す
い
よ
う
で
す
。
家
庭
学

習
習
慣
の
定
着
は
、
学
力
の
着

実
な
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

　
課
題
の
内
容
は
、
例
え
ば
１

年
次
の
国
語
は
、
前
週
の
授
業

の
確
認
テ
ス
ト
と
、
生
徒
が
受
検
す
る
検

定
で
問
わ
れ
る
語
彙
の
問
題
演
習
、
数
学

は
、
前
週
の
授
業
の
確
認
テ
ス
ト
と
、
解

け
な
か
っ
た
問
題
の
解
説
動
画
の
視
聴
、

英
語
は
、
中
学
校
の
学
習
内
容
を
含
む
基

礎
事
項
の
復
習
と
し
た
。
特
に
、
動
画
の

視
聴
量
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
よ
り
も
、
演
習

量
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
を
重
視
し
た
。

　
３
年
間
を
通
し
て
、
個
人
面
談
や
個
別

指
導
に
も
学
年
全
体
で
力
を
入
れ
た
。
前

３
学
年
特
進
科
ア
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
ス
担
任

の
中
野
智
保
先
生
は
、
担
任
が
こ
ま
め
に

面
談
を
行
っ
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状

況
や
課
題
を
把
握
し
、
卒
業
後
の
進
路
を

見
据
え
た
指
導
・
助
言
を
行
っ
た
と
語
る
。

　「
目
の
前
の
こ
と
し
か
見
て
い
な
い
生

徒
た
ち
に
、
３
年
後
に
向
け
て
学
習
や

経
験
を
一
つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ
て
い
く
よ

う
助
言
し
ま
し
た
。
本
校
へ
の
入
学
が
不

本
意
で
、『
ど
う
せ
自
分
に
は
で
き
な
い
』

と
い
っ
た
発
言
を
す
る
生
徒
に
は
、『
ま

ず
は
や
っ
て
み
よ
う
よ
』
と
後
押
し
す
る

な
ど
、
小
さ
な
成
功
体
験
を
積
ま
せ
る
こ

と
を
大
切
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
徐
々

に
学
習
や
活
動
に
前
向
き
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　
東
北
工
業
大
学
と
の
高
大
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
も
、
学
年
全
体
で
推
進
し
た
。

希
望
者
が
同
大
学
の
研
究
室
に
参
加
す
る

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
11
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
。
以
前
の
参
加
者
は
主
に
探
究
科

の
生
徒
だ
っ
た
が
、
他
学
科
に
も
声
を
か

け
た
と
こ
ろ
、
例
年
30
人
程
度
だ
っ
た
参

加
者
数
が
、20
年
度
に
は
約
80
人
に
増
加
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
が
、
高
校
と
大
学
が
連

携
し
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
た
上
で
実
施

し
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
学
び
た
い

こ
と
を
見
つ
け
、
希
望
進
路
が
具
体
的
に

な
っ
た
生
徒
が
、
他
の
生
徒
に
好
影
響
を

も
た
ら
す
姿
も
見
ら
れ
た
と
、
前
３
学
年

探
究
科
担
任
の
濱は

ま

谷や

輔た
す
く

先
生
は
語
る
。

　「
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
生
徒
が
、

他
の
生
徒
に
『
大
学
の
研
究
内
容
が
と
て

も
面
白
か
っ
た
』『
志
望
理
由
書
や
面
接

に
も
役
立
ち
そ
う
』
な
ど
と
話
す
姿
を
何

度
も
目
に
し
ま
し
た
。
21
年
度
に
は
さ
ら

に
参
加
者
が
増
え
、
多
く
の
生
徒
が
進
路

意
識
を
高
め
ま
し
た
」

週末課題の流れ
図２

週
末
課
題
で

家
庭
学
習
の
習
慣
が
定
着

小
さ
な
成
功
体
験
を
通
じ
て
、

学
習
意
欲
や
進
路
意
識
を
高
め
る

2

月 火 水 木 金 土 日

教
科

国語 配信担当者
間違えた問題
等のフォロー
アップ課題を
配信

学年指導
未提出の生徒に放課後、
課題に取り組ませる

配信担当者
放課後に配
信

生徒は配信され
た課題に家庭で
取り組む数学

英語

クラス
担任
副担任

朝のＳＨＲ等
で提出状況を
確認

毎朝提出状況を確認し、未提出者に声をか
ける。提出状況が悪ければ、教科担当者と
協力して個別指導を行う

教科
担当者

提出状況を確認し、記録する。提出状況が悪け
れば、クラス担任と協力して個別指導を行う

※学校資料を基に編集部で作成。
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22
年
度
の
３
年
次
は
、
そ
れ
ま
で
担
任

が
担
っ
て
い
た
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選

抜
に
向
け
た
面
接
や
小
論
文
の
指
導
を
、

管
理
職
を
含
め
た
全
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
生

徒
５
人
程
度
を
受
け
持
つ
体
制
と
し
た
。

そ
の
ね
ら
い
は
、
特
定
の
教
師
に
負
担
が

偏
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
教
師

全
体
の
指
導
力
の
向
上
に
も
あ
っ
た
と
、

進
路
指
導
部
長
の
菊
地
亨こ

う

先
生
は
語
る
。

　「
職
員
室
で
様
々
な
教
師
が
指
導
す
る

姿
を
見
る
機
会
が
増
え
、『
こ
う
や
っ
て

生
徒
の
考
え
を
引
き
出
す
の
か
』な
ど
と
、

教
師
間
で
指
導
法
を
学
び
合
い
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、個
人
情
報
を
削
除
し
た
上
で
、

志
望
理
由
書
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
志
望
理
由
書

や
小
論
文
の
指
導
法
を
テ
ー
マ
に
し
た
校

内
研
修
を
実
施
し
た
り
し
て
、
教
師
間
で

指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
ま
し
た
」

　
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
生
徒
を
含
め

た
学
年
全
体
の
チ
ー
ム
と
し
て
の
意
識
の

高
ま
り
に
も
つ
な
が
っ
た
。
例
え
ば
、
総

合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
で
合
格
し
た
生

徒
が
、
他
の
生
徒
に
面
接
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
に
参

加
し
た
り
し
て
、
自
分
の
経
験
を
積
極
的

に
還
元
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。

　
改
革
の
成
果
は
22
年
度
３
年
生
の
合
格

実
績
に
表
れ
た
。国
公
立
大
学
合
格
者
数

は
過
去
最
高
の
18
人
を
記
録
。入
学
時
の

Ｇ
Ｔ
Ｚ（
＊
２
）が
Ｃ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
が
力

を
つ
け
て
合
格
し
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。

一
般
選
抜
で
難
関
国
立
大
学
に
合
格
し
た

生
徒
は
、入
学
時
は
Ｂ
ゾ
ー
ン
だ
っ
た
。

ま
た
、東
北
工
業
大
学
へ
の
内
部
推
薦
の

基
準
を
満
た
す
生
徒
が
大
幅
に
増
え
た
。

　
そ
れ
ら
の
成
果
は
教
師
の
自
信
に
も
な

り
、
改
革
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
23

年
度
、
文
部
科
学
省
の
「
Ｗ
Ｗ
Ｌ
（
ワ
ー

ル
ド・ワ
イ
ド・ラ
ー
ニ
ン
グ
）
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
構
築
支
援
」
の
指
定
を
受
け
、
イ

ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
推
進
部
長
の
鈴
木
理
恵
先
生
は
、
次

　私が同校を訪問する中で印象に残っているのは、面談
です。先生方は、生徒によって異なる探究テーマを踏ま
えて、各テーマを追究できる進学先を提示されます。先
生方の知識が豊富で、面談を経て、実際に行動を起こす
生徒も増えています。近年の地元志向・安全志向の中で、
「やりたいことに取り組むために、西日本の大学に進学し
たい」「目標の実現に向けて、後期日程まで粘る」といっ
た生徒が出てきています。
　先生方は、私にも、温かくも本気で対話をしてくださ
います。まさに面談を受けているかのような気持ちにな
り、いろいろなことを相談しています。先生方の教育へ
の想いと生徒に対する丁寧さが実り、東北地区初のWWL
指定につながったのだと思います。
　全体指導と個別指導にあたられる先生方の後方支援が
できるように、これからもよい情報を集め
てお届けして参ります。

の
よ
う
に
展
望
を
語
る
。

　「
22
年
度
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま
え

た
、
教
科
横
断
的
な
学
び
に
注
力
し
ま
し

た
。
例
え
ば
、
バ
ナ
ナ
の
茎
で
作
る
バ
ナ

ナ
ペ
ー
パ
ー
を
題
材
と
し
た
英
語
の
単
元

に
関
連
さ
せ
て
、
生
物
の
授
業
で
バ
ナ
ナ

ペ
ー
パ
ー
を
作
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

に
し
て
保
護
者
に
贈
る
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
公
民
の
授
業
で
は
バ
ナ
ナ
ペ
ー
パ
ー

が
ど
の
よ
う
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
の
か

を
考
え
ま
し
た
。
23
年
度
以
降
も
、
そ
う

し
た
教
科
横
断
的
な
学
び
を
充
実
さ
せ
て

社
会
貢
献
活
動
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
国

内
外
に
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
」

　
20
年
度
か
ら
の
３
年
間
の
改
革
と
成
果

を
き
っ
か
け
に
、
同
校
の
教
師
に
は
チ
ー

ム
と
し
て
動
く
意
識
が
根
づ
き
、
職
員
室

は
情
報
交
換
で
活
気
を
帯
び
て
い
る
。
教

師
が
、
そ
し
て
学
校
が
変
わ
り
続
け
よ
う

と
す
る
姿
勢
は
生
徒
に
も
伝
わ
り
、
教
師

の
期
待
を
上
回
る
よ
う
な
成
長
や
飛
躍
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

＊２　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」までの 15段階で評価される。実力診断テストでは、
そのうち「A1」～「D3」で評価される。

合
格
者
数
増
加
と
Ｗ
Ｗ
Ｌ
指
定
で

改
革
の
機
運
が
高
ま
る

（株）ベネッセコーポレーション 東北支社　

仙台城南高校担当 志
し も

茂陽平

生徒一人ひとりへの
細かな個別指導が魅力！

指導変革の軌跡 宮城県・私立仙台城南高校

管
理
職
を
含
め
た
全
教
師
で

面
接
や
小
論
文
を
個
別
指
導

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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既
に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
公
立
大
学
で
、

２
０
２
５
年
度
大
学
入
試
の
入
試
科
目
が
公

表
さ
れ
て
お
り
、
国
立
大
学
で
は
96
％
の
募

集
単
位
が
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
、

共
通
テ
ス
ト
）
で
「
情
報
Ⅰ
」
を
必
須
で
課

す
予
定
だ
。
情
報
の
配
点
ま
で
公
表
し
て
い

る
国
公
立
大
学
６
５
３
募
集
単
位
（
23
年
６

月
９
日
現
在
）
を
見
る
と
、
共
通
テ
ス
ト
の

合
計
配
点
に
占
め
る
情
報
の
配
点
割
合
で
最

も
多
い
の
は
６
～
10
％
で
、
約
半
数
に
上
る

（
図
1
）。
配
点
割
合
10
％
は
、
一
般
的
な
地

理
歴
史
・
公
民
や
理
科
と
同
様
の
ウ
エ
ー
ト

で
あ
り
、
軽
視
で
き
な
い
配
点
だ
。

　
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
へ
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
実
に
8
割
の
教
師
が
自
校
の
「
情
報

Ⅰ
」
の
授
業
に
課
題
を
感
じ
て
お
り
、
最
も

多
く
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
「
共
通

テ
ス
ト
対
応
」
だ
（
図
２
）。
授
業
の
中
で
、

共
通
テ
ス
ト
へ
の
対
応
力
を
い
か
に
し
て
養

う
か
、
現
場
は
苦
慮
し
て
い
る
。「
情
報
Ⅰ
」

を
１
年
次
の
履
修
に
し
て
い
る
学
校
に
と
っ

て
は
、
既
に
履
修
が
終
わ
っ
た
現
２
年
生
に

対
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
を

行
っ
て
い
く
の
か
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ま
ず
、「
情
報
Ⅰ
」

の
学
習
内
容
の
定
着
状
況
の
分
析
結
果
か
ら

現
場
の
課
題
感
を
解
き
明
か
し
て
い
っ
た
。

Q 具体的に課題に感じていること（上位４項目）
共通テスト対応

教師の経験・知識不足

指導内容の増加、年間計画

専任教師の不足

200（件）150100500

201

139

113

103

Q 「情報Ⅰ」の授業に対して課題を感じているか

感じている
（％）

80 6 14

感じていない
担当ではないので分からない／履修学年ではない

配点割合 6～10%
（％）

50 16 4

配点割合11～15％

30

配点割合1～5％
配点割合16% 以上

共通テストの配点が小さくない情報の指導に、現場は課題感

共通テストにおける情報の配点割合（国公立大学の一般選抜）

※共通テストの「情報Ⅰ」を必須で課し、該当情報の公表が確認された653募集単位を分析（大学・学部・学科・
日程・方式）。
※情報を「点数化しない」と公表した徳島大学、「出願資格やボーダーライン上でのみ加味」とした高知大学
などの募集単位は集計対象外。

※本セミナーの事前アンケートに回答した268人の集計結果。複数回答。

 「情報Ⅰ」の指導における課題

図１

図２

新
課
程
２
年
目
「
情
報
Ⅰ
」の

授
業
実
践
と
入
試
対
応
を
考
え
る

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
は
２
０
２
３
年
５
月
、
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
「
新
課
程
2
年
目
『
情
報
Ⅰ
』
の
授
業
実
践
と
入
試
対
応
を
考
え
る
」
を
開
催
し
た
。

「
情
報
Ⅰ
」
に
関
す
る
指
導
上
の
課
題
を
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
情
報
Ⅰ
」
ア
セ
ス
メ
ン
ト
「
Ｐ
プ
ラ
ス
」
の
受
検
結
果
か
ら
分
析
し
、
そ
の
課
題
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
け
ば
よ
い
の
か
を
、
実
践
例
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

「
情
報
Ⅰ
」
に
関
す
る

学
校
現
場
の
課
題

８
割
の
教
師
が
「
情
報
Ⅰ
」の
指
導
に
課
題
感

セミナーレポート
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本
セ
ミ
ナ
ー
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
、情
報
担
当
の
多
く
の
教
師
が
、自
校
の

「
情
報
Ⅰ
」の
授
業
に
課
題
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
課
題
感
は
何
に
起
因

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

「
情
報
Ⅰ
」
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
デ
ー

タ
か
ら
見
え
る
、
生
徒
の
学
習
内
容
の
定
着

状
況
か
ら
、
そ
の
原
因
を
探
っ
た
。

　
分
析
に
用
い
た
の
は
、
22
年
度
に
全
国

の
高
校
生
が
受
検
し
た
、「
情
報
Ⅰ
」
を
出

題
範
囲
と
す
る
ベ
ネ
ッ
セ
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
「
Ｐ
プ
ラ
ス
」
の
結
果
だ
。
そ
れ
を
基
に
、

生
徒
の
「
情
報
Ⅰ
」
の
学
習
内
容
の
定
着
状

況
を
確
認
す
る
と
、
学
習
項
目
間
の
正
答
率

に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
た
（
図
３
）。
正
答

率
が
低
か
っ
た
の
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
仕

組
み
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
分
野
だ
。

　
公
表
さ
れ
た
試
作
問
題
を
踏
ま
え
る
と
、

25
年
度
の
共
通
テ
ス
ト
で
出
題
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
「
３
章
　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」（
試
作
問
題
で
の
配
点

は
１
０
０
点
満
点
中
46
点
）、「
４
章
　

情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
活
用
」（
同

31
点
）
の
正
答
率
が
低
い
こ
と
は
、
看
過
で

き
な
い
課
題
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

１章　課題発見・解決の方法
１章　情報モラル・セキュリティ

２章　メディアの特性・情報デザイン
３章　コンピュータの仕組み

３章　アルゴリズム・コーディング
３章　モデル化とシミュレーション

４章　ネットワーク
４章　データベース
４章　データの活用

（％）0 20 40 60 80

全体平均
正答率

44.9%

63.1
70.7

46.2
35.3

38.6
49.5

24.6
38.1
38.4

受検結果から見えてきた定着が不十分な分野

「Ｐプラス」の結果概要

コンピュータの仕組みに関する知識問題

解答

※2022年度。全国3,091人の受検結果より。
※章は共通テストの出題に対応。

特に正答率の低かった「Ｐプラス」の問題例
　「Ｐプラス」では、知識問題を約３
割、思考問題を約７割出題しており、
正答率は知識問題の方が低い傾向に
あった。正答率の低い問題の１つが、
右図の問題だ。コンピュータの主記
憶装置と補助記憶装置の特徴を分類
する問題で、正答率は10.7％にとど
まった。
　この問題は基本的な知識問題であ
るが、裏を返せば知識がなければ解
くことはできない。そのため、正答
率が低い要因としては、そもそも授
業で扱われたのかどうか、授業で扱っ
た場合は、その内容が定着していた
かどうかが、正答率に大きく影響し
たと言える。限られた授業時数の中
で、共通テストで求められる内容を
扱い、知識を定着させることは想定
以上に難しいことなのかもしれない。

正答率

10.7%

図３

「
情
報
Ⅰ
」
の
学
習
内
容
の

定
着
状
況
の
分
析
結
果

共
通
テ
ス
ト
で
の
重
要
分
野
の
定
着
が
不
十
分

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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正
答
率
の
低
か
っ
た
問
題
を
見
た
上
で
、

な
ぜ
生
徒
は
そ
う
し
た
問
題
が
解
け
な
か
っ

た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
授
業
を
行
え
ば
そ
う

し
た
問
題
が
解
け
た
の
か
を
、
本
セ
ミ
ナ
ー

で
は
考
察
し
た
。

　
授
業
で
扱
っ
た
内
容
を
生
徒
に
定
着
さ
せ

る
た
め
に
は
、
授
業
の
中
で
様
々
な
問
題
を

解
く
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
に
お
け
る
問

題
解
決
の
場
面
で
、
授
業
で
学
ん
だ
知
識
を

活
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
ま
た
、

思
考
力
が
求
め
ら
れ
る
問
題
を
解
く
た
め
に

は
、
知
識
を
生
か
し
て
試
行
錯
誤
す
る
経
験

が
必
要
で
あ
る
。
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
動

か
し
、
想
定
し
て
い
た
変
数
が
代
入
さ
れ
な

い
と
い
っ
た
経
験
を
通
じ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ト
レ
ー
ス
す
る
力
が
身
に
つ
い
て
い
く
か

ら
だ
。

　「
情
報
Ⅰ
」
の
授
業
に
対
し
て
指
導
上
の

課
題
を
感
じ
て
い
る
教
師
が
多
い
原
因
は
、

学
習
内
容
の
定
着
を
促
す
上
で
欠
か
せ
な

い
、
知
識
を
活
用
す
る
経
験
を
、
授
業
の
中

に
う
ま
く
盛
り
込
め
て
い
な
い
点
に
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
知
識
を
活
用
す
る
経
験
を
生
徒
に
積
ま
せ

る
た
め
に
は
、「
座
学
と
実
習
の
バ
ラ
ン
ス
」

が
重
要
で
あ
る
。
基
本
的
な
知
識
を
学
ん
だ

ら
、
実
習
を
通
し
て
知
識
を
定
着
さ
せ
、
思

考
力
や
問
題
解
決
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
は
、
共
通
テ
ス
ト
対
策
と
し
て
も
必
要
だ
。

　
限
ら
れ
た
授
業
時
数
の
中
、
基
礎
知
識
を

身
に
つ
け
さ
せ
た
上
で
実
習
を
行
う
た
め

に
、
神
奈
川
県
・
私
立
神
奈
川
大
学
附
属
中
・

高
校
で
は
、
外
部
教
材
を
活
用
し
た
家
庭
学

習
で
基
礎
知
識
を
整
理
さ
せ
て
い
る
。
授
業

で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
双
方
向
の

や
り
取
り
を
通
じ
て
知
識
を
定
着
さ
せ
、
思

考
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
あ
る
高
校
で
行
わ
れ
た
、「
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
の
分
析
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
２

コ
マ
の
授
業
に
お
け
る
、
知
識
の
習
得
と
小

規
模
の
実
習
を
散
り
ば
め
た
展
開
も
、
座
学

と
実
習
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
上
で
参
考
に

な
る
。
具
体
的
に
は
、
１
コ
マ
目
で
、
形
態

素
解
析
な
ど
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
分
析
に

利
用
さ
れ
る
技
術
や
用
語
に
つ
い
て
解
説
し

（
知
識
の
習
得
）、
２
コ
マ
目
で
は
、
新
聞
記

事
を
用
い
た
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
実
習

に
取
り
組
む
と
い
う
展
開
だ
。
す
べ
て
の
学

習
内
容
を
関
連
さ
せ
た
実
習
を
盛
り
込
む
こ

と
は
、時
間
的
に
も
難
し
い
。
そ
こ
で
、デ
ー

タ
を
活
用
し
た
問
題
解
決
の
流
れ
の
中
で

も
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
デ
ー

タ
を
分
析
す
る
工
程
が
、
自
校
の
生
徒
に

と
っ
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
実
習

に
取
り
入
れ
た
（
図
４
）。

　
各
単
元
に
お
い
て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

実
習
を
組
み
込
ん
で
い
く
の
か
、
生
徒
の
実

態
を
踏
ま
え
た
単
元
ご
と
の
授
業
デ
ザ
イ
ン

が
重
要
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

※ある高校の「テキストデータの分析の授業の流れ」を基に、編集部で作成。

単元のキーとなる内容を厳選して実習を行う

データを活用した問題解決の流れ図４

❶問題を見つけ、データを活用した解決方法を検討する

❷求めるデータを明確にして、それを収集する方法を検討
する

❸データを収集し、分析できる形式に処理する

❹ソフトウェアなどを活用してデータを分析する

❺分析結果を解釈し、問題解決につながる提案をしたり、
新たな問題を見いだしたりする

●❶〜●❺に関する実習を
すべて行うのは難しいた
め、キーとなる●❹に関す
る実習のみを行い、●❶
●❷●❸●❺は、軽く説明する
だけでイメージを持てる
ようにする

そ
の
1

知
識
を
活
用
す
る
経
験
を

授
業
の
中
に
い
か
に
盛
り
込
む
か

限
ら
れ
た
授
業
時
数
の
中
で

効
果
的
に
実
習
を
配
置

実
践
例
か
ら
考
え
る
入
試
対
応
　

単
元
ご
と
の
授
業
デ
ザ
イ
ン

キ
ー
ワ
ー
ド 

● 

座
学
と
実
習
の
バ
ラ
ン
ス

 高校版  2023 August 40

0-01-J-23300-001 2023 年度 VIEW next 高校版 8 月号 40 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

07/25
松下

念
校

08/03
松本

再
念
校

08/07
庄司 − −/−

− − −/−
−

P38-41_view-next-koukou-8g.indd   40P38-41_view-next-koukou-8g.indd   40 2023/08/07   11:252023/08/07   11:25



　
本
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
勤
務
校
の
約
６
割

が
、
１
年
次
に
「
情
報
Ⅰ
」
を
履
修
さ
せ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
25
年
度
大
学
入
試
に
向

け
て
は
、
1
年
次
に
学
習
し
た
内
容
を
い
か

に
定
着
さ
せ
る
か
も
重
要
な
課
題
だ
。

　
あ
る
高
校
で
は
、
外
部
教
材
を
活
用
し
て
、

週
末
と
長
期
休
業
中
に
課
題
を
与
え
る
こ
と

で
、
生
徒
が
家
庭
で
「
情
報
Ⅰ
」
を
継
続
的

に
学
習
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
。
生

徒
の
つ
ま
ず
き
が
特
に
見
ら
れ
た
単
元
を
抜

粋
し
、
そ
の
単
元
に
つ
い
て
の
１
回
約
10
分

の
講
義
動
画
の
視
聴
と
確
認
問
題
の
実
施
に

よ
っ
て
、
生
徒
に
負
担
を
か
け
過
ぎ
る
こ
と

な
く
、「
情
報
Ⅰ
」
の
復
習
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
２
年
次
１
学
期
は
１
年
次
の
学
習
内

容
の
復
習
、
2
学
期
は
共
通
テ
ス
ト
に
向
け

た
基
礎
的
な
内
容
の
演
習
、
そ
し
て
冬
季
休

業
以
降
は
2
月
の
共
通
テ
ス
ト
の
模
擬
試
験

に
向
け
た
対
策
及
び
復
習
と
、
大
き
な
指
導

の
流
れ
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
も
参
考
に
し

た
い
。

　
別
の
高
校
で
は
、
２
年
次
の
長
期
休
業
明

け
の
校
内
実
力
考
査
に
お
い
て
、
履
修
済
み

の
「
情
報
Ⅰ
」
を
出
題
す
る
と
い
う
。
夏
季
、

冬
季
、
春
季
休
業
明
け
の
３
回
の
校
内
実
力

考
査
に
お
い
て
、「
情
報
Ⅰ
」
の
１
年
次
の

学
習
内
容
の
定
着
状
況
を
測
定
し
、
３
年
次

の
受
験
指
導
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。
な

お
、
３
回
の
校
内
実
力
考
査
の
う
ち
１
回
を

「
Ｐ
プ
ラ
ス
」
の
受
検
に
す
る
こ
と
で
、
全

国
基
準
で
学
習
内
容
の
定
着
状
況
を
把
握
す

る
予
定
だ
。

　
生
徒
が
「
情
報
Ⅰ
」
の
学
習
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
学
習
内
容
の

定
着
状
況
を
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
、

３
年
次
の
指
導
の
成
否
の
鍵
を
握
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

そ
の
2

家
庭
学
習
や
校
内
実
力
考
査
を

活
用
し
、
学
び
を
継
続
さ
せ
る

実
践
例
か
ら
考
え
る
入
試
対
応

　

2023年度第１回「情報Ⅰ」ウェブセミナー　新課程２年目「情報Ⅰ」の授業実践と入試対応を考える

https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinkatei/article/20230601_
jugyojissen/index.html

「情報Ⅰ」の指導上の課題や入試対応のポイントを、全国の学校の実践例とともに解説！　ぜひご覧ください。

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程への対応＞教科「情報」からアクセス

h t t p s :// b h s o . b e n e s s e . n e . j p/ h s _ o n l i n e /s i d o u /s h i n k a t e i / j o h o/

授
業
時
間
外
の
学
習
の
充
実

キ
ー
ワ
ー
ド 
● 
環
境
づ
く
り
と
伴
走

今回のウェブセミナーのPoint
共通テストを見据え、自校の生徒の学習上の課題を把握することが重要に。 
実習を効果的に配置した授業デザインと、家庭学習などの授業時間外の学習の充
実が、学習内容の定着の鍵を握る。

本セミナーで課題の分析に活用した、「情報Ⅰ」対応の CBT形式アセスメント「Ｐプラス」の詳
細は、右の 2 次元コードまたは下記 URL からご覧ください。 

 https://www.p-pras.com/basic/ または Pスタディ・Pプラス 検索

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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学校概要

設立　 1891（明治 24）年
形態　全日制・定時制／普通科・理数科／共学
生徒数（全日制）　１学年約 360 人
2022年度卒業生進路実績（全日制）　国公立
大は、北海道大、名古屋大、京都大、大阪大、
神戸大、愛媛大、九州大などに 249 人が合格。
私立大は、上智大、早稲田大、同志社大、立
命館大、関西大などに延べ 576 人が合格。

＊１　同校の「外部人材の活用」に関する取り組みは、本誌 2022 年 10 月号「指導変革の軌跡」で紹介しています。ウェブサイト『VIEW next ONLINE』の「高
校版バックナンバー」（https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/）、または右の２次元コードからアクセスしてください。
＊２　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」。
＊３　オランダ・ユトレヒト大学のシャウフェリ教授らが提唱した概念であり、「仕事から活力を得て生き生きとしている」（活力）、「仕事に誇りとやりがいを
感じている」（熱意）、「仕事に熱心に取り組んでいる」（没頭）の３つがそろった状態として定義される。

露
口
　
２
０
２
２
年
度
か
ら
、本
腰
を
入
れ
て

働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

松
田
　
昨
年
度
か
ら
、
教
員
志
望
の
大
学
生

を
中
心
に
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
の
施
策
の

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
等
と
し
て
、
７
人
配

置
し
て
い
ま
す
（
＊
１
）。大
学
生
に
、
事
務

補
助
や
生
徒
の
学
習
支
援
、
３
年
生
の
面
接

指
導
に
お
け
る
面
接
官
役
な
ど
を
担
当
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
教
師
は
別
の
業
務
に
取
り

組
め
ま
す
し
、
大
学
生
が
生
徒
に
熱
心
に
指

導
す
る
姿
に
、教
師
も
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

池
田
　
今
年
度
か
ら
は
、
先
生
方
に
ノ
ー
残

業
デ
ー
を
月
５
日
設
定
し
て
も
ら
い
、
事
前

に
校
務
シ
ス
テ
ム
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
入
力
し

て
も
ら
う
取
り
組
み
も
始
め
ま
し
た
。
先
生

方
が
、
退
勤
時
刻
を
意
識
し
て
日
々
の
業
務

を
組
み
立
て
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
一
番
の
課
題
は
、
長
時
間
勤
務
の

解
消
で
す
。
本
校
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
２
）
の
指

定
を
受
け
て
22
年
目
で
、
先
進
校
と
し
て
先

生
方
は
仕
事
に
大
き
な
や
り
が
い
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
仕
事
量
が
多
く
、
長
時
間
勤
務

に
な
り
が
ち
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

露
口
　
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
識
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

池
田
　
仕
事
熱
心
な
あ
ま
り
、
総
じ
て
時
間

を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
長
時

間
勤
務
の
要
因
の
１
つ
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
は
既
に
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
入
力
す
る

人
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
い
ま
一
度
、

声
を
か
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
教
師
の
仕
事
は
時
間
で
区
切
れ
る

も
の
で
は
な
く
、生
徒
か
ら
の
質
問
や
相
談

に
は
い
つ
で
も
対
応
し
ま
す
し
、よ
り
よ
い

授
業
を
し
よ
う
と
い
う
先
生
方
の
熱
意
に
水

を
差
し
た
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
早

く
出
勤
し
て
授
業
準
備
を
す
る
こ
と
を
好
む

先
生
も
い
ま
す
。
勤
務
時
間
へ
の
対
応
は
悩

ま
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

露
口
　
私
が
実
施
し
た
調
査
で
は
、
ワ
ー
ク・

エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
（
＊
３
）
が
高
く
、
時

アドバイザー

「働きがい改革」を提唱する識者が、学校の働き方改革の
実践をバックアップ。その実践の背景や具体的な取り組み、
そして成果と課題を、複数回にわたってリポートします。

働き方改革働き方改革
生き生きと働き続けられる
学校づくりへの挑戦

自
校
の
現
状
と
向
き
合
う

長
時
間
勤
務
の
解
消
に
向
け
、

既
存
業
務
の
見
え
る
化
を

校
長池田

哲
也 

い
け
だ
・
て
つ
や

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

愛媛大学大学院教育学研究科　
教授

露口健司　つゆぐち・けんじ
主な研究テーマは、学校組織のリー
ダーシップ、学校組織のウェル・ビー
イングとワーク・エンゲイジメントな
ど。国立教育政策研究所客員研究員、
中央教育審議会「質の高い教師の確保
特別部会」臨時委員等も務める。

進
路
指
導
課
長

松
田
　猛 

ま
つ
だ
・
た
け
し

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
数
学

科
。

愛媛県立
松山南高校編

第 1回

長
時
間
勤
務
の
解
消
が

目
下
の
課
題

各
自
の
業
務
を
４
つ
に
分
類
し
、

負
担
業
務
を
洗
い
出
す
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間
外
勤
務
が
月
80
時
間
以
上
の
超
過
者
率
も

高
い
高
校
は
、
軒
並
み
公
立
の
進
学
校
で
、

貴
校
も
そ
こ
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
ま
し
た

（
図
１
）。
働
き
が
い
が
大
き
い
と
長
時
間
勤

務
に
な
り
や
す
い
と
い
う
の
は
、
全
国
の
公

立
進
学
校
の
課
題
で
す
。

松
田
　
長
時
間
勤
務
を
解
消
す
る
た
め
の
よ

い
手
立
て
は
あ
り
ま
す
か
。

露
口
　
ま
ず
は
既
存
業
務
の
見
え
る
化
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
図
２
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で

負
担
感
の
あ
る
業
務
や
不
要
業
務
を
洗
い
出

し
、
１
つ
ず
つ
改
善
策
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
負
担
に
感
じ
る
業
務
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
。
教
師
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
業

務
を
洗
い
出
し
、
そ
れ
を
教
師
間
で
共
有
す

る
場
を
設
け
る
こ
と
も
一
案
で
す
。

池
田
　
早
速
、
本
校
で
そ
れ
を
校
内
研
修
で

実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

露
口
　
自
校
に
合
っ
た
業
務
改
善
の
方
法
を

選
ば
な
い
と
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
校
の
教
師
が
何

を
求
め
て
い
る
の
か
、
本
シ
ー
ト
を
使
っ
て

現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

※露口教授の提供資料を基に編集部で作成。

※露口教授の提供資料を基に編集部で作成。

次
号
は
、
既
存
業
務
の
見
え
る
化
に

取
り
組
む
同
校
の
校
内
研
修
の
模
様

を
追
跡
し
ま
す
。

「働きやすさ」と「働きがい」の視点で、働き方の課題を分析

既存業務を見える化するワークシート

図１

図２

【研修の手順】
❶自分が担当する業務内容を１０枚程
度の付せんに書き、ワークシートの
該当のゾーンに貼る。縦軸は「実践
できている」「実践できていない」、
横軸は「取り組みたい」「取り組みた
くない」とし、重みづけをしながら
貼る。重みづけは、各ゾーンを９マ
スに分け、「１〜４」の４段階とする。
❷グループでワークシートを共有し、
右上ゾーンの「❶働きがいを感じる
業務」は残し、ほかの３つのゾーン
の隅にある業務（左図のグレー部分）
について、精選や外部委託などを検
討する。中でも、負担感のある業務
の改善策を検討する。

労働状況を見る指標は複
数あるが、露口教授の調
査分析では、各校の「幸福
感」「同僚への信頼感」「抑
うつ傾向」の度合いを、「時
間外勤務月80時間非超過
者率」を縦軸、「ワーク・
エンゲイジメント」を横
軸にしてプロットした。
自校が４象限のどこに位
置するかによって、働き
方改革での取り組みが変
わる。例えば、第４象限
の学校では、高いやりが
いを保ちつつ、長時間勤
務を解消することが課題
だ。一律に時短を求める
と、同僚との交流が減っ
て同僚性が損なわれたり、
教育活動の準備ができな
かったりして、働きがい
を失ってしまう可能性が
あるので注意が必要だ。

第３象限
すべてにおいて
改善が必要

第２象限
同僚との信頼関係
構築などを図る

第４象限
働きがいを保ちつつ
長時間勤務を解消する

第１象限
現状をキープ

公立進学校が
密集

抑うつ傾向四分位

主観的幸福感

同僚信頼四分位

1 2 3 3 2 1

2 2 4 4 2 2

3 4 4 4 4 3

3 4 4 4 4 3

2 2 4 4 2 2

1 2 3 3 2 1

実践できている

取
り
組
み
た
く
な
い

取
り
組
み
た
い

実践できていない

❸負担感のある業務

❹手を抜いても支障のない業務

❶働きがいを感じる業務

❷手つかずで焦りを感じている業務

働きがい負担感

焦り手抜き

負担感軽減 働きがいの
維持・向上

不要業務の
見直し

時間的
余裕の創出

ワーク・エンゲイジメント 働きがい

時
間
外
勤
務
月
80
時
間
非
超
過
者
率

働
き
や
す
さ

管
理
職

教
務
担
当

進
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学校概要

設立　 1974（昭和 49）年
形態　定時制（昼間・夜間）、通信制／
普通科／共学　
生徒数　１学年約 20 人（定時制夜間）
2021年度進路実績（現役のみ）　4 年制
大には、千葉商科大、南九州大、宮崎産
業経営大に 4 人が合格。短大・専門学校
進学 7 人。就職 4 人。

◎探究テーマ例
•製菓の魅力
•現代建築の魅力
•ピアスについて
•記憶について
•やる気を出すには
•瞑想について
•メイクの変化

◎全員に表彰状を授与

　
２
０
２
３
年
３
月
、
福
岡
県
立
あ
り
あ
け

新
世
高
校
定
時
制
課
程
の
３
年
生
全
11
人

が
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
中
間
発

表
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
各
生
徒
が
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
探
究
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
15
枚
程
度
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
約
５

分
間
で
発
表
す
る
も
の
で
、
内
容
は
就
き
た

い
職
業
に
関
す
る
こ
と
や
、
興
味
・
関
心
の

あ
る
こ
と
、
生
活
の
中
で
抱
い
た
疑
問
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
た
。

　
中
間
発
表
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
、
大
学
教
授
や
経
営
者
団
体
の

理
事
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
代
表
な
ど
、
様
々
な
分
野

の
専
門
家
が
社
会
人
審
査
員
と
し
て
参
加
し

た
。
社
会
人
審
査
員
の
人
数
は
、
１
対
１
で

生
徒
と
向
き
合
え
る
よ
う
、
生
徒
と
同
数
の

11
人
と
し
た
。
発
表
後
、
社
会
人
審
査
員
が

入
れ
替
わ
り
な
が
ら
、
卒
業
年
次
と
な
る
4

年
次
の
探
究
学
習
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の

助
言
を
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
行
っ
た
。

　
中
間
発
表
を
企
画
し
た
定
時
制
課
程
３
学

年
担
任
（
当
時
）
の
前
川
修
一
先
生
は
、「
社

会
人
の
方
々
に
は
、
発
表
内
容
の
審
査
以
上

に
、
生
徒
と
の
対
話
を
期
待
し
た
」
と
語
る
。

　「
発
表
を
通
し
て
、
生
徒
の
あ
り
の
ま
ま

に
向
き
合
い
、
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
ね
と
褒

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
生
徒

に
と
っ
て
、
各
界
の
第
一
人
者
に
今
の
自
分

を
受
け
止
め
て
も
ら
う
経
験
は
、
生
き
る
自

信
を
得
る
機
会
に
な
る
と
考
え
た
の
で
す
」

社
会
人
と
高
校
生
が
１
対
１
で

対
話
す
る
探
究
学
習
の
発
表
会

ウェルビーイング= 身体的・精神的・社会的によい状態にあること。短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。
（文部科学省「新たな教育振興基本計画【概要】（令和５年度〜９年度）」より）

社会

教 室 から始める

11
人
の
社
会
人
が
向
き
合
っ
た

多
様
な
生
徒
の「
あ
り
の
ま
ま
」の
学
び

福
岡
県
立
あ
り
あ
け
新
世
高
校 

定
時
制
課
程

学校概要

設立　 2003（平成 15）年
形態　全日制・総合学科／定時制・普通
科／共学　
生徒数（定時制）　１学年 11 人（2023
年度 4 年生）
2022年度卒業生進路実績（定時制）　専
門学校進学１人。就職２人。その他２人。

主
幹
教
諭
・
教
務
主
任
兼
４
学
年
担
任

前
川
修
一 

ま
え
か
わ
・
し
ゅ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
。

● 様々な興味・関心を各生徒が探究

● 生徒の「ありのまま」を認める

総合的な探究の時間　中間発表の様子

深いテーマでした。数年後、ふと
した瞬間に答えが出る。そんな問い
のような気もします。これからもこ
の問いを大切にしながら迷走してい
ただきたいなと思いました。ちなみ
に私は、「なぜ生きているのか」を
８年間くらい考え続けました。ある
日突然答えが出ました。

◎審査員のコメント例

な
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審査員として参加した社会人の

温
か
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

学
び
続
け
る
力
を
得
る

　生
徒
た
ち
は
、
過
去
に
不
登
校
を
経
験
し

た
り
、
中
学
校
ま
で
の
基
礎
学
力
が
十
分
に

身
に
つ
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
対
人
関
係
の

構
築
が
苦
手
だ
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
困
難

や
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　「ど
の
生
徒
も
、
高
校
で
徐
々
に
自
己
肯

定
感
や
自
己
有
用
感
を
取
り
戻
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
今
後
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時

に
、『
ど
う
せ
自
分
は
…
…
』
と
い
っ
た
言

葉
が
頭
を
も
た
げ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
立
ち
直
る
た
め
に
必

要
な
の
が
、
成
功
体
験
で
す
。
そ
こ
で
、
講

評
を
通
し
て
、
や
り
遂
げ
た
、
認
め
ら
れ
た

と
い
う
喜
び
を
生
徒
に
味
わ
わ
せ
て
く
だ
さ

い
と
、
社
会
人
審
査
員
に
お
願
い
し
ま
し
た
」

　前
川
先
生
は
、
定
時
制
の
生
徒
の
多
く
に

と
っ
て
、
大
学
受
験
は
学
び
の
動
機
づ
け
に

な
ら
な
い
た
め
、
課
題
や
テ
ス
ト
を
使
っ
て

学
び
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
説
明

す
る
。
し
か
し
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中

で
生
ま
れ
た
興
味
・
関
心
や
喜
怒
哀
楽
に
教

師
が
共
鳴
す
る
と
、
学
び
に
没
頭
し
始
め
る

こ
と
が
あ
る
」
と
前
川
先
生
は
言
う
。
そ
の

た
め
、
11
人
の
社
会
人
審
査
員
が
「
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
」
を
語
る
生
徒
の
発
表
に
耳
を

傾
け
、
興
味
・
関
心
を
示
し
、
温
か
な
言
葉

を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
が
た
か
っ
た

と
、
前
川
先
生
は
振
り
返
る
。

　「あ
る
生
徒
が
発
表
後
、『
た
く
さ
ん
の
先

生
に
褒
め
て
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。
探

究
を
さ
ら
に
深
め
る
ア
イ
デ
ア
を
生
活
の
中

で
見
つ
け
て
、
次
の
最
終
発
表
に
つ
な
げ
た

い
』
と
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
入
試

当
日
、
ほ
か
の
人
と
話
す
の
が
苦
手
で
、
壁

に
向
か
っ
て
休
み
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
生

徒
も
、
社
会
人
と
の
対
話
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
人
は
皆
、成
長
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
ペ
ー

ス
が
違
い
ま
す
。
私
た
ち
教
師
は
、
よ
り
よ

い
学
び
の
環
境
を
つ
く
っ
た
ら
、
あ
と
は
生

徒
を
信
じ
て
待
て
ば
よ
い
。
そ
の
こ
と
を
改

め
て
生
徒
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」

生
徒
た
ち
の
発
表
内
容
や
社
会
人
審
査
員
が
生
徒
に
か
け
た
言
葉
、
そ
し
て
探
究

学
習
を
通
し
て
生
徒
に
学
ぶ
力
を
取
り
戻
さ
せ
て
い
っ
た
前
川
先
生
の
指
導
に
つ

い
て
、
ウ
ェ
ブ
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
事
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://view
-next.benesse.jp/view

/w
eb-hs/article16393/

大学の研究室からオンラ
インで中間発表に参加し、
生徒の発表に講評を述べ
る杉森公一教授。

分
の
中
に
生
ま
れ
た
否
定
的
な
感
情
か
ら
目
を
そ
ら
さ

な
か
っ
た
経
験
を
語
っ
た
生
徒
と
は
、「
そ
う
い
う
思
い

を
言
葉
に
で
き
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
ね
」
と
、
そ
の
生
徒
の

成
長
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
話
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

自
分
の
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
楽
し
そ
う
に
語
っ
た
生
徒
と
は
、

も
っ
と
知
り
た
く
な
っ
た
私
の
気
持
ち
を
伝
え
、
一
緒
に
深
め

て
い
き
ま
し
た
。
審
査
員
や
大
学
教
授
と
し
て
で
は
な
く
、
学

ぶ
と
い
う
意
味
で
自
分
は
生
徒
と
対
等
の
存
在
な
の
だ
と
思
い

な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
ま
し
た
。「
自
分
と
同
じ
、

学
ぶ
人
だ
」と
生
徒
に
思
っ
て
も
ら
え
た
の
な
ら
う
れ
し
い
で
す
。

自

東京大学大学院教育学研究科教授 
栗田佳代子

徒
た
ち
は
、
自
分
が
本
当
に
取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ
に
つ

い
て
探
究
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
発
表
が
き
っ
か
け
で

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
１
人
の
人
生

が
変
わ
れ
ば
、
社
会
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
心
か
ら

感
動
し
ま
し
た
。
探
究
学
習
の
サ
イ
ク
ル
の
回
し
方
や
テ
ー
マ

の
学
術
性
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、
人
生
を
変
え
る
探
究
こ

そ
、
す
べ
て
の
高
校
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
学
び
だ
と
思
い
ま

す
。
11
人
の
発
表
を
聞
い
た
後
、
私
は
、
自
分
が
全
員
の
生
徒

の
名
前
を
覚
え
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
様
々
な
探

究
の
場
面
に
立
ち
会
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

生

北陸大学高等教育推進センター長・教授 
杉森公

き み

一
か ず

査
員
と
し
て
心
が
け
た
の
は
、
生
徒
に
心
を
開
い
て
も
ら

う
こ
と
で
し
た
。
生
徒
の
「
今
」
を
肯
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
発
表
の
よ
い
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
指
摘
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

ど
の
生
徒
も
私
の
言
葉
を
素
直
に
受
け
止
め
て
く
れ
ま
し
た
。
建

築
、
ピ
ア
ス
、
製
菓
…
…
、
ど
れ
も
私
は
詳
し
く
知
ら
な
い
テ
ー

マ
で
す
が
、
私
が
「
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
尋
ね
る
と
、
ど
の

生
徒
も
楽
し
そ
う
な
表
情
で
、
発
表
し
切
れ
な
か
っ
た
話
を
聞

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
発
表
に
対
す
る
一
方
的
な
講
評
で
は
な

く
、
生
徒
と
対
話
が
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

審

宮崎県立宮崎東高校 定時制課程夜間部教諭 
西山正

ま さ

三
み

声

〈本コーナーは隔号連載です。次回は12月号の予定です〉
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渋谷区役所本庁舎の階段の手すり。「ヒガシ　
カイダン　ココワ　15カイ　デス。」

文字（カタカナ、英数字）と点字が一体化し、
目でも指でも読めるユニバーサルな書体。

目
で
も
指
で
も
読
め
る
点
字

「
ブ
レ
イ
ル
ノ
イ
エ
」に
見
る

み
ん
な
が
つ
な
が
る
未
来

発
明
家 

高
橋
鴻こ

う

介す

け

点字にカタカナやアルファベットを重ね合わせることで、目の不自由な人も視覚に障害のない
人も書かれてあることが理解できる点字フォント「ブレイルノイエ」を採用した渋谷区役所本
庁舎の案内板。

1993年東京都生まれ。東京学芸大学附属高校卒業。慶應義塾大学環境情報学
部卒業。大手広告代理店にプランナーとして在職中の2017年、点字と文字
を組み合わせることで、目でも指でも読むことができるユニバーサルな書体
「ブレイルノイエ」を発明。19年には、盲ろう者（視覚と聴覚の両方に障害
のある人）のコミュニケーション手段である「触手話」をベースにしたコミュ
ニケーションゲーム「LINKAGE」を開発する。22年に「接点の発明家」と
して独立し、年齢や国籍の違い、そして障害の有無といった、人と人の間に
ある境界を越え、多様で異質な人々がつながるための新しいコミュニケーショ
ンの方法やツールを追究している。

新しいコミュニケーションツールを創出し、
人と人の「つながり」をデザインする発明家

創り人からのメッセージ
つ く り び と
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　「
高
橋
く
ん
、
点
字
が
読
め
る
と
、
暗
闇

で
も
読
書
が
で
き
る
よ
」。
視
覚
障
害
者
の

方
に
そ
う
言
わ
れ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
う
か
、
僕
が
点
字
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ

て
も
構
わ
な
い
ん
だ
！
　
そ
の
言
葉
が
き
っ

か
け
で
点
字
に
興
味
を
持
ち
、「
ブ
レ
イ
ル

ノ
イ
エ
」
の
発
明
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
点

字
の
隣
に
墨
字
を
置
い
て
も
書
い
て
あ
る
こ

と
は
伝
わ
る
け
れ
ど
、
点
字
と
文
字
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
こ
の
点
字
は
、
こ
ん

な
意
味
だ
っ
た
ん
だ
」
と
、
よ
り
点
字
に
興

味
を
持
つ
人
が
多
い
で
す
。
一
緒
に
す
る
こ

と
、
混
ぜ
る
こ
と
で
、
視
覚
障
害
者
と
晴
眼

者
の
距
離
が
近
づ
く
よ
う
な
感
覚
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
別
々
に
で
は
な
く
、

あ
た
り
前
の
よ
う
に
一
緒
に
あ
る
。
そ
ん
な

場
づ
く
り
に
、「
ブ
レ
イ
ル
ノ
イ
エ
」
は
貢

献
で
き
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
あ
る
時
、
視
覚
障
害
者
の
友
人
が
、
僕
に

こ
ん
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。「『
障
害
の
あ

る
人
と
初
め
て
会
っ
た
』
と
よ
く
言
わ
れ
る
。

世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
障
害
者
が
い
る
の

に
」。
そ
れ
は
障
害
の
あ
る
人
を
見
た
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
か
か
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。
相
手
と
か
か
わ
り
を
持
ち
、
そ
の
人

の
こ
と
を
知
る
一
番
簡
単
な
方
法
は
、
友
達

に
な
る
こ
と
で
す
。
友
達
に
な
れ
ば
、
相
手

が
ど
ん
な
世
界
を
生
き
て
、
ど
ん
な
楽
し
さ

を
味
わ
い
、
ど
ん
な
困
り
ご
と
に
向
き
合
っ

て
い
る
の
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
僕
は
、
つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
視

覚
障
害
者
と
同
じ
場
を
共
有
す
る
ツ
ー
ル
の

１
つ
と
し
て
「
ブ
レ
イ
ル
ノ
イ
エ
」
を
、
盲

ろ
う
者
と
一
緒
に
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
と
し
て

「LIN
KAG

E

」
を
開
発
し
た
の
で
す
。

　
高
校
時
代
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、
情
報

の
授
業
で
の
Ｃ
Ｍ
制
作
で
す
。
ほ
か
の
教
科

は
、
時
間
を
か
け
て
勉
強
す
れ
ば
正
解
の
出

る
課
題
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
授
業

で
は
、「
こ
れ
で
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
ら

な
い
」
な
ど
と
先
生
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
自
分
で
考
え

る
こ
と
を
繰
り
返
す
の
で
す
。
答
え
が
１
つ

で
は
な
い
学
び
を
経
験
し
、
世
界
が
広
が
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
デ
ザ
イ
ン
に

興
味
が
湧
き
、
進
学
先
を
決
め
ま
し
た
。

　
高
校
時
代
に
は
、
世
界
を
広
げ
て
く
れ
る

よ
う
な
大
人
と
、
た
く
さ
ん
出
会
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
先
生
以
外
の
社
会
人
に
も
た
く

さ
ん
出
会
っ
た
方
が
い
い
。
異
業
種
の
人
々

が
同
じ
空
間
を
共
有
し
、
働
く
「
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
」
が
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

学
校
も
同
じ
よ
う
に
社
会
に
開
か
れ
、
い
ろ

い
ろ
な
大
人
が
学
校
に
出
入
り
し
て
高
校
生

と
話
す
よ
う
に
な
れ
ば
、
高
校
生
も
社
会
人

も
お
互
い
に
刺
激
し
合
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
九
州
の
あ
る
公
立
高
校
で
、「
未

来
の
学
校
を
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ

に
高
校
生
と
対
話
し
ま
し
た
。
一
番
印
象
に

残
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
、「
職
員
会
議
に
生
徒

が
参
加
す
る
」
で
す
。
普
段
の
職
員
会
議
に

生
徒
が
交
ざ
り
、
話
を
聞
く
だ
け
で
も
い
い

し
、
意
見
を
言
っ
て
も
い
い
。
先
生
と
生
徒

が
一
緒
に
学
校
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
に

は
、
大
き
な
価
値
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　
１
人
の
生
徒
か
ら
、「
ど
う
す
れ
ば
ア
イ

デ
ア
が
独
り
善
が
り
な
も
の
に
な
ら
な
い

か
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
問
い
に
対

し
て
、
僕
は
う
ま
く
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
一
緒
に
悩
ん
だ
時
間
は
と
て
も
よ
い

時
間
で
し
た
。
ど
ち
ら
か
が
一
方
的
に
教
え

る
の
で
は
な
く
、
対
等
な
関
係
で
一
緒
に
悩

む
。
未
来
の
学
校
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
は
、

そ
ん
な
学
び
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

つ
な
が
り
の
な
い
人
同
士
を

発
明
で
つ
な
げ
た
い

あ
る
高
校
で
生
徒
と
考
え
た

「
未
来
の
学
校
」
の
姿

※撮影協力／渋谷区役所

小学生のころからロボット
製作に取り組んでいまし
た。それもあって、高校入
学当初は何となく「理系に
進んで、エンジニアになろ
うかな」と考えていまし
た。写真は、高校の文化祭
でバンド演奏した時のもの
です。

私 の高校時代
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2023年６月号（創刊400号）へのご意見

「自分なら何ができるか」の視点を持つ生徒を育む
　６月号の特集に掲載された学習院大学の秋田喜代美教授と３人の若者
との対話の記事において、立

たつざき
崎乃

の い
衣さん、伊

い
関
せき
佳
か
純
ずみ
さん、清水陸

りく
志
し
さん

の取り組みを読み、「自分なら何ができるか」という視点の大切さを実感
した。これからの社会では、その視点を持っている人こそが活躍し、社
会を変えていけるのだと思う。我々高校教師は、そうした視点を生徒が
持てる仕組みや雰囲気づくりをしていかなければならないと痛感した。
一方で、学校や高校教育をよりよくしていくためには、１人の教師とし
て何ができるのだろうかとも思ってしまう。まずは、自分自身の授業改善・
生徒とのかかわり方の改善であると考えている。

静岡県・浜松市立高校　池
いけ
谷
や
　理
さとる

起立性調節障害について、自然な形で生徒に伝えたい
　６月号の特集の学習院大学の秋田喜代美教授と清水陸志さんによる「対
話３」の記事を読み、恥ずかしながら、内閣府認定特区高等学校という
枠組みを初めて知った。起立性調節障害で悩んでいる生徒は多くおり、
そのほとんどがかなり深刻に思い悩んでいる。そうした生徒がいる学校
にとっては勇気づけられる記事だと思う。起立性調節障害について、自
然な形で生徒たちに紹介する機会を持ちたい。

大分県立盲学校　堀　奈々絵

「創りたい社会」という視点の大切さ
　６月号の特集を読み、「創りたい社会」という視点の大切さに改めて気
づいた。教育に携わる者の根底には、この想いが必要だと思う。今回の
特集は、教育の本質、あるいは原点を思い起こすものであった。若者と
の対談を切り口に教育論を深めている点もよかった。また、「課題１　学
び続ける人材の育成」の岸ふみさんの実践の記事を読むまで、恥ずかし
ながら「グリーンウォッシュ」という言葉を知らなかった。探究学習の
落とし穴に気づくとともに、「気づき」を豊かな学びにつなげた岸さんの
姿に拍手喝采を送りたい気持ちに駆られた。

龍谷大学高大連携推進室　堀　浩
ひろ
司
し

「学校でこそできる学び」を考え続ける
　６月号の「新課程レポート」の記事で静岡県立小

お
山
やま
高校の美

み
那
な
川
がわ
雄一

先生が述べられていたことに共感した。私も、「学び方や学びの意味・目
的など、生徒１人では深めることが難しい点を重視」した授業を構想し
たいと思った。特に、全日制普通科における「学校でこそできる学び」
とは何かを、考え続けていきたい。

静岡県立下田高校　稲葉　渉

ICT機器を用いた自由進度学習を実践したい
　私自身が「教えない」授業を目指しているので、６月号の「主体的・
対話的で深い学び　授業実践」で紹介された山口県立岩国総合高校の川端
雄也先生の生物の実践の記事にあった、ＩＣＴ機器を使って生徒が自由進
度で学習する工夫が参考になった。この夏に研究して、２学期以降に実
践したい。　　　　　　　　　　　　　　　　東京都立調布南高校　徳武英

ひで
人
と

先生方からの
ご意見を
紹介します

　東京都・私立トキワ松学園中学校高校の
取材は、同校の図書室で行いました。「探究
女子」の知的好奇心に伴走する同室の躍動
は、記事（P.10 ～12）の通りです。取材中
に来室した生徒の話し声や衣

きぬ

擦
ず

れ、ページ
をめくる音も、「知の拠点」の静

せいひつ

謐の一部で
した。卒業時には、６年間の蔵書貸し出し
記録が生徒一人ひとりに贈られるとのこと。
そう、写真には写らないものも、青春に彩
りを添えるのです。センター試験の直前演
習で「デューク」（江國香織『つめたいよるに』
所収）に出合った 18 歳の私は、その日のう
ちに図書室に駆け込んだのでした。
　「読んできた本でどんな人かが分かる」（立
花隆）、「重要なのは何を観たかではなく、い
つ観たか」（岩井俊二）。いつ読んだどの本が
私を形作ったのか。私を突き動かした衝動は
何だったのか。もうすぐ読書の秋。書架を巡
り、それらを確かめようと思います。（河野）

10月16日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です。

高校版　2023年10月号

『VIEW next』の LINE を友だち登録して
いただければ、本誌の発刊時や新コンテ
ンツの公開時に通知が届き、ウェブサイト

『VIEW next ONLINE』内の該当記事に、
ダイレクトにアクセスできます。この機会に
ぜひ、友だち登録をお願いします！
［友だち登録の方法］上の２次元コードを読
み取っていただくか、LINE アプリの「友だ
ち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご
入力いただき、追加してください。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！
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編集部からのお知らせ

※読者の声は、「VIEW next ONLINE 2023 年度第１回モニターアンケート」（2023 年６月実施）より抜粋。

I N F O R M A T I O N

教育総合情報サイト『VIEW next ONLINE』は、学校関係者や保護者、そして教育に関心のある方へ、『VIEW 
next』高校版のバックナンバーに加え、有識者の教育に関するオピニオンや、保護者から寄せられた教育相
談への回答を発信しています。学校での日々のご指導に、ぜひご活用ください。

VIEW next ONLINE 検索

URL  https://view-next.benesse.jp/
検索ワード ２次元コード

保護者から寄せられた学習・進路・生活に関する悩みに、豊富な知見を持つアドバイザー
が丁寧に回答。

各界の有識者が、教育に関するオピニオンや教育への思いを発信。

教育なんでも相談室

教育オピニオン

志望の高校に入学した途端に
なくなった学習意欲や学習習
慣を、取り戻してほしい。

（大阪府／高１男子・母）

部活動と遊びに夢中で、ほと
んど勉強しない。どうすれば
勉強に向かう？

（福岡県／中３男子・母）

ゲームやインターネットへ
の依存状態から抜け出させ
たい……。

（東京都／小５男子・母）

安
あ た か

宅和
かず

人
と

氏 成田奈緒子氏 藤原和博氏

AI 時代に必要な教育とは？ なぜ「寝る子は育つ」のか？ 学校をこう変えよう！ 
新時代の教育改革

アクセスはこちらから！

保護者からの教育相談に活用
しています。学校外の視
点を知ることもできます

読者の声

斬新なアイデアで視野が広が
り、教育実践の参考に
なっています

読者の声

教育改革実践家、
東京都杉並区立和田中学校

元校長

文教大学教育学部
特別支援教育専修教授、

日本小児科学会認定
小児科専門医・発達脳科学者、

子育て科学アクシス代表

慶應義塾大学
環境情報学部教授、

Zホールディングス株式会社 
シニアストラテジスト

教育総合情報サイト

読者に好評！　お勧めコンテンツ
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指導変革の軌跡

宮城県・私立仙台城南高校
発問・課題設定をキーに見る 
主体的・対話的で深い学び　授業実践

総合的な探究の時間
山梨県立甲府西高校　細倉真

ま

美
み

数学
岐阜県立大垣北高校　落合一

た だ ひ ろ

大
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表
紙
の
学
校

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを 動画 で紹介！

3KVOL3

しばつじ・のりこ　同校に赴任して18年目。英語科主任。生徒指導副主任。高１学年主任。
東京都・私立瀧野川女子学園中学高校　1926（大正15）年設立／全日制／普通科／女子校／１学
年約120人／ 2022年度卒業生進路実績　私立大は、学習院女子大、昭和女子大、東京農業大、東
京薬科大、東京理科大、東邦大、東洋大、日本女子大、明治大、明治薬科大などに延べ88人が合格。

　「英語をもっと自然に使えるようになってほしい」という思いから、授業を見直
したという英語科主任の芝辻先生。英語表現の幅を広げて、海外の文化や歴史な
どの理解を深める場にしようと、2021年度から全学年の教科書を変更した。教科
書の特長を生かした授業の進め方を英語科内で研究し、カリキュラムに反映。授業
後には、生徒の様子や理解度を共有し合い、生徒に合った課題設定や、より分かり
やすい説明の仕方などを工夫してきた。「生徒が私たちの指導に懸命に応えてくれ
たからこそ、授業が大きく改善されました。今の授業は生徒と一緒につくってきた
ものです」と語る芝辻先生に、「先生の留学時代のことなど、関連する楽しい話も織
り交ぜて授業をしてくださるので、教科書が難しくても頑張って学べました」と生
徒たち。３年次の英語の授業はすべてネイティブスピーカーが担当するが、どの生
徒も英語で担当教師に質問ができるほど力をつけた。「普段から英語を使う本校の
環境を生かし、英語力を強みとして活躍の場を広げていくことを願っています」。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

英語が広げる世界
東京都・私立瀧野川女子学園中学高校　芝辻憲子先生年内入試支援
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学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く
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